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「御ご免めんね。また掃除手伝ってもらっちゃってさ」

「いいよ別に。ほったらかしにして帰っても後あと味あじが悪いし」

「でもこんなに遅おそくなっちゃったよ」

「満月じゃないから関係ないさ」

「そっか。今日は三日月だもんね」

「ずっとこの形が続けばいいんだけどなぁ」（しみじみ）

　夕飯時の飯いい波なみ市。

　そんな会話をしながらとっぽりとっぽり二人で仲良く歩く高校生がいた。

　性別はついてるのとついてないのだ。かと言ってこの二人の仲がしっぽりしてるかって言うとそ～～ゆ～～訳でもない。

　世間一般で言うとこのお友達って奴やつだね。うんうん。

　そして、もう少しだけ説明させてもらうなら、ついてる方はある特殊な体質の持ち主。ついてない方はある特殊な性格の持ち主なのだ。

　特殊な体質。一言で言えば狼おおかみ男。

　特殊な性格。一言で言えば変わり者。

　特殊な体質のことを知られちゃったけど、知った相手は特殊な性格してたから騒さわぎ立てられずにごく普通に仲良くしてる。

　ま、分かりやすく説明するとこんな関係だ。

「でも本当今日はびっくりしたよね。調理実習の時。確か前はツナサラダを作りますって先生言ってたのに」

　特殊な性格の持ち主、うどん屋の一人娘として生まれて、父一人子一人でがんばってるじょしこ～せ～、七しち味み唐とう子こが思い出したように語りかけた。

「いきなりオムレツに変へん更こうだもんな。分かってたら絶対サボッたよ」

　特殊な体質の持ち主、狼人間の血族として生まれて、両親と一いつ緒しよに日本中あっちこっち回ってるだんしこ～～せ～～、駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけが顔をしかめて呟いた。

「目つむって卵割って思い切りかきまぜた。おかげで割れたカラがオムレツに入って食べる時ジャリジャリ言ったぞ」

「アタシだって、いつ銀之介君が変身しちゃうかと思ってヒヤヒヤしてたんだよ。だからうまくいかなかった。家庭科の成績悪くなったら銀之介君のせいだからね」

　唐子はさりげなく、だがしっかりと責任転てん嫁かした。

　うどんを作らせればなかなかのもんだけど、ごく普通の料理にはどうもその腕うでが発はつ揮きされないようだ。ぶっちゃけて言えば下へ手たなのだ。

「まぁ、幸いにしてオムレツだったからみなすぐにしゃかしゃかやって黄身を潰つぶしてくれたからいいけど、これが目玉焼きだったら終わってたな。うん。まぁ、もしそうだったらさっさと仮病使って保健室に逃げ込むけど」

「大変だね。卵料理するたんびに視線そらせたり目つむったり」

「これでも昔に比べれば本当にマシになったんだぞ」

「昔はもっと大変だったの？」

「前にも話したろ。一つずつ克こく服ふくしていくって。小学校上がる前なんか黄色くて丸い物ならなんでも引き金になってたからな」

「黄色くて丸い物か……」

　唐子はあごに指を当ててしばし考えた。

　そんな唐子の瞳ひとみに、ある物が映った。

　それは黄色く、そして丸かった。

「ねぇ、もしかしてあれでも変身しちゃってたの？」

「あれ？」

　唐とう子この指の先にある物を見て、銀ぎん之の介すけは苦笑した。

「あれか」

「いくらなんでもあれはないよね。あれで変身してたら外なんて歩けないし」

「変身してたよ」

「え～～～！」

　唐子は頭の天てつ辺ぺんのあたりから大声を出した。

「それじゃそれじゃそれじゃ。ど～～っやって外を歩いてたの？」

「あれがないような山奥で暮らしてたんだよ。最初のうちは」

　唐子はあれがないような山奥ってのを想像してみた。

　クマやイノシシが体当たりをかまして来るような恐おそろしい秘境が頭に思い浮かぶ。

　ここ飯いい波なみ市だって長なが野の県の下の方に位置する山に囲まれたそんなに大きくない街だ。決して大都会って訳じゃない。近隣には村だってゴロゴロしてる。

　でもさすがにあれがないって程じゃない。

「ま、あれを克こく服ふくした時初めて、街へ行くことを許されるんだな。なんて言うか、最初の関門って奴やつだろうか」

「そうなんだ」

「あれを克服した小学一年の夏。初めて行った街で食べたアイスクリームの感動。今も忘れられないなあ」

　銀之介は哀あい愁しゆうがこぼれ落ちる瞳ひとみでうっとりと虚こ空くうを見つめた。

「銀之介君。苦労してるんだね」

　唐子は今いま更さらながら深く同情した。

　同情の終わりは分かれ道だった。

　唐子は一いつ瞬しゆんにしてしんみりした空気を弾はじき飛ばした。

「寄ってってよ。掃除のお礼にまたうどんご馳ち走そうするよ」

「また今度にする。家で母さん作って待ってるだろうし」

「そ～～か。じゃまた今度ね。さてと、帰って店の手伝いをしますかっと」

「毎日手伝いしてるのか？」

「うん。そうしないと小こ遣づかい貰もらえないからね。働かざる者はうどんのタネになって俺おれに食われろってのがお父さんの口くち癖ぐせだから」

　恐ろしい口癖だなと銀之介は首をすくめた。

「そっちも大変だな」

「慣れればそ～でもないよ。それに明日あしたはお父さんが文化会館に小こ林ばやし幸さち子このコンサート聴きに行くって言ってたから」

「唐とう子こは行かないのか？　小こ林ばやし幸さち子このコンサート」

「も～～。行くわけないじゃん。アタシ十七なんだよ。年代ってのを考えてよ」

　ほっぺたをふくらめて憤ふん慨がいした後、唐子は続けて呟つぶやいた。

「これが北きた島じま三さぶ郎ろうかジョージ山やま本もとだったら考えたけど」

　それもど～だろって思う銀ぎん之の介すけだったけど黙っておいた。

　唐子の少々ズレた感性はこの一ひと月つき近くのつき合いで十分理解している。それにこのズレた感性のおかげで自分はここでの生活を許されているのだ。

　もし、唐子がごく普通の感性の女の子だったら、最初に変身を見られた時にキャーーー！　誰だれか助けてぇぇぇ化ばけ物ものよぉぉぉぉぉ！　で駒こま犬いぬ一家は引っ越しを余よ儀ぎなくされていただろう。

　唐子の変わってる感性に文もん句くを言ったらバチが当たるってもんなのだ。

　いつまでも変わり者のままでいて下さい。お願いします。

　銀之介は心の中でそっと唐子に手を合わせた。

「何はともあれそ～～ゆ～～ことだから店は臨りん時じ休業。アタシは休日。みんなと同じようにたっぷり休める。昔からどうしてアタシには休みがないんだろって思ってたんだ。土日だって店の手伝いはあるし。店の定休日は平日だから学校があるし」

　唐子はしばし口の中でぐちぐちと愚ぐ痴ちった。

「ま、文句言ったってうどん屋の娘むすめに生れちゃったんだからしょうがないけどね。それじゃ。明日あした暇ひまだったら遊びに来てよ。玄げん関かんは開いてるからさ。バイバイ」

「またな」

　さよならの儀ぎ式しきを終えて、唐子は自宅へと向けて走って行く。

『七しち味みうどん亭てい』って書かれた小さなうどん屋へと姿を消した。

「さて、僕も家に帰るかな」

　歩き出す前に、銀之介は、さっき唐子が指さしたあれへと目を向けた。

　あれはいつもと同じように自分の仕事を黙もく々もくとこなしていた。

「あれで変身しなくなった時が、街デビューの時なんだもんな」

　銀之介は黄色に光る信号機を見つめ、目を細めた。




　そっから歩くこと十五分。

　銀之介は小さな自宅に到着した。

　二階建ての一戸建て家屋。もちろん借家だ。そんなに新しくないけどそんなに古くもない。適度っていったとこだ。

「ただいま」

　銀之介は我わが家やの玄関を開けた。

　靴くつを脱ぬごうとしたとこで筋肉を硬こう直ちよくさせる。

「ん？」

　眉まゆ毛げと眉毛の間にミミズが三匹ばかし走った。

　ミミズの原因は見慣れない靴だ。

　赤い色した少女趣味、歩くとぽっこりぽっこりいいそうな靴。

　サイズはぐぅぅぅんと小さい。ナス一つしか収納出来ない大きさだ。

　こんな靴を履はける足の小さな生物はこの家にいないはず。

　この家の住人、父親と母親と自分。父親はひょろひょろして小こ柄がらだけど、さすがにこんな小さな足はしていない。母親だってしかりだ。

　もち自分のじゃない。

「一体誰だれの靴なんだ？」

　未確認靴型物体を前にして銀ぎん之の介すけが腕うでを組んでそう呟つぶやいた時だった。

　居間の扉とびらがば～～んって開いて元気よく飛び出してくる奴やつがいた。

　そいつは小さかった。遊園地でジェットコースターにぎりぎり乗れるか乗れないかっていったとこだった。足のサイズだってこぶりなナスくらいだ。靴の持ち主と見てまず間違いないだろう。

　そいつは銀之介の前まで飛んで来ると思い切り飛びつき叫んだ。

「お帰り！　銀ぎん兄い」

　銀ぎん之の介すけは、ポニーテールが振り振りする少女の頭を見下ろし、目をぱちくりさせた。

「お銀！」
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「しかしまぁ、しばらく見ないうちに大きくなって」

　銀之介の父、銀ぎん一いち郎ろうはトンカツを頰ほお張ばりながらお行ぎよう儀ぎ悪く言った。

「本当ね。最初来た時は誰だれかと思ったわ」

　母、典のり代よも頷うなずいた。

「何年振りでしょうね？」

「え～～と、この間群ぐん馬まに遊びに行ったのは……いつだったっけ？　銀ぎん花かちゃん」

「銀花が小学二年の夏休みだよ。もう二年くらいたってるよ」

「そ～～かそ～～か」

「去年の夏休み、ずっと待ってたんだよ。なのにおじちゃん達来ないから」

「すまんすまん。行こうとは思ってたんだがこいつが大おお阪さかでひともんちゃく起こしてごたごたしててな。次の引っ越し先は九きゆう州しゆうだったし。あれやこれやしてるうちに時期を逃のがしてしまって。でもこれからは群馬県と長なが野のだ。お隣となりだからちょくちょく行き来出来るな」

　銀一郎は二杯目のおかわりをしてから、思い出したように尋たずねた。

「そうそう。銀ぎん三さぶ郎ろうは元気か？」

「うん。元気元気。おじちゃんによろしくって」

「相変わらず穴掘ってるのか？」

「うん。ママと一いつ緒しよにいっつも掘ってる。やまたいこくは絶対ここにあったんだって言ってがんばってるよ」

「役者と考古学は貧乏するから止めとけって言ってたのになぁ。まったく」

「兄貴の売れないマンガ家だって似たようなもんだっていっつもパパ言ってるよ」

「こいつはやられたな」

「あははは」

「あははははは」

　笑いに包まれた幸せの一ひと時ときが流れた。

　でもあんまり幸せじゃない人物が一人いた。

　すっかり蚊か帳やの外になってる銀之介その人だ。

「ちょっと待ってくれよ。最初から説明してくれないかな」

　いつまでも蚊帳の外にいても蚊に刺さされて痒かゆいから銀之介はずいっと頭を突っ込んだ。

「最初から説明？」

「ああ」

「よし、最初から説明するぞ。この子は駒こま犬いぬ銀ぎん花か。私の弟の娘むすめ。つまりお前の従妹いとこにあたる。小学四年生の」

「そんなこと分かってるよ。そうじゃなくて、ど～してお銀がここにいるかってこと」

「それはな」

　話し始める銀ぎん一いち郎ろうを遮さえぎって銀花がしゃしゃり出て来た。

「あのねあのねあのね」

　言いたいことがあまりにも大き過ぎて喉のどから出てこない様よう子すの銀花。

「銀花ね。ついにやったの！」

「ついにやった？」

　キラキラ光る瞳ひとみでそんなこと言われたって何やったのか想像出来ない。

　銀ぎん之の介すけくらいの年代の男子がこの台詞せりふを言ったらまず間違いなくあのことだろうけど、小学四年のお元気娘がそれってことはないだろう。

「も～～、わかんないかな～」

　悩む銀之介に不満をぶちかましてから、銀花は立ち上がり脇わきのソファーに飛び乗るとない胸を思い切り突っ張らせた。

「駒犬銀花、もうすぐ十歳さい！　ついに黄色い信号機を見ても変身しなくなりました！」

　ついつい迫力に負けて、その場に居合わせた三人はぱちぱち拍手を送った。

　たっぷりと拍手を送ってから、銀之介は真ま顔がおで一言。

「で？」

「だから！　黄色い信号機が平気になったってことは、街デビューってことなんだよ。もう街に出ても大だい丈じよう夫ぶっていう」

「そんなこた分かってるよ。僕だって同じ道を歩んでんだ。ちなみに僕が黄色い信号機を克こく服ふくしたのは小学校一年の時だけどな」

「十七になっても卵はまだだがな」

「父さんは黙っててくれよ。つまり、お銀に街デビューの時が来たってのは理解した。分かんないのは、ど～～してそれがここだってことなんだよ！」

「パパとママ穴掘りで忙いそがしいんだもん」

　銀花は顔色一つ変えずにサラって言った。

「銀花の小学校って創立記念がどーのこーので明日あしたと明後日あさつての二連休なんだ。だから、この休日に街デビューしたいって言ったけど忙しいから駄だ目めって言われたの。なんか知らないけどやまたいこくの遺い跡せきが出るとか出ないとかでパパもママも最近朝早くから夜遅おそくまで穴掘ってるんだ。で、銀花がどうしても街デビューしたいってお願いしたら、幸い車で二時間のとこに引っ越して来てるんだからおじちゃんとこで街デビューして来いって。それでさっき連れてこられたの」

　銀ぎん之の介すけは呆あきれた。ミラクルに呆れた。

「明後日あさつて迎えに来るから。それまでに街デビューしておけってパパが言ったの」

　氷メロンを一気に口に押し込んだ時みたくこめかみが痛んだ。

「無責任だな。銀ぎん三ざぶ郎ろうおじさん達も」

　銀之介は銀ぎん花かの両親を思い浮かべた。

　考古学に命をかけて年中穴を掘ってる変わり者夫婦だ。

　邪や馬ま台たい国こくは群ぐん馬まにあった！　っていう珍ちん説せつを打ち出し、それを証しよう明めいすることを生しよう涯がいの目標としてる夫婦だ。

　邪馬台国の遺跡と娘むすめの街デビューを計りにかければ簡単に娘の街デビューが計り台から放り投げられるのだろう。

「そういう訳だからな。なんとか銀花ちゃんの街デビュー、ここで果たしてやろうじゃないか」

「分かったよ。じゃ、お銀。明日は父さんと街デビューして来いよ」

「悪い。私は締め切りが迫っててな。明日は動けないんだ」

「なんだよそれ。しょ～がないなぁ。なら母さん」

「私も、ケシゴムかけとか手伝わないといけないし」

「母さんも駄だ目め？　ってことは」

　合計六つの瞳ひとみが自分に向けられていた。蛇じや口ぐち全開モードでじゃんじゃん視線が注そそがれる。

「僕しかいないじゃないか」

「頼んだぞ。銀之介」

　銀ぎん一いち郎ろうがポンと銀之介の肩かたを叩たたいた。

「よろしくね」

　典のり代よも右に続いた。

「ちょっと待て。僕一人でお銀の街デビューに付き合えってのか？」

「そういうことだ」

「そういうことだって。冗じよう談だんは止めてくれよ。いくらなんでもそれは……」

　銀之介はそこで抗議を止めた。止めざるをえなかった。

　隣となりで大雨洪こう水ずい注意報が発令されたのだ。

「銀花連れて歩くのって……嫌いや？」

　少々猫ねこ系の大きな瞳にはこんもりと涙なみだが盛り上がってた。スポイトで吸い取れば味み噌そ汁しるの隠かくし味に使える程にだ。

「銀花が一いつ緒しよだと恥はずかしくて外歩けないの？」

「それは……」

「銀ぎん兄いは銀ぎん花かが嫌きらいなんだ。だから一いつ緒しよに外歩けないんだ。銀花が背が低くてグラマーじゃなくてニンジンが嫌いだから、だから」

「あ～～～！　分かった分かった！　分かったから泣くな！」

　表面張力が負ける前に、銀ぎん之の介すけはポッキリ折れた。

「街デビューに付き合ってくれる？」

「あぁ、もう何だって付き合ってやるぞ！」

「本当？」

「ああ、本当だ」

「やっほ～～。ありがとう。銀兄い」

　銀花が飛びついて来た。それまでの憂うれいの波動なんてカスすら残ってない。

「もしかして噓うそ泣き？」

　もしかしなくても噓泣きだった。

　女ってズルイ！（子どもでも）

　銀之介は脳のう味み噌そのシワのないとこにそう書き付けた。

「じゃぁ、明日あしたね。約束だよ」

「ああ。分かった分かった」

　銀之介は真冬に眠ねむれない不眠症のクマのような暗あん澹たんたる気分で頷うなずいた。

　なんだか背中の辺あたりがゾクってした。

　それが災さい難なんを予期する動物的第六感じゃないことを、銀之介は心の底から祈った。
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　翌日。

「行ってきま～～～～～す！」

　わくわくとドキドキを体いっぱいにつめたお子様の声が駒こま犬いぬ家玄関に響ひびいた。

「それじゃ頼たのんだわよ。銀之介」

「ちゃんと面めん倒どう見てやるんだぞ」

　両親の無責任な見送りで、銀之介は家から追い出された。

「さ、行こ～～よ。銀兄い」

「……ああ」

「ど～したの？　朝から顔色があんまり良くないよ」

「いや、なんか背中がぞくぞくしててな。そうじゃないとは思うんだがどうも落ち着かなくて」

「も～～。銀花のせっかくの街デビューなんだよ。そんなじめじめした顔してないでよぉ」

　銀花に強ごう引いんに引っ張られるようにして銀之介は歩き出した。

「え～と、服屋さんに行って、それからレストランでお昼を食べて、それから玩具おもちや屋さんでぬいぐるみを買って」

「こら、信号赤だぞ」

「あ」

　銀ぎん之の介すけにたしなめられて、銀ぎん花かは横断歩道で足を止めた。

　目の前を車がびゅんびゅん通る中、まだかまだかと足踏ぶみする。

　こいつの通知表には絶対落ち着きがないって書かれてるんだろうなって銀之介は確信した。

「あ～～、早く止まってくれないかなぁ～～」

　体全体にそわそわを巻き付けて、銀花は車用の信号を見上げた。

「あ、黄色になった。もうすぐ赤になるね。そうしたら歩く人の信号が青になるね。学校で勉強したんだ」

　黄色く光る丸い信号。じっくりと大きな瞳ひとみに映してる。でも銀花の体に変化は現れない。

　銀之介は体中をがんがん走り回ってた緊張をとりあえず解いた。

「お前本当に黄色い信号が平気になったんだな」

「あ～～噓うそだと思ってたの？」

「噓だと思った訳じゃないが、練習に使ってたのってあれだろ。僕が昔使ってた」

「そう。信号機の玩具だよ」

「玩具と実物とじゃやっぱ違うからな。勝手が違って変身しちまうんじゃないかってヒヤヒヤしてたんだ。ま、良かった良かった」

「銀花早く街デビュー出来るように毎晩毎晩訓練したんだ。最初は十秒しか耐えられなかったけど少しずつ記録を伸ばして。それでついにずっと見てても平気になったの。今じゃ全然体がムズムズしないんだよ」

「あ～～偉えらい偉い。お、青になった行くぞ」

　商店街へと向かう横断歩道が開通した。

　歩きながら銀之介はちょっとばかし得意気に言った。

「まぁ、何度も言うようだが僕は小学一年の時には信号機を克服したがな」

「それでも、いまだに卵が駄だ目めなんでしょ。十七にもなって」

「う……」

　墓ぼ穴けつを掘った。

「それに銀花。銀兄いみたいに満月でおかしくならないも～ん！」

「あ、お前どうしてそのこと」

「おじちゃんが言ってたんだよ」

　銀花は小豆あずきが坂道を転げ落ちるように笑いながら言った。

「満月見るとどうしよ～もない馬鹿男に変身して全然ダメ。かと言ってお月様見る前は前でお話にならないくらいの軟なん弱じやく男。どっちにしてももてる訳ないなありゃって。銀ぎん花かもそう思うよ」

「言ったなこの野や郎ろう！」

「うわ!!　きゃーーー」

　銀花はころころ笑いながら逃げた。

　どっからどう見ても仲良し兄妹って感じだ。

「あ、アイスクリーム屋さんだ」

　めざとく銀花がアイスクリーム屋を見つけ飛んでった。

　軒のき下したに広げてるお洒しや落れで小さな店だ。

「しょうがないな」

　銀ぎん之の介すけは銀花を追いかけるとポケットから財さい布ふを取り出した。

「この出費は後で絶対請せい求きゆうするぞ。で、どれがいいんだ？」

「う～んとね～。う～～んとね～～」

　銀花は、世界一真しん剣けんな瞳ひとみで物色してから元気よく叫んだ。

「レモンアイス！」

「すいません。レモンとバニラを」

「はい。レモンとバニラですね」

　お店のお姉さんは優しく微ほほ笑えんでからアイスクリームをすくうでっかいスプーンみたいな奴やつに手をかけた。

　手慣れた手つきでレモンアイスをすくうとコーンの上にぽこっと載のっける。

　コーンの上にもられたレモンアイスはまん丸い形だった。

　レモンアイスなもんだから色はもち黄色なのだ。

「えっと、一個百三十円だから二つで二百六十円。こまかいのがないな。なぁお銀。十円玉ないか？」

　隣となりのお子様を見下ろした銀之介は軽く二、三十年寿じゆ命みようを短たん縮しゆくした。

　隣でヨダレたらしてお姉さんの手もとを見つめてるのって……………どっからどう見たって狼おおかみなんだ。

「∮▼Σ‰☆◇÷♀♂!!」

　銀之介は、宇宙人っぽい言語で絶叫すると銀花の毛深い腕うでを摑つかんだ。

「行くぞ！」

「ど～～して？　アイスまだもらってない」

「いいから来い！」

　銀之介は強ごう引いんに毛深い腕を引っ張ってその場から逃げ出した。

「あ～～、アイスぅぅぅぅぅ」

　狼おおかみ少女の未み練れんたらたらな悲鳴が響ひびき渡った。

「こんなことになるんじゃないかとは思ってたんだよ。全く！」

　銀ぎん之の介すけは走りながら力一杯毒ついた。

　とにかく、どこか身を隠かくせるとこまで行って銀ぎん花かを人間に戻もどさなくちゃなんない。

　身を隠せるような路地にたどり着くまで、人と出くわさなければいいが……。

　それがものすごく自己中な願望だってことはよっく分かってた。

　だって今日は休日。人が外を出歩いていない訳がないのだ。

　さっそく向こうからやって来る親子連れに気がついた。若い両親と五歳さいくらいの男の子が仲なか睦むつまじく笑いながら歩いている。この睦まじい場を怪かい物ぶつ登場で壊こわす訳にはいかない。

　銀之介は足を止めて辺あたりを見渡した。隠れられるようなとこはない。

「どうすればいいんだ！」

　銀之介は悩んだ。悩んで悩んで悩んだ。もう時間はない。一体どうやって銀花の個性的な顔をお隠しするのか。

　結論が出た。

　銀之介は銀花を抱だきしめると個性的な顔を自分の胸に押しつけた。

「ちょっと。銀兄い。駄だ目めだよ。銀花達って従い兄と妹こど～～しなんだから」

「黙だまってろ！」

　銀之介は銀花を一いつ喝かつしてから通り側に背中を向けた。

「おや、もうこんな恋の季節なのか」

「でも女の子の方がちっこいでしゅ。あのお兄ちゃんロリコンなのでしゅか」

「あらあら、この子はどこでそんな言葉を覚えたのかしら」

「ロリコンはいかんぞ。幼児ポルノにも規制がついたらしいし」

　なんてごくごく自然な親子の会話を交かわして仲睦まじい人達は通りすぎて行った。

「ふぅ、なんとか無事にこの場をやり過ごしたな」

　安あん堵どのため息をアスファルトに落とす銀之介。その胸の仲で、狼少女はもじもじしながら呟つぶいた。

「でも従兄妹同士なら結婚出来るってこの前テレビで」

「やかましい！　今の内にどっかに隠れるぞ」

　銀之介は銀花引っ張って走った。丁ちよう度ど見つけた路地に飛び込んだ。

「よし、ここなら」

　と思いきや勝手口からゴミ袋ぶくろ抱かかえたおばさん登場。

「あ～～もう！」

　銀之介はまた走った。路地を突っ切った。どこに出るかわかんないけど、安息の地を求めて走った。

　そして、路地を抜けた。

「はて？　ここはどこかで」

　ちょっと視線を動かすと、見慣れた看板があった。

　神様っているんだなってこの時ほど思ったことはなかった。

「神よ！」

　銀ぎん之の介すけは神様に心からお礼を言うとその看板の下の引き戸を開けて中へと飛び込んだ。
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「へ～～、銀之介君の従妹いとこか」

　唐とう子こは瓶びんオレンジジュースをコップに注そそぎながら椅い子すに座る銀ぎん花かを見つめた。

「ほら、自己紹しよう介かいしろ」

　胸元から引っ張り出した星形ペンダントをいじくる狼おおかみ少女の頭をポンと叩く。

「駒こま犬いぬ銀花です！　もうすぐ十歳さいです！　小学四年生です！」

「ありがとう。えっと、アタシは七しち味み唐とう子こ。もうすぐ十七歳ね」

　初顔見せは終わった。

「それにしても」

　唐子はしげしげと狼少女の顔を見つめてから、納なつ得とくをこれでもかってくらい詰め込んで言った。

「本当っっっっっっっっっっっにそっくりだね」

「狼人間の一族だからな。おい、銀花。まだか？」

「もう少し」

　狼少女はブルーな星形ペンダントを真剣にいじくった。もちろん人間に戻もどるためにだ。

　それから二分後。

　狼少女は無事に人間形に戻りましたとさ。めでたしめでたし。

「あ、かわいい」

　やっとこさ人間に戻ってストローでオレンジジュースをちゅーちゅーすする銀花を見て、唐子は目を細めた。

　そういえばこれまで描写してなかったけど、人間時の銀花ちゃんはこれでけっこう健康美あふれるかわいい小学生なのだ。

「父さんの弟の一人娘むすめなんだ。ちなみに父さんの弟、銀ぎん三ざぶ郎ろうおじさんは大学助教授。夫婦そろって考古学で息してて、授業のない時は夫婦そろって穴掘ってる」

「へ～～」

「今回黄色い信号機を平気になったってことで街デビューするためにここに来たんだ」

「それはおめでとうだね」

　唐とう子こはぱちぱちと精一杯の拍手を送ってから真顔で尋たずねた。

「で、何か問題があるの？　銀ぎん之の介すけ君。奥歯でアゲハの幼虫でも嚙かみ潰つぶしたような顔してるけど」

「そのだな。一言で言うとだな」

　銀之介はどう説明しようか考え込んでから一本指を立てた。

「唐子。悪いんだがどんぶりか何かに卵を一つ割ってくれないか？」

「え？　別にいいけど。ちょっと待ってて」

　唐子は厨ちゆう房ぼうに行くとエプロンをつけごちゃごちゃと作業した。

「はい。月見うどんの完成だよ」

「別に月見うどんにしなくてもいいんだが」

「うどん屋の娘がどんぶりに卵を割っただけのものなんてお客様に出せません！」

　魂たましい込めてそう言っちゃうもんだから、銀之介は何も言わずにどんぶりを受け取った。

　中を覗のぞき込まないように注意しながら銀ぎん花かの前に置く。

「お銀。食べろ」

「わ～～ぃ。ありがと～～」

　銀花は喜んでどんぶりを覗き込むと月見うどんを食べ始めた。

「な、大きな問題だろ！」

「問題だね」

　一心不乱に月見うどんを食べる狼少女を見つめながら、唐子はこっくり頷うなずいた。

「結論から言うとだな。黄色い信号に平気になったってだけで、それ以外の黄色くて丸いものは全部駄だ目めみたいなんだ。しかも、一番の問題は…………」

「あ～～、おいしかった」

　月見うどんを完食した狼おおかみ少女は満足したカツオダシの息を吐はき出した。

　と、外から聞こえてくる鼓こ膜まくに優しい音。

　い～～しや～～き芋いも～～！

「あ～～お芋食べたいぃぃ!!」

　銀花は椅い子すから立ち上がった。

「こら待て！」

　慌あわてて銀花の肩かたに手をかけたけど、変身してる銀花を変身してない銀之介が押し止めるはずもなく。

　そのまま引き摺ずられて行った。

　自分が通れる分だけ引き戸を開けて出ていく銀花。当然銀花より体の大きな銀之介がどうなるかなんて目に見えてる。

　どぐわしゃ！

　カエルを踏ふみ潰つぶしたようないやな音が店内に響ひびいた。

　しっかりと打ち付けた顔面を押さえて七しち転てん八ばつ倒とうしてから、銀ぎん之の介すけは奥歯を嚙かみ締め起き上がった。

「唐とう子こ！」

「はい」

　間かん髪ぱつ入れずに月見うどんが突き出される。

「よく分かったな？」

「もう付き合い一カ月になるからね」

「サンキュー！」

　銀之介は月見うどんを覗のぞき込んだ。

　究極の快楽と至し高こうの激痛が二人三脚で体中を走り回る。

「がぅぅぅぅぅぅぅ！」

　お手軽に変身した銀之介は店を飛び出した。

　カウント１・２・３。

　銀之介は３秒で帰って来た。

　手には小猫のように狼おおかみ少女がぶる下がっていた。

「焼き芋食べたかったのにぃ」

「やかましい。いいか。変身した姿で街へ出るってのはとんでもなく危あぶないことなんだぞ。もし誰だれかに騒さわがれてみろ。すぐにお巡まわりさんと保健所が飛んで来るんだ。下へ手たしたらその場で銃殺。もしくは保健所で解かい剖ぼうされて最後は剝はく製せいだ。分かってるのか？」

「分かってるよ」

　あんまり分かってなさそうだった。

「変身しても吠ほえないようにすればいいんでしょ。そうすればうるさくないし。誰も騒がないよね」

　やっぱり分かってなかった。

　銀之介は疲れたように首を振ってから、五十年程老けこんだ声を吐はき出した。

「いいからさっさともとに戻もどるぞ」

　二人でどかっと椅い子すに座ってそれぞれに秘密兵器を取り出す。

　片や星形のペンダントをいじくり、片かたや積木遊びをする。

　それはそれで非常によく分かんない光景だった。

「こいつの住んでるとこは群ぐん馬まの山奥なんだ。半径一キロ以内には民家のないようなな。そんなとこで育ってるから人に見られるかもって危機感を持ち合わせてない。それが一番の問題なんだ」

「ねえ、早く行こうよ」

　人間に戻もどった銀ぎん花かが銀ぎん之の介すけのズボンを引っ張った。

「街デビューに来たんだよ。うどん屋デビューじゃないんだよ」

「やかましい。お前連れて街に出るなんて危あぶなっかしくてやってられるか」

　銀之介はイライラをたっぷり練ねり込んで言い放った。

「約束したのに」

　銀花の瞳ひとみにまたぽっこり涙なみだが盛り上がった。

「そんなまがいもんの涙流されたってもうだまされないぞ」

「噓うそ泣きなんかじゃないもん」

　表面張力が負けて涙がこぼれ落ちた。

「ちょっと銀之介君。ひどいんじゃないの」

「え？」

「小さい女の子に対する態度じゃないよ。ひどいな。幻げん滅めつだな。もっと優しい人だと思ってたのになぁ」

　唐とう子この視線は、けっこう心に痛かった。

　それに銀花の涙は、わりと本物色に見えなくもない。

　もしかして本物？

「分かった分かったから泣くな。付き合ってやるから」

「本当。じゃ行こ！」

　しっかり噓うそ泣きだった。

　銀之介は奥歯を嚙かみ締めながら脳のう味み噌そのシワのないとこを開いた。

　女ってズルイ！

　そう書かれたとこに一言付け加えた。

　女ってズルイ！　本当にズルイ！

「さ、行こ。時間がなくなっちゃうよ」

　脱力してる銀之介は簡単に銀ぎん花かに引っ張られた。

「それじゃな。唐子。邪じや魔ましたな」

「待って」

　唐子がエプロンを外はずすと小走りでやって来た。

「アタシも付き合うよ。ど～～せ今日一日暇ひまだし。大した助けにならないけど一人よりは心強いでしょ」

「ありがとう唐子」

　銀之介は感かん極きわまって唐子の手を握にぎった。

　その脇わきで、銀花はちょっとだけ面白くない顔をしてた。




　そして時は流れていつの間にか夕方。

　たくさんの戦利品を抱かかえて三人は帰って来た。

「良かったね。何事もなくて」

「ああ、黄色くて丸いものがそうなくて助かったな」

「スーパーでオレンジが転がって来た時にはひやっとしたけど、全然大だい丈じよう夫ぶだったね」

「あれは黄色って言うよりはオレンジだからな。グレープフルーツだったらヤバかったけど」

　なんて言ってるうちに七しち味みうどん亭てい前に到着する。

「寄ってく？」

「いや、今日は帰るよ。疲れてるし」

　銀ぎん之の介すけは唐とう子この申し入れをやんわりと断った。

「そう。それじゃ、お銀ちゃん。バイバイ」

「バイバイ」

「銀之介君も、また明日あしたね」

「今日はありがとな。それじゃまた」

　唐子は店へと戻もどって行った。

「さて、家へ帰ろうか」

「うん」

「どうした？　ブスっとして」

「別にぃ」

　しばらく静かに、大きい影とちっこい影が街を歩いた。

「お、いいとこに自動販売機があるな。お銀。何か飲むか？」

「ううん」

「そ～か。それなら僕一人でっと」

　銀之介はウーロン茶を購入するとプシュって開けて飲み始めた。

　ウーロン茶ポリフェノールを味わっているとなりで、銀ぎん花かが口を開いた。

「ねぇ、あのうどん屋のお姉さん」

「唐子がどうかしたのか？」

「銀兄ぃの彼女なの？」

「ぶっ！」

　銀之介は缶かんウーロン茶を噴ふき出した。

「彼女なの？」

「違うよ。いわゆるお友達って奴やつだ」

「ふ～～ん」

　銀花はツンとそっぽを向いて鼻から息を吐はき出した。

「銀ぎん花かの方が美人になるよ。きっと」

「よく言うやい」

「銀兄ぃもうちの村に来ればいいのに。変身して出歩いたって全然平気だよ」

「よせやい。あんな何もないような山奥じゃ暮らせないよ。遊びに行くくらいがちょうどいいさ」

　銀ぎん之の介すけは苦笑して見せた。

「もう少し修業してマシになったらまた来いよ。僕が学校の時だって父さん母さんは家にいるんだから」

「でも締め切りがあるんでしょ。締め切りに遅おくれると編集者って人がノコギリ持って飛び込んで来るって言ってたよ」

「まぁ、確かに昔そんなこともあったけどな。そんな連載何本も抱かかえてる訳じゃないし、締め切りなんて月一だ。ちなみに今回の締め切りってのは噓うそだぞ」

「え～～噓なの？」

「ああ、街デビューのお供ともは僕の時で懲こりてるからな。噓言って逃げたんだよ」

　銀之介は最後の一いつ滴てきを飲み干すと笑いながら言った。

「いいことを教えてやるよ。本当に締め切りの時はあの二人は目の中にクモを飼かうんだよ」

「クモ？」

「そう。真赤まつかなクモをな。さ、行くぞ」

　銀之介は空からの缶かんをちゃんと屑くず入いれに捨てると歩き出した。

「目の中にクモ？」

　銀花はかわいらしく小首を傾かしげて考え込んだ。結果、銀之介に置いてかれた。

「あ～～、待ってよ。銀兄ぃ」

　銀花はちょこまかと足を動かして銀之介を追いかけた。
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　太陽が沈んでまた上った。

「それじゃな。お銀。気をつけて帰れよ。今度来る時はもちっといろいろ克こく服ふくしとけよ。銀三郎おじさんによろしくな」

　そう言い残して銀之介は学校に出かけて、駒こま犬いぬ家には大人おとな二人とお子様一匹が残された。

「退たい屈くつぅぅぅぅぅぅ！」

　お子様はジュウタンの上で転げ回った。

「テレビも面おも白しろいのやってないし。ゲームも銀花の出来そうなのないし」

　お子様の敵てき、退たい屈くつ大だい魔ま王おう。その驚きよう異いは想像をはるかに超える物だった。

「これならまだ銀花のお家の方がいいな。虫捕まえたり出来るから。パパまだ来ないのかな」

　プルルルルルルルルルルル

　電話が鳴った。

「はいもしもし駒こま犬いぬです」

　ここで受話器を躊ちゆう躇ちよなく取っちゃうとこがお子様のすごさだ。

『銀ぎん花かか？』

　受話器の向こうからは、鼓こ膜まくに馴な染じみの音声が聞こえた。

「パパ！　うん銀花だよ」

『ど～～だ。街デビューは終わったか？』

「うん。何の問題もなかったよ」

『うっかり変身なんてことは』

「全然なかったってば」

　駒犬銀花。噓うそつきまくりの魔ま性しようの女である。

「ねぇ、いつ迎えに来るの？」

『それがな。ちょっと妙みようなもんが出て来たんだ』

「妙なもん？　ああ、あのじゃまたいこくのしほーとか言う奴やつ？」

『邪や馬ま台たい国こくの秘宝だ。いや、まだちゃんと掘り出さないと分からんがな。ちょっと今日は動けない』

「え？」

『とういう訳だから、もう一晩泊めてもらってくれ。明日あしたの朝早く迎えに行くから。学校に間に合うように。それじゃ兄さんによろしく』

「ちょっとパパ！」

『あ、ママからの伝言だ。夕飯にニンジンが出てもちゃんと食べるよーに』

　電話は切れた。完全に切れた。

　全くもって無責任な親だ。

「今日一日ここにいるのか」

　銀花はあごに人差し指をくっつけると、う～んってかわいらしく考えこんだ。

　銀ぎん之の介すけが帰ってくる時間まで、退たい屈くつ大だい魔ま王おうと戦い続ける勇気はなかった。

「も～～我が慢まん出来ない！」

　銀花は奥歯を嚙かみ締めた。熱あつい熱い決意をしてだ。

「おじちゃんかおばちゃんに頼たのんでどっかに連れて行ってもらおっと」

　土ど下げ座ざしても頼んでやるって燃える意志を懐ふところに、銀花は二人のいる部屋へと向かった。

　なんか知らないけど朝から閉じ込もったままで出てこないのだ。

「おじちゃん。おばちゃん」

『仕事の部屋』って木の札のついた扉とびらを押し開け銀花は中へと飛び込んだ。

「お願いがある………」

　あまりもの光景に、銀ぎん花かはそれ以上喋しやべれなくなった。

　二人は机に嚙かじりついていた。さらに目は気迫まんまんに血走ってる。さながら赤いクモを飼かってるようにだ。

「やっぱり噓うそはつくべきじゃないな」

　カリカリペンを走らせながら銀ぎん一いち郎ろうがぼやいた。

「よりによって五十ページの仕事をすっかり忘れてたなんてね」

　こっちもカリカリしながら典のり代よが言った。

「神様のバチが当たったのかも？」

「もしこれが神様のバチだったらとんでもないバチを与えてくれたもんだよ。あ～～、絶対無理だ！　作者急病ってことにして今回は休む！」

　銀一郎はペンを投げ捨てると、嚙りついてた机から牙きばを外はずした。

　しばし天てん井じようを見上げてから、穏おだやかな口調で尋たずねる。

「なぁ、東とう京きようからここまでってどれぐらい離れてるんだ？」

「たぶん、三百キロくらいじゃないかしら」

「三百キロか…………。熱くなった磯いそ垣がきさんがノコギリを握にぎり締めてやって来るには問題のない距離だな」

　二人の顔面から血液という名の液体が全すべてなくなった。

「やるぞ。典代」

「分かってるわ。あなた」

　二人はユンケル飲んでまた机に嚙かじりついた。

　この状況の二人に、どこか連れて行ってなんて言えない。言える訳がない。言ったらその場で修正液を耳の中に流し込まれるような気がする。それだけじゃない。スクリーントーンで作ったコンタクトレンズを無理矢理瞳ひとみの中につっこまれるかもしれない。

「お仕事がんばってね」

　銀花はすごすごと二人の仕事部屋から退たい散さんした。

「なんか、穴掘ってる時のパパとママによく似てたな」

　銀花はまた居間に戻もどって来た。退たい屈くつ大だい魔ま王おうはまださっきと同じようにそこにいた。

「うぅ、このまんまじゃ退屈大魔王の餌え食じきになっちゃうよ」

　銀花が泣き言を呟つぶやいた時だ。

　台所の脇わきの水切り箱に、青いプラスチックの小さな箱を見つけた。

「あれ？　これ銀兄ぃの弁当箱じゃないかな」

　手にとって見る。と～ぜん空からっぽだ。目の中にクモを飼かわなくちゃならない状況だから典代も弁当なんて作ってられなかったのだろう。

「そ～～だ。お弁当作って持ってってやろっと」

　一いつ瞬しゆんにして退たい屈くつ大だい魔ま王おうは退たい治じされた。

　銀ぎん花かはぶかぶかのエプロンをするとあぶなっかしく包ほう丁ちようを握にぎり締めた。

　ジャーからご飯をよそって箱半分に詰つめる。

「えっと、卵焼き卵焼き」

　冷蔵庫から生卵を取り出してボールに割り入れる。

　おい、そんなことしたら変身しちまうだうってひやひやするけど、幸いなことに卵はグシャッと潰つぶれた。

「ま、いっか。これで焼いちゃおう」

　無器用に万ばん々ばん歳ざいだ。

　でもジャリジャリした卵焼きになることはお釈しや迦か様に尋たずねなくたって明らかだ。

　さまざまな恐おそろしい作業（一言では言い表せない）を経由して、最終的に弁当は出来上がった。最後にお弁当袋に入れれば、外見だけは立派なお弁当なのだ。

「そ～だ、行って来るって言わないと」

　四匹のクモがいる部屋へと向かおうとして、銀ぎん花かは足を止めた。

　またあの鬼おにが潜ひそんでるような部屋に入るのが恐こわいって理由が二〇パーセント。

　ダメって言われるかもって心配が八〇パーセントだ。

「銀花。まだ九歳さいだもんね。歳としが二ふた桁けたになったら大人おとななんだろうけど」

　ガキんちょらしい発想で銀花は悔くややんだ。どうして十二月に生まれてしまったんだと。

「そうだ。別に口で言わなくたっていいんだ！　お仕事の邪じや魔ましちゃダメだもんね。置き手紙しよっと」

　さり気げ無く逃げ路みちを見つけだした銀花は広告の後ろにマジックをキュッキュ走らせた。

『パパから電話がありました。仕事が忙いそがしいから今日は来れないそーです。もう一晩とめてください。ついしん、銀兄いんとこへお弁当をとどけに行ってきます。心配しないでね』

　手紙を居間の机の上に置いて準備は万ばん端たんだ。

「行って来ま～～す」

　銀花は小声でそう言うとお気に入りの靴くつ履はいて玄げん関かんを出た。

　昨日きのうの街デビューの時に、ここが学校だよって教えてもらってるから道は覚えている。

　スーパートラブル小学生、駒こま犬いぬ銀花は弁当の袋片手にとことこ足を動かした。
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　キーンコーンカーンコーン。

　四時限目の終了を告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

「あ？」

　その音で、銀ぎん之の介すけはぱっちりとお目覚めした。

「お早よう銀之介君。あんまり気持ち良さそうに眠ねむってるから起こすのかわいそうになっちゃったよ。あ、ちゃんとノートはとっといたから後でうつすんだよ」

　ええ娘こや！

　唐とう子この言葉に銀之介は思わず目め頭がしらを熱あつくした。

「でも、ど～したの？　昨日夜よ更ふかし」

「ああ、なんて言うか。お銀にトランプに付き合わされてな」

　銀之介は昨晩のことを思い出したのか一いつ瞬しゆんでげっそりとやつれた。

「たった二人で四時間延々とババ抜きをやらされたんだ」

「二人でババ抜きを！」

「ああ。あの無意味さは拷ごう問もんだぞ。もはや」

「大変だったね」

「大変だったよ」

　銀之介はしみじみと息を吐はき出した。

「銀之介君の苦労をじっくり時間をかけて慰なぐさめてあげたいけど………ちょっとごめん。アタシパン買いに行って来るから」

　唐子は片手拝おがみすると立ち上がった。

「珍めずらしいな。弁当ないのか？」

「はは、今日朝ちょっと寝坊しちゃってお弁当作れなくてさ」

「ちょうどいい。僕も行くよ」

「銀之介君もお弁当ないの？」

「ああ、父さんも母さんも昨日きのうの夜から目の中にクモ飼かってるから。噓うそついた罰ばちが当たったんだろーな」

「目の中にクモ？」

　唐子は眉まゆ毛げと眉毛の間にミミズを三匹走らせた。

「急がないとアンパンマンしかなくなる。そうだ、久しぶりに学食に行こう。昨日のお礼だ。僕がおごるよ」

「本当？」

　おごるよ宣言でミミズはまた地面に潜もぐった。

「ありがとね。実は昼食にパンってあんまり好きじゃなかったの」

「いえいえ」

　なんて会話をしながら二人は教室を出た。

　と、えらく汗あせ臭くさい壁にぶつかった。

「なんだ。いつからドア出たすぐに壁が出来たんだ？」

　壁と思ったのは大きな背中だった。

　背中の持ち主はぐいっと振り向いて一言。

「ごめんね」

　頭ず蓋がい骨こつの中にも筋肉が詰つまってそうなお兄さんだ。

　部屋で二人きりになんかなっちゃったらまず間違いなくこっちが窒ちつ息そくするだろう。たとえそこが体育館だとしても。

　筋肉お兄さんは廊ろう下かの壁にペタっと張り紙すると、筋肉を転がしながら帰っていった。

「すっこいね」

「もはや人間じゃないなありゃ」

「きっとボディービル同好会の人だよ」

　二人は純じゆん粋すいに筋肉に感心した。

　たっぷりと筋肉について語り合ってから二人の矛ほこ先さきはお兄さんの張り付けて行った紙切れに移った。

「なんか張り付けてったね」

「なんの張り紙だろーな？」

　二人は張り紙に顔を近づけた。

　それはこんな張り紙だった。
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「倉地ファンクラブの人だったみたいだね」

「あ………ああ」

「銀ぎん之の介すけ君、微び妙みように顔がブルーになってるよ」

「はっはっはっは。そんなことないぞ」

　銀之介はあんまり健康的でない汗あせの玉を額ひたいに浮かべながら苦しく笑った。

「さ、行こう」

「う、うん」

　歩きかけた唐とう子こだったけど不意に足を止めて窓から外を見た。

「あれ？」

「どうしたんだ唐子」

「あのさ。お銀ぎんちゃんって今日帰るって言ってたよね」

「そうだぞ。昼前には銀ぎん三ざぶ郎ろうおじさんが迎えに来るって話だからな。今いま頃ごろ車で群ぐん馬まめがけて走ってるはずだよ」

「そう。おかしいな。見間違いかな？」

　唐子は温泉美女密室全ぜん裸ら殺人事件を目の前にしたような表情を見せた。

「ど～～したんだ？」

「ん～～。今窓から見えたの」

「何が」

「お銀ぎんちゃん」

　銀之介はきっちり５秒黙りこくってからヘラヘラって笑った。

「まさか」

「今見たんだよ。スキップしながら正面玄げん関かんから入ってくるの」

　唐子は噓うそや冗じよう談だんを言う娘むすめじゃないってことは銀之介はよく知っていた。しかも両目とも時代錯さく誤ごなことに２・０だってことも知っている。そんな唐子がここまで断言するのだ。

「ちょっと心配になってくるじゃないか」

　けっこう小しよう心しん者ものの銀之介はそわそわと体を動かした。

「唐子の見間違いに違いないけど一応電話で聞こう。このままじゃ気になって午後の授業に差し支つかえる。唐子携けい帯たい持ってるか？」

「ううん」

　唐子はきっぱり首を横に振った。

「そんな余よ裕ゆうないもん。銀之介君は？」

「僕も持ってない。友達少ないから」

　二人は仲良く暗くなった。

「電話ならそこの階段とこに一つあるからそれを使おう」

　唐とう子こが指さした階段前の広場には、すっかり影を薄くした電話機があった。

「携けい帯たいさんの普及ですっかり利用者が減へってるからなぁ。うわ、受話器にクモの巣がはってるぞ。ばっちいばっちい」

　十円玉ぶち込んで、プッチプッチとボタンを押す。まもなく出た母親にばっとまくしたてる。

「もしもし、母さん？　一つ確かめたいんだけどさ。銀ぎん三ざぶ郎ろうおじさんもうお銀迎えに来た？」

『まだよ。銀三郎さん忙いそがしいんじゃないかしら』

「そ、そうか。つまりお銀はまだ家にいるってことだよね」

『そうよ。あれ？　そう言えば見かけないわね。トイレかしら』

「ちょっと探してくれよ。急いで」

『分かったわよ。今忙しいのに』

　ぶつくさ呟つぶやきながら典のり代よが受話器から去る音が聞こえた。

　銀ぎん之の介すけはカミソリを喉のど元もとに押しつけられた気分で待った。

　もしここでいなかったなどと言われたら、心臓の鼓こ動どうが止まってしまうかもしれない。

　カミソリが二ミリくらい食い込んだ頃ころ、運命の時がやって来た。

　受話器の向こうから、典代の声が飛んで来た。

『あったわ』

「うつしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　銀之介はガッツポーズを決めた。

　じっくりと喜びを嚙かみ締め味わって飲み込んでから、母親の日本語におやっと首を傾かしげる。

「あった？」

　世間一般的に言って、人の存在をあったとは言わない。いたと言うのが普通である。

「母さん。あったってど～～ゆ～～こと？」

『だからあったのよ。置き手紙が』

「置き手紙？」

『そう。あら、小学生なのになかなかキレイな字ね。銀之介、あんたよりもキレイじゃない』

「そんなことはど～～でもいいよ。なんて書いてあるんだ？　早く読んでくれよ」

『分かったわ。読むわよ。パパから電話がありました。仕事が忙いそがしいから今日は来れないそーです。もう一晩止めてください。ついしん。銀兄いのとこへお弁当とどけに行ってきます。心配しないでね」

「あんだってぇぇぇぇぇ！」

『良かったわね。銀之介。優しい従妹いとこがいて』

「良くない！」

　のほほん母さんの電話を思い切り叩たたき付けると銀之介はがっくりと膝ひざを着いた。

「自分の失敗で転校するならまだしも人の失敗で転校するなんて耐たえられない！」

「でも、黄色くて丸いものを見なければ問題ないんでしよ。黄色くて丸いものなんて学校にそうないんじゃない」

　唐とう子こがやんわりと慰なぐさめた。

「そうか？」

「そ～～だよ」

　思い切りこっくり唐子が頷うなずいてくれたから、銀ぎん之の介すけは元気を取り戻もどした。

「そ～～だよな。学校の中なら黄色い信号機はないしレモンアイスもないし、グレープフルーツだってないし」

　銀之介がそう言ってる時だった。

　ころころって何かが転がって来た。

　黄色いテニスボール（軟式）だった。

「あ、すみませ～～～ん」

　通りすがりのテニス部員はテニスボール（軟式）を拾うと、すっかり顔面が硬式になってる銀之介と唐子の前を通りすぎて行った。

「テ、テニスボールくらいだよ」

　唐子が笑った時だ。

　今度は黄色いピンポン玉が転がって来た。

「ごめんごめん」

　通りすがりの卓球部員はピンポン玉拾って去って行った。

「テ、テニスボールとピンポン玉くらいだよ」

　唐子が苦しく笑った時だ。

　今度はサッカーボールくらいの黄色い玉が転がって来た。

「すみませ～～ん」

　通りすがりのアシカの調教同好会員だった。

　アシカの着ぐるみ着て同好会員をつのってるよ～だ。

　アシカの調教同好会員は鼻の頭にボールを載のっけて去って行った。

「テニスボールとピンポン玉とアシカの調教同好会員くらいだよ」

　唐子が最高に苦しく、もはや笑ってるとは呼べないくらいの表情を浮かべた時だ。

「今年の文化祭のマスコットはこれで行きましょう」

「うむ、名付けて未来に駆かけるグレープフルーツ男だ」

「いやいや、こっちの黄色いマリモ君も捨すて難がたい」

「それならこのいよかんマンだって」

「いやいや、イエローさくらんぼ兄弟だって」

　異様なハリボテ軍団がどやどやと二人の前を通りすぎて行った。

　それら全員黄色くて丸かった。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ！　もうおしまいだぁ！」

　銀ぎん之の介すけは頭を抱かかえて絶叫した。

「テニスボールにピンポン玉にアシカの調教同好会だけならともかく、グレープフルーツ男に黄色いマリモ君にいよかんマンにイエローさくらんぼ兄弟が出歩いてるんだ。も～～おしまだ。も～～破は滅めつだ。も～～引っ越しだ」

「急ごう！　銀之介君」

　絶望して床ゆかを這はいずり回っている銀之介に、表情を固くした唐とう子こが言った。

「もし、変身したお銀ぎんちゃんが倉くら地ち先生ファンクラブの人達に見つかったら…………」

　倉地先生ファンクラブ。

　美術教師、倉地を崇そう拝はいしたたえるために組織されたイカレた人々だ。

　イカレた人々だけど戦闘能力は半はん端ぱじゃないから質たちが悪い。

　そして厄やつ介かいなことに、倉地ファンクラブは変身後の銀之介を、倉地先生を襲おそった怪かい物ぶつと見なしている。

　銀之介に比べればお子様サイズの銀ぎん花かだけど、そんな些細なことを気にする連中じゃない。

　もし、変身した銀花があの筋肉の集団に見つかったら…………。

　二人の頭に筋肉ですりつぶされる銀花の姿が浮かんだ。

　とてつもなくスプラッタな光景だ。

　二人は青いペンキを頭からかぶったごとく一いつ瞬しゆんで染まった。

「お銀の馬鹿を探すぞ。唐とう子こ」

「うん。銀之介君」

　二人は二ふた手てに別れて走り出した。

　いたいけな少女がジュースになるのを防ぐために。

　そしてもう数えるのもいやになる転校回数を増やさないために。
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「えっと、銀兄ぃは確か二年生だから。二年生の教室を一個ずつ覗のぞいてけばいいよね」

　回りに愛あい想そを振りまいてスキップ踏ふんでた銀花だけどその足が不意に止まる。

「でも、銀兄ぃって怒おこるよね。やっぱり。銀花一人でこんなとこ来ちゃ」

　やっぱ帰ろうかなって引き返そうとした銀花だけど、そうなるとぶら下げた包つつみが重くなる。

「せっかくお弁当持って来たのに帰っちゃうのもな」

　銀花は自称弁当箱に目を落とした。

「そうだ！　銀兄ぃを知ってる人に頼たのんで届とどけてもらおう！」

　思い立ったらすぐ行動。銀花は早速近くを通りかかった女学生の足にしがみついた。

「ねぇ銀ぎん兄ぃ知ってる？」

「え？　ちょっと知らない」

「普段はぱっとしないけど、変身するとすっごい格好いいんだよ。牙きばがニュッと出て耳がピンと立って。知らないかな」

「御ご免めんね。知らないの」

　見るからに厄やつ介かい事ごとの塊かたまりって銀ぎん花かから女学生はさっさと逃げ出した。

「そ～～だよね。変身のことは隠かくしてるんだし。普通にしてたら銀兄いって見るからにモテそ～もない普通人だもんね。そんなに知名度もないんだろ～～な」

　それでも下へ手たな鉄てつ砲ぽう数かず打うちゃ当たるの精神で銀花は通りがかる学生服の足、ロングソックスの足にしがみついた。

　合計十八の足にしがみついたけど「銀兄いいる？」でわかってくれる人物はいなかった。

「誰だれも知らないのかなぁ？」

　諦あきらめかけた銀花だけど、最後とばかしに角を曲がって来た足にしがみついた。

　ただその足はこれまでと違ってパンプス履はいてものすごくフッショナブルなミニスカをまとってた。

　銀花はぐいっと視線を上げた。

　お肌はだにぴったりタイプのミニスカの隙すき間まから下着がチラっと見えた。

　うわぁ！　大人おとなの下着だ！

　銀花はスカートの捲めくれを直してあげてから改めて上を見上げた。

　ダイナミックに攻撃的な胸が邪じや魔まで顔が見えなかった。

　これは下からつついて動かせるもんじゃないから銀花はかまわず口を開いた。

「ねぇ、銀兄いって知ってる？」

「銀兄ぃ？」

　足の持ち主が銀花を見下ろすため首を動かした。初めて顔が見えた。

　うわ～～～、奇き麗れいな大人の女の人だぁ。

　銀花は同姓ながらどきんとした。

　そのびゅーてほーな大人の女の人はそれまでの連中とは違って真しん剣けんに考え込んだ。

「御ご免めんね。私は知らないけど」

「そうなんだ」

「でも、ちょっと待ってくれれば名めい簿ぼで調べてあげられるわ」

「本当！」

「ええ。とりあえず私の部屋でお茶でも飲んでましょ」

　銀花はその大人の女性に手を引っ張られ、とある部屋へと入って行った。

　そこには美術研究室って札ふだが張り付いてた。




　きっかり五分後。

「こんにちは～～」

　グルグル渦うず巻まききな眼鏡めがねをかけた女学生は美術研究室のドアを開けた。

　小こ柄がらな体全身から普通じゃないオ～ラをまき散らす少女だ。多少カンの鋭い猫ねこならまず間違いなく避さけて通るだろう。

「お邪じや魔ま。倉くら地ち先生」

　何かがぎっちり詰つまったビニール袋ぶくろぶら下げて少女はずかずか入って来た。

「あら、プチ三みつ石いしちゃん。いらっしゃい」

「プチ三石ちゃんは止めて下さいって…………もういいですけど」

　小こ夏なつは諦あきらめたよーに息を吐はき出した。

「どうしたの今日は？」

「ちょっとプレゼントがあって……あら？」

　不思議研究部の部長として日夜不思議なことを探し続ける三石小夏。そのグルグル眼鏡はめざとくオレンジジュースをストローですする不思議を見つけた。

「あれ？　どなたです。このちっちゃい子。もしかして倉地先生の隠かくし子？」

「プチ三石ちゃん。それ以上言ったら」

　倉くら地ちは器用にパキポキと指を鳴らした。顔はにこやかだけどこめかみの辺あたりにかすかに青い線が浮き出てた。

　小夏はすぐさま口を閉じた。危険察さつ知ち能力は高いのだ。

「で、倉地先生。改めてお聞きしますけどその子は」

「さぁ、私も知らないわ。人を探して困ってたから連れて来たの。これから詳くわしく聞こうと思って」

「顔に似合わず子供好きで優しいんですよね。倉地先生って」

「顔に似合わずってどういう」

「はい、それじゃお名前教えてくれるかな？」

　今回も華か麗れいに危険を避さけて、小夏は銀ぎん花かの前にしゃがみ込んだ。

「駒こま犬いぬ銀花。子供じゃないよ！　もうすぐ二ふた桁けたになるんだから」

　子供扱いに憤ふん慨がいして銀花は頰ほほを膨ふくらませた。

「駒犬………」

　小夏の眉まゆ毛げがピクって動いた。でも眼鏡でカバーされてるから誰だれにも分からなかった。

「駒犬ってもしかして駒犬先せん輩ぱいの妹？」

「銀花は銀兄いの従妹いとこなんだよ。今銀兄いんとこに遊びに来てるの。銀兄ぃがお弁当を忘れたから届けに来たんだよ」

「な～～～～んだ」

　小こ夏なつはオケラのようにケラケラ笑った。

「倉くら地ち先生。誰だれ探してるか分かりましたよ。倉地先生は知らないと思いますけど」

「知ってるわよ。駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ。転校生でしょ」

「すごいですね。生徒の名前全部覚えてるんですか？」

「そんなことないわ。ただ珍めずらしい名前だったし、それに選択美術の時間に一いつ風ぷう変わった絵を描いてたから印象に残って」

「変わった絵？」

「緑だけを使って画用紙いっぱいに草の絵を描いてたのよ」

「へ～～」

「独創的なアイデアだと思うわ。あれで絵が上じよう手ずならものになったんだろうけど」

「発想はいいけど技術が伴わないって奴やつですね。駒犬先せん輩ぱい無器用なとこあるし」

「そうそう。昔の知り合いにどことなく似てるのよね。なんか一本ネジが緩ゆるんでる雰ふん囲い気きって言うかなんて言うか」

「それって先生がよく話してる花はな丸まるって人のことですか？」

「どうだっていいじゃない」

「この間姉さんがポロっと言ってました。倉地先生って昔その人のことが」

「プチ三みつ石いしちゃん」

　倉地がにこやか～～な顔して指に挟はさんでた絵筆をパキンと折った。そこそこの太さのある奴やつだ。男だって簡単に折れる代しろ物ものじゃない。

　これ以上この話題を続けたら命が危あぶない。

　そう第六感で感じた小夏はさっさと矛ほこ先さきをジュース飲んでる銀ぎん花かへと向けた。

「それじゃ銀花ちゃん。ジュース飲み終ったら、駒こま犬いぬ先せん輩ぱいの教室に連れて行ってあげるよ」

「いいの。これ、銀兄ぃに届けておいてくれれば。銀ぎん花か行くときっと怒おこるから。普通の時の銀兄い怒っても恐こわくないけど、耳がピンと立ってる銀兄いが怒ると恐いもん」

　銀花は強ごう引いんに小夏に弁当の包みを押しつけた。

「よく分からないけど。分かったよ。ちゃんと駒犬先輩に届けておくから安心してね。あ、倉地先生。何か袋ってあります？」

「袋ふくろ？　紙袋があるけど」

「あ、それもらっていいですか？」

　小夏は紙袋を受け取ると机の上で何やらごちゃごちゃと作業した。

　どうやらビニール袋に入れて持って来た何かを紙袋に小分けにしてるみたいだけど、銀花や倉地からはよく見えなかった。

「はい、ど～～ぞ」

　小こ夏なつはガムテープで止めた紙かみ袋ぶくろを銀ぎん花かに手渡した。

　飴あめ一個もらっても大喜びするお子様だ。もちろん喜んで受け取った。

「ありがと～～。うわ～～～。中身何なのかなぁ」

「それは開けてからのお楽しみ。一言で言うなら小さなお日様達かな？　お日様が逃げちゃうから家で開けるんだよ」

「うん。小さなお日様達か～～。ありがと」

　銀花は目をキラキラさせて感謝した。

「それじゃ銀花帰るね。おじちゃんおばちゃん心配してるだろうし」

「そう。それじゃね。もし機会があったらまた遊びに来なさい。お昼の時なら授業ないから」

「そうそう。不思議研の部室にもおいでよ。面おも白しろい物いっぱいあるよ」

「うん」

　銀花はにっこり笑うと紙袋抱かかえて立ち上がった。

「ありがと～～ございました。眼鏡めがねのお姉ちゃんと紫パンツのお姉さん」

　銀花は大声でちゃんとお礼してから美術研究室を出て行った。

　しばし沈ちん黙もくが這はい回った。

「紫パンツ？」

　小夏は微び妙みような意味合いを含んだ視線を倉くら地ちに向けた。

「何よ。その目」

「倉地先生。相変わらずハード系の下着着けてるんですねぇ」

「い～～じゃない人がどんな下着着けてたって」

「でも、透すけてるのはど～～かと思いますよ。この間なんてアタシ見えちゃいましたもん。倉地先生のおまたのホクロ…」

　小夏は美術室から追い出された。

　親しき中にも礼れい儀ぎありっていうのをまだよく理解してない小夏だった。




「お銀ぎんんんんんんんんん！」

「お銀ちゃ～～～～～ん！」

　廊ろう下か交通法違反の二人は曲がり角でごっちんこと衝しよう突とつ事故を起こした。

　両者ともスピード違反に前方不注意。銀ぎん之の介すけの場合靴くつ紐ひもが解とけてたから整備不良が加わってる。

「イタタタタ。ごっめ～～ん」

「いやこっちこそ……なんだ、唐とう子こじゃないか」

「なんだ銀之介君だったの。大だい丈じよう夫ぶ？　もろにアタシの肩かたみぞおちに決まってたけど」

「ちょっときいた。ぐしって……じゃなくて。僕のことはいいんだ。それよりお銀は見つかったのか？」

「ううん。どこにも。そっちは？」

「見つからなかった」

　二人はがっくりと脱だつ力りよくした。

　湿っぽい空気が二人をがっちりと包み込んだ。

「あ、いたいたいた」

　湿っぽい空気の結界を平気で打ち破り、その眼鏡めがね娘むすめは割り込んで来た。そこらへんなんかがただもんじゃない。

「どーもこんにちは。いつ見ても一いつ緒しよですねえ。七しら味み先せん輩ぱいと駒こま犬いぬ先輩。いやぁ、やけちゃいますねぇ」

　小こ夏なつは毎度おなじみの親父おやじ臭くさい台詞せりふ吐はき出してから弁当の包みを突き出した。

「はい、駒犬先輩。お弁当です」

「これを僕に」

「ええ」

「弁当をくれるなんて、まさか三みつ石いしちゃん僕にラブ？」

　最強に下らない誤解をする銀之介の後頭部を、唐子はどっかから持って来たハリセンで思い切り引っぱたいた。

「よく見てよ。それは銀之介君のお弁当袋でしょ」

「そうだ。………ってことは」

「駒犬先輩の従妹いとこの銀ぎん花かちゃんってかわいい子に頼まれたんです。渡して欲しいって」

「お銀に会ったのか？」

「はい、会いましたけど」

「その、変じゃなかったか？」

「変………ってどういう意味で？」

「毛深かったとか、耳がとんがってたとか。歯がニョキッっと出てたとか」

　唐子は銀之介の口をがっちり押さえて小声で囁ささやいた。

「大だい丈じよう夫ぶに決まってるでしょ。もしお銀ちゃんが変身してたら不思議研の三みつ石いしちゃんがこんなに平然としてるはずないじゃない」

　銀之介はコクコクと首を動かして納得の意を表した。

「で、お銀ちゃんはどこ？」

「帰りましたよ。おじちゃんとおばちゃんが心配してるかもしれないって」

「そうか」

「ここまで無事に来てるから、お銀ちゃんだっていろいろ注意してるんだよ。問題なく家に帰れるんじゃないかな」

「そうだな。とりあえず危機は去ったってことだ」

　銀ぎん之の介すけと唐とう子こはそろって安あん堵どの息を吐はき出した。

「？？？？？？？」

　二人の会話がイマイチ理解仕切れない小こ夏なつは、ふと自分の左手にぶら下がってるビニール袋に目を落とした。

「あ、これ倉くら地ち先生にあげるつもりだったんですけど、なんか怒ってて今日はもう美術研に入れなさそうだから七しち味み先せん輩ぱいにあげます」

「いいの？」

「はい。倉地先生にはまた明日あした持って来ますから」

「それじゃ遠慮なく。ありがとね」

　唐子はビニール袋を受け取った。

「何かな？」

　ビニール袋の口を開ける。柑かん橘きつ系けいのみずみずしい香りがプウンと鼻をくすぐった。

「あ～～、きんかんだ」

「この時期珍めずらしいでしょ。親しん戚せきがハウス栽培やってて、送ってくれたんです」

「ありがとう。きんかん酒にするよ。お父さん好きだから。お風呂に入れるのもいいね」

「きんかん？」

　銀之介も横から首を突っ込んだ。

　黄色くて丸いのがいっぱいあった。

「これをお銀ぎんが見てたら、大変なことになってたな。いや、危なかった」

　銀之介がそう呟つぶやいた直後、小夏が思い出したかのように言った。

「あ、従妹いとこの銀ぎん花かちゃんにあげたから、駒こま犬いぬ先輩はいいですね。もしもっと欲しかったらまた言って下さい」

「え？」

　銀之介の表情が曇った。梅雨時の空のように。

「これをお銀に？」

「そーですよ。紙袋に入れて。小さな太陽がいっぱい詰つまってるから家に帰るまで開けちゃダメだよって言いました。夢があるでしょ」

　小夏は子供に夢を与えたと喜んでるけど、銀之介と唐とう子こはあんまり喜べなかった。

「それじゃ。アタシお昼なんで失礼します」

　小夏が去ってからしばらく後。

　唐子が口を開いた。

「…………お銀ちゃんって、お寿す司しで好きなネタを一番最後まで残しとけるタイプ？」

「いいや。いただきますをする前に一番好きなハマチをくすねて口の中に押し込むタイプだ。しかも人の分まで。でも自分の以外はサビが入ってるからビービー大おお騒さわぎする。でも毎回やらかすんだ」

　二人はそろって青くなった。

「行くぞ。唐とう子こ」

「うん」

　二人は玄げん関かん向けて走り出した。素早く靴を履はいて外へと飛び出す。

「お銀ぎんぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃん！　絶対に袋ふくろを開けるんじゃね～～ぞぉぉぉぉぉぉぉ！」

　銀ぎん花かが好こう奇き心しんに負けて袋を開けるのが先か、銀ぎん之の介すけか唐子が銀花を見つるのが先か？

　運命の分かれ道だった。
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　銀之介と唐子が後ろをすごい形ぎよう相そうで追いかけてるなんてつゆ知らず。

　銀花は紙袋抱かかえてえっちらおっちら歩いてた。

　奇き跡せき的てきに紙袋はまだ開けられていなかった。奇跡としか言いようがなかった。

「寄り道しないように帰らなくちゃ。おじちゃんおばちゃん心配してるだろうし」

　足を止めることなく、順調に家に向かってた銀花。

　だけどやっぱりベアトラップはあった。

　少し前方で、アイスクリーム屋が手招きしてたのだ。

　昨日きのう、注文しただけで結局食べられなかったあの店だ。

「レモンアイス。食べたいなぁ」

　そう呟つぶやいてから、銀花は激しく首を振った。

「ダメだよ。人前で変身しちゃ大変なんだから」

　駒こま犬いぬ銀花。多少は先日の一件で懲こりたようだ。

「でもいっか。変身しちゃったらすぐ逃げればいいんだから」

　駒犬銀花。やっぱり懲りてないようだ。

　銀花はアイスクリーム屋にタックルをまかすと早口に言った。

「お姉さん！　レモンアイス一つちょ～～だい」

「はい。レモンアイス。あら、昨日途中でいなくなっちゃったお嬢じようちゃんじゃない」

「ごめん。銀兄ぃに引っ張られちゃって。困っちゃった？」

「いいのよ別に。はい、レモンアイスね」

　アイスクリーム屋のお姉さんは冷凍ボックスを覗のぞき込んで眉まゆをしかめた。

「御ご免めんね。レモンアイスもう残ってないわ」

「え～～～～～」

　銀花は特大の不満をぶちまけた。

「バニラなんかどう？　チョコレートやストロベリーもおいしいわ」

「レモンアイスが食べたかったのに」

　銀ぎん花かは最高に悲しそうな顔をした。たかがレモンアイス。でも銀花にとっちゃ消えゆく地球の自然と同じくらいの価値があるのだ。

「うっ」

　店員のお姉さんはエプロンの上から胸元を抑えた。

　銀花の最高に悲しそうな目に、胸のお姉さん袋ぶくろがしくしくと痛んだのだ。

「お嬢じようちゃんのその目に負けたわ。今すぐ作ってあげる」

「本当？　うわ～～～ぃ！」

　銀花は飛び上がって喜んだ。たかがレモンアイスだけど、今の銀花の喜びは、『アルマゲドン』で隕いん石せきの軌き道どうが地球からそれた時の人類の喜びと同じくらいなのだ。

「でもどんなに急いでも一時間くらいかかるの。あと一時間したら来てくれない？」

「一時間だね。分かった！　ありがとう。レモンアイスのお姉さん！」

　銀花はスキップ踏ふみながらアイスクリーム屋を後にした。

　時間的に余よ裕ゆうはどっぷりあるけど、一いつ旦たん家に帰ってまた来るのは少しばかし面倒臭くさかった。

　銀花は都合よく見つけた公園に乗り込んだ。

　砂場で服を汚よごしてる超ガキンチョ達と、ぺちゃくちゃと語り合うお母様連合、犬に引っ張られる自営業っぽい人。ベンチでお迎えを待つ老人。どこにでもある公園の風景だ。

　銀花はブランコに座ってきこきこ軽く揺ゆらした。

　公園の時計をチェック。十二時五十分。一時五十分になればレモンアイスとの御対面だ。

「一時間なんてあっという間だもんね。銀花待てるもん」

　銀花はしおらしく待った。

　時計の秒針が一周した。

「まだかなぁ？」

　通信簿に毎回落ち着きがないと書かれる少女、駒こま犬いぬ銀花。忍耐力は一分しかもたないのだ。

「退たい屈くつぅぅぅぅ」

　ぐぅぅぅぅぅぅぅ。

　銀花のお腹なかが可か愛わいらしい音を出した。そう言えば昼時だ。お腹の中に暮らしてる虫さん達が騒さわぎ出しても不思議はない。

「お腹空すいたなぁ」

　退屈大だい魔ま王おうと空腹の神様のタッグマッチ。銀花ピンチだ。

　と、銀花の目に足下に置いた紙袋ぶくろがうつった。

「そ～～だ。もしかして食べ物が入ってるかも」

　銀花は紙袋を膝ひざに載のっけた。すでに現時点で退屈大魔王は好こう奇き心しん仮面にめった打ちにされている。

「へへっ、何が出るかな。何が出るかな」

　銀ぎん花かはにふふふふふって笑いながら袋ふくろを止めるガムテープに爪つめを立てた。




「お銀ぃぃぃぃん！」

　銀ぎん之の介すけは走った。全速力で走った。

「銀之介く～～～ん。待ってよぉぉ」

　その後ろを唐とう子こが走る。

　でも二人の間の距離がほとんど離れてないとこが、人間時の体力のなさをはっきり語ってた。

「も～～ダメ」

　唐子は敗北宣言をすると足を止めた。

　銀之介は耐久力というとこで男の威い厳げんを守った。

　限りなく薄い、藁わら半ばん紙し一枚分くらいの威厳だったけどなんとか保ったのだ。

「はあ、はあ、はあ」

　唐子は酸素を一生懸けん命めい食べた。

「でも、はあはあ。ここまで来るのに大騒ぎになってないんだから。はあはあ。もしかしたら紙袋の中身を覗のぞくことなく無事家に着いてるのかも……はあはあ」

　唐子がなんとか息を整え再び走り出そうとした時。

　ころころっと青いボールが転がって来て足に当たった。

「たっくんのぼ～る」

　舌ったらずな幼児語を喋しやべる超ガキンチョがちょこまかとやって来た。

「そっか。ここ公園なんだ。はい、どーぞ」

「ありがと」

「もし、これが黄色いボールだったら。アタシはこれ持って逃亡者にならなくちゃならなかったよ。良かったね」

　当然のことだけど、超ガキンチョは理解することなくボール抱かかえて戻もどって行った。

「黄色いボールは買わないようにね」

　唐子は超ガキンチョの背中にそう言った。

「さて。行かなくちゃ」

　走り出した唐子だったけど、急ブレーキをかけて停止した。

「ん？」

　記き憶おくに引っかかった。

　超ガキンチョが砂場へ戻ってくのを見送った時に引っかかったんだ。

　唐子は視線を動かした。

　２・０の瞳ひとみをぐりぐり動かした。

　砂場で遊ぶ子供達。井い戸ど端ばた会議する奥様達。犬の散歩をする自営業っぽい人。ベンチでこっくり居い眠ねむりしてる老人。

　そして………。

「〒∞★▽◆∀∂!!」

　唐とう子こはムンクの叫びと化して宇宙人の悲鳴を上げた。

　公園のブランコでは、今まさに、銀ぎん花かが紙袋ぶくろの中を覗のぞき込もうとしてるとこだった。

「ダメぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！　お銀ちゃん!!」




「うわ～～、いい匂におい。何だろこれ」

　銀花は袋からきんかんを一個つかみ出してしげしげと見つめた。

「小さいみかん？　かな？　何だろ。この黄色くて丸いの…………黄色くて……丸い………」

　銀花の体を戦せん慄りつが走った。銀花いわく、改造手術して発電機を組み込まれたイモムシが這はい回る感触だ。




「お銀ちゃん！」

　砂の山を踏ふみつけ子供を泣かせてまでショートカットして来たのに、時すでに遅かった。

「あれ？　うどんのお姉ちゃん」

　すっかり変身を遂とげた狼おおかみ少女が、唐子を見上げた。

「遅かったぁぁぁ」

　唐子はがっくりと膝ひざをついた。

　０・１秒の差を争うトップアスリートの気持ちが、百万分の一くらい理解出来たような気がした。

「ど～したの？　学校もう終わったの？　それともサボリって奴やつ？　ダメだよちゃんと行かなくちゃ。銀兄ぃも一いつ緒しよ？」

「いいから。お銀ちゃん。早くどっかに隠かくれないと」

　急せき込んで言う唐子だったけど、これも時すでに遅かった。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　奥様達の悲鳴が響ひびいた。

「怪かい物ぶつよぉぉぉぉぉぉ！」

「子供を狙ねらってるわぁぁぁ！」

「誰だれかぁ！　お巡まわりさんを！」

「あの、違うんです。皆さん落ち着いて」

　唐子が一生懸けん命めい声を張り上げたけど、焼け石に水。太陽に水風船を投げ込んだよ～なもんだ。どうにもなるはずがない。

　騒さわぎまくる奥様軍団。その騒ぎに恐きよう怖ふして泣き出す子供達。その騒ぎにびっくりして走り出す犬。引き摺ずられる飼かい主。その騒ぎに驚おどろいて入れ歯を落とす老人。落ちた入れ歯に驚いてまた泣き出す子供達。

　そんな地獄絵図に公園はなってしまった。

「これはお巡まわりさんが来るのは時間の問題ね」

　銀ぎん花かの手を握にぎってこそこそ逃げようとする唐とう子こだったけど、こっちもやっぱり遅かった。

「どうしたんですか！」

　お巡りさんが二人やって来た。

　奥様軍団は一気にお巡りさんを取り囲んだ。

「怪かい物ぶつが子供に襲おそいかかったのぉ！」

「いきなり火を吹いたのぉ！」

「もう三人も食べられてるの！」

「東京タワーを押し倒したの！」

　ないことばっか言いたい放題である。

「何、そんなに恐おそろしい動物なのか！」

　信用すんなよ！

「私達だけでは心もとない。それにこれは害がい獣じゆう駆く除じよの仕事だ。保健所を呼ぼう」

　一人のお巡りさんが携けい帯たいを引っ張り出した。

　ヤバイよ！　ヤバすぎるよ！

　唐子は内心で冷や汗をダラダラ流した。

　保健所が到着する前にはなんとしてでも逃げなくては。

　銀花の手を握にぎりしめ、駆かけ出そうとしたけど、神様ってものすごく意地悪だった。

「呼ばれてやって来た保健所害獣駆除班です！」

　檻おりとか網あみとかを積んだ軽トラックがやって来た。お前ら、すぐそこで出番待ってたうって突っ込み入れたくなるような素早さだ。

「一体どうしたんです？」

「実はかくかくしかじか」

「それは大変だ。分かりました。害獣駆除して三十年。我々がなんとかしましよう」

　保健所の人がライフルを取り出して来た。

　唐子がつま先まで凍こおりついたのは言うまでもない。

「違うんです。この子は悪い獣なんかじゃなくて」

　銀花を背中にかばいながら必死になって叫んだけど、みんな分かってくれなかった。

「ちくしょー。女子高生を盾たてにするなんて、なんて悪知恵の働く動物なんだ！」

「きっと新種の獣に違いない！」

「まさかアンブレラがこの街に！」

「いや～～、死にたくないぃぃ！」

　なんて言ってるあんぽんたんな皆様ばっかなのだ。

「撃うたないで！」

「うどん屋のお姉ちゃん。いじめられてるの？」

　こっちはこっちでさっぱり状況を理解してない銀ぎん花かだった。

「いいよ。銀花がこらしめて来てあげる」

「ダメ！」

　唐とう子こが止めるのも聞かず、銀花は飛び出した。

「がおぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　それなりに迫力のある牙きばを剝むき出して。

「今だ！」

　害がい獣じゆう駆く除じよの人が叫んだ。ライフル銃じゆうのトリガーにかけた人差指がくいって曲がった。

　ズキューン！

　銃じゆう声せいが一発、響ひびいた。

　銀花の足がもつれ、そしてぱったりと倒れた。

「お銀ちゃん！」
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　唐とう子こは、銀ぎん花かに駆かけ寄った。

「あ～～～～。お銀ぎんちゃんがぁぁぁ」

　目から滝たきをダーダー流す唐子に、銀花は呂ろ律れつの回らない声を吐はき出した。

「うどんのお姉ちゃん。銀花。体が動かない。なんだか眠ねむくなってきちゃった……」

「え？」

「お休み」

　くたんって銀花は頭を落とした。完全に熟じゆく睡すいモードだ。

「なんだ。麻ま酔すい銃じゆうだったんだ」

　ホッと息を吐はき出した唐子だけど、状況は決していい方向には進んでなかった。

「よし！　麻酔がきいたな。よし、本部に連れて帰って細かく調べよう」

　このまま銀花を連れてかれたらえらいこっただ。良くても駒こま犬いぬ一族はこの街にはいられなくなるだろう。悪くて剝はく製せいにされちゃうかもしれない。

「ははは、恐こわかったでしょう。僕の胸で泣いていいんだよ。ほら」

　とんちんかんなことを言って抱だきついてくる警官のおまたを、唐子は思い切りけり上げてやった。

「いい加減分かってよ。この子は危険な動物なんかじゃないんだってば！」

　でも誰だれも分かってくれなかった。

「これはいかん。恐きよう怖ふのあまり精神状態が不安定になってしまったようだ」

「可か愛わいそうに。すぐに救急車を呼ぶんだ」

　唐子はなんだかいやな予感がした。

　んでもって。唐子の予感通り、救急車は三秒後にブロック塀べい壊こわして公園に突っ込んで来た。

「呼ばれてやって来た救急救命士です」

「このお嬢じようさんですね」

「ちょっと、止めてよ！」

「落ち着いて。すぐに病院に連れて行ってあげるから」

　プロレスラーのような救急救命士の人に唐子はがっちり担かつぎ上げられた。

　担ぎ上げられた上から、トラックに積まれた檻おりに押し込まれる銀ぎん花かが見えた。

「あ～～～！」

　暴れたけどどうにもならない。害がい獣じゆう駆く除じよの人達はトラックに乗り込むと車をスタートさせた。

「お銀ちゃ～～ん！」

　トラックは行ってしまった。

　それと入れ違うように、公園に飛び込んでくる軟弱青年がいた。

「唐子！」

「銀ぎん之の介すけ君！　あのね。実は…」

「細かい説明はいい。この騒さわぎを見ればだいたい理解出来る。で、お銀ぎんは？」

「保健所の人に麻ま酔すい銃じゆうで撃うたれて、檻おりに入れられて軽トラックで」

「ぬわんだってぇぇぇぇぇ。それじゃさっきすれ違った奴やつか！」

「アタシは大だい丈じよう夫ぶだから。だから早くお銀ちゃんを…」

　救急隊員に担かつがれて唐とう子こが救急車に押し込まれた。ばたんって扉とびらが閉められ、救急車は走り出す。

「助けてあげてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　唐子の救急車内からの必死の叫びが、ドップラー効果で通り過ぎて行った。

「ちくしょー。助けうたってお銀の奴はトラックに乗せられてもう連れてかれちまってるんだぞ！」

　トラックに追いついて檻の中から少女を救い出す。

　普通ならまず不可能な話だろう。

　でも銀ぎん之の介すけは、ただ一人だけそんなアンビリーバボロなことが出来る人物を知っていた。

　悲しいことに、変身後の自分である。

「ちくしょー。ものすごく不本意ではあるが仕方ない」

　銀之介は決意を固めた。

「スーパーか何かないか？　近くに卵売ってる」

　ぐるっと首を動かしたら、『うどん』ってのれんをくっつけた屋や台たいを見つけた。

　路地裏で何な故ぜかこんな時間から営業してた。

　真っ昼間から何営業してんだよ！って突っ込み入れたくなるけど銀之介にとっちゃ天の助けだ。

　銀之介は屋台にタックルした。

　のれんの向こうにはいかにも天国で見かけそうな老人が腰こしを曲げていた。

「月見うどん一杯！」

「月見うどんじゃな」

　熟じゆく練れんの腕うで前まえってやつだろうか。あ！っという間に月見うどんが完成した。

「はいお待ち！」

「どうも。二百八十円。ここに置いときます。それから申し訳ないんですけど少し目を閉じてて」

「あ？　もう一回言ってくれんかの。最近目も耳も悪くての」

　老人は顔のシワを瞬しゆん間かん移動させた。

　目の前でアフリカ象が脱だつ皮ぴしてキリンになったって気づかず営業してそうな雰ふん囲い気きだ。

「大丈夫だな。きっと」

　銀之介は辺あたりを見渡し、目撃者がいないのを確認してからどんぶりを覗のぞき込んだ。
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「しかし変わった動物だよな」

「ああ。新種の獣けものに違いない」

「多少は都会になってもやっぱり山に囲まれた長なが野の県ってことか」

「早く帰って徹底的に調べないとな。最後は剝はく製せいにして飾ろう」

　なんてとてつもなく物ぶつ騒そうな会話がされるトラックの荷台。

　そこに積まれた檻おりの中で銀ぎん花かはお目覚めした。

「あれ？　銀花ど～～してこんなとこいるんだろ」

　しばし目をパチクリさせてから、自分が檻に入れられてるってことに気がついた。しかも景色はどんどん流れている。

「もしかして、銀花捕まっちゃってるの？」

　やっとこさ状況を理解した銀花はほっぺたをぷうって膨ふくらめた。

「もう！　こんな檻なんて」

　銀花は鉄てつ格ごう子しに手をかけると思い切り左右に力を込めた。

　もし体調ベストな時の銀花だったら、この檻をなんとか出来たかもしれない。

　でも今は空腹大将軍と麻ま酔すい戦士マヒヒが敵てきに回ってるのだ。

　鋼鉄の鉄格子を折り曲げる力は、残念ながら出なかった。

「開あかないよぉぉぉ」

　銀花はちょっと心細くなった。

　さらに追い討ちをかけるように、銀之介の言葉が脳のう味み噌そのシワの辺あたりをくすぐった。

『保健所で解かい剖ぼうされて最後は剝製だ！』

「カイボーって、この間授業で見たビデオのカエルみたいになっちゃうのかな。剝製って理科室にある奴やつだね。皮だけを取って中に綿を詰つめる奴」

　銀花は自分のお腹なかに綿を詰められる光景を想像した。

　体重は軽くなるだろうけど、あんまり嬉うれしくないダイエットだ。

「銀花の毛並みキレイだから、マフラーにされちゃうかも」

　銀花はとてつもなく恐こわくなった。

　小さな体を押しつぶすように恐きよう怖ふの帝王が押し寄せてくる。

「恐いよぉ」

　銀花の大きな瞳ひとみに涙なみだがこんもり浮かんだ。今度はまがいもんじゃない。噓うそ泣き用涙袋ぶくろから出た涙じゃなくて本当の涙袋から出てきた水滴だ。

「助けてよぉ」

　銀花はうつむくと、床ゆかに雨をポタポタ降らせながら呟つぶやいた。

「銀ぎん兄ぃ」

「なんだよ」

　すぐ近くから返事が帰って来た。

　銀ぎん花かは顔を上げた。かなりワイルドな顔がすぐ目の前にあった。

　銀色に光る毛並み。鋭い目つき。光る牙きば。とんがった耳。

「銀兄ぃ！」

「話は後だ。人目の多い本道に出る前に逃げるぞ」

　ワイルド銀ぎん之の介すけは銀花を取り囲む鉄格子に手をかけた。

「ふんぬ！」

　獣けものの腕うでに力を込めた。




　軽トラックは車通りの多い本道へと出た。

　運転席に座った青年が口を開いた。

「不ふ謹きん慎しんかもしれませんけど、僕、こ～～ゆ～～の快感なんです。仕留めた熊とかを乗っけて街中を走るのって。人がすごいって目で見るじゃないですか」

「確かにな。ほら、隣となりを走ってる車を見ろ」

「はは、なんか家族そろってポカンと荷台を見てますね」

「凶きよう暴ぼうな獣を見て、恐きよう怖ふのあまり放心してしまったんだろうな」

　先せん輩ぱいは満まん更ざらでもない顔で大きく頷うなずいた。

「見てな。放心が終わった後は顔色が一気に恐怖色に染まるから」




　軽トラックの隣を走る乗用車。そこには仲なか睦むつまじい親子が乗っていた。

　ちなみに、ロリコンアベックを目撃したあの親子だ。

　子供がチャイルドシートの中から両親に尋たずねた。

「ねぇ、パパ、ママ。どうしてあのトラック、不ふ二じ家やのマスコットの等身大フィギアを檻おりに入れて運んでるんでしゅか？」

「どうしてかしらね。檻に入った不二家の等身大マスコットフィギアって初めて見たわ」

　お母さんが不思議そうに小首を傾かしげた。

　隣で運転するお父さんの表情が強こわばった。

「もしかして、あれは噂うわさの呪のろわれた人形かも」

「何でしゅか？　その呪われた人形って。教えて下しゃいパパ」

「噂に聞いたことがあるんだ。ある蒸むし暑い夜、不二家の店員さんが店仕じ舞まいをしようと外に出ると、不二家のマスコット人形がベロをベロンと動かしたと」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」

「織お田だ無む道どうさんが作った檻おりに入れて北海道の除霊場へ運んでるらしい。それでもたまに目撃者に呪のろいがかかってしまうと」

「どんな呪いなんでしゅか？」

「その呪いを浴びた人間は」

「呪いを浴びた人間は……」

　お父さんはゴクって唾つばを飲み干すと、ボソっと言った。

「それから食べるミルキーがパパの味になってしまうそうなんだ」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　お母さんと子供は恐きよう怖ふに表情を歪ゆがませた。




「ほら、俺おれの言った通り、恐怖色に染まったろ」

「本当ですね」

　保健所害がい獣じゆう駆く除じよ班の二人は仲良く悦えつに入った。

　二人が檻おりに入ったペコちゃんを目にするのは、それから三十分も後のことだった。




「恐こわかったか？」

　とぼとぼと歩きながら、銀ぎん之の介すけはボソリ尋たずねた。

「恐かったよ」

　背中の銀ぎん花かが答えた。麻ま酔すいがきいててまだうまく歩けないのだ。

　二人とももうワイルドな姿じゃない。ちゃんと人間に戻もどってる。

　鉄てつ格ごう子しを押し広げ銀花を救出。ついで途中で拾って来たペコちゃんを押し込んでまた鉄格子をもとに戻す。

　狼おおかみ男か８エイトマンでなけりゃとても出来ない芸当だ。

　その後、路地裏で積つみ木きとペンダントを使い、二人は人間に戻った。

　んで、今はてくてくと家に向かって歩いてるとこなのだ。

「こりたな？」

「こりたよ」

　今度は銀花はコクリって頷うなずいた。

　それから小さな声で囁ささやいた。

「ありがと…銀兄ぃ。助けてくれて」

「いいよ。気にするな。お前が捕まって調べられたら僕だって困るんだ」

「へへ」

　銀花はちまちまっと笑ってから銀之介の首に手を回してぎゅ～ってしがみついた。

　そして耳もとで囁ささやいた。

「あのさ、銀ぎん兄ぃ」

「なんだ？」

「銀ぎん花かがなってあげようか？」

「何に？」

「銀兄ぃのお嫁さん」

「最強に下らない馬鹿言うな」

　銀ぎん之の介すけは鼻で笑った。

「でも銀兄ぃ。変身すれば格好いいけど、変身しなくちゃ格好悪いんだよ。そんなんで結婚出来るかなぁ」

「うるさい奴やつだな。そこのドブに落としてやろうか？」

「いや～～」

　なんて仲良し兄妹がふざけ合ってるようなことやってると、後ろから聞こえてくる声があった。

「銀之介く～～ん」

　振り返ると唐とう子こがいた。

「唐子。大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「うん。輪切りのレントゲンがとれる機械で頭を調べられるとこだったけど、逃げて来た。良かった。お銀ちゃんも無事で」

　銀花の頭をなでなでしてから、唐子は銀之介に顔を向けた。

「これからどうするの？」

「もちろん。お銀を家に連れてく。その後は学校に戻もどる。今から戻れば最後の授業には出られる。なんてったって最後は学年主任の古典だからなぁ。しかも宿題の最終提出期限日」

「待って」

　背中の銀花が声を張り上げた。

「なんだよ。何か問題があるのか？」

　銀花は、ものすごく言いづらそうに小声で言った。

「レモンアイス……………」

「ダメだ」

　即答してスタスタと家向けて歩き出す銀之介の袖そでを唐子が引っ張った。

「銀之介君。行ってあげようよ。アイスクリーム屋さん」

「何言ってるんだよ。僕達はこいつの変身のせいでさんざん苦労してんだぞ。この後ごにおよんでレモンアイスなんて危険なもん」

「ダブルにしてもらえばいーじゃない。そーすれば黄色いダルマであって黄色いまん丸じゃないんだから」

「しかしなぁ。急がないと授業が」

「お願いだよ。銀ぎん之の介すけ君」

　唐とう子こは優しい瞳ひとみを向けて言った。

「お銀ちゃんにだって思い出の味があってもいいでしょ」

　銀之介の頭に、十年程前の光景が浮かび上がった。街デビューの時だ。

　初めての道。初めての街。そして、初めてのアイスクリーム。

　アイスクリームならそれまでにも食べたことがあったけど、その味は違っていた。

　何のアイスだったかもよく覚えていない。でもその時の感動だけはしっかりと覚えてる。

「…………」

　銀之介はむっつりした表情のまま歩き出した。

「銀之介君」

　唐子、そして背中の銀ぎん花かも残念そうな表情を見せた時、銀之介はくるっと角を曲がった。

　家に行くには曲がらない角。でも商店街へ行くには曲がる角。

「銀之介君」

「銀兄ぃ」

「よく考えたら今日提出しなくちゃなんんない宿題、やってなかったんだ。だから今日はさぼる。でも早く帰ったってやることない。仕方ないから街デビュー二日目に付き合ってやるよ」

「あ、アタシもそーだったんだ。授業に出てもお小こ言ごと言われるだけだし。お供ともするよ」

　唐子もくっついて来た。

「銀兄ぃ。うどんのお姉ちゃん」

　銀花の瞳にぽっこり涙なみだが浮かんだ。今度も本物の涙袋ふくろから出た水滴だ。

「ありがとう」

　頰ほおに伝わる温ぬくもりを感じながら、銀花は最高の笑顔を浮かべた。
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　そして翌日。

　夕暮れ時をぽっくりぽっくり歩く影があった。

「何か、最近居残り掃除ばっかしてるよな。僕達」

「仕方ないよ。課題の提出期限日に二人そろってサボタージュしたんだもん」

「せめて宿題だけでも誰だれかに頼たのんで提出しといてもらえば良かった。なぁ唐子」

「別に。だってアタシやってなかったし」

「やってなかった？」

　銀之介は口をポカンと開けて立ち止まった。

「うん。やってなかったんだよ。何にも」

　ケロっとして唐とう子こが言う。

「助動詞の書き取りのために夜遅くまで起きるくらいなら、学校中の廊ろう下か掃除した方がマシだと思ってたから」

「君には勝てないよ」

　銀ぎん之の介すけは、思い切りしみじみとその言葉を吐はき出した。

「それでパーなら単なる勉強嫌ぎらいの言い訳だけど、古典の成績僕よりもはるかにいいもんな」

「授業中に全すべてをかけてるから集中力が違うの」

「参考にしとくよ」

　銀之介は肩かたをすくめてそう言ってから再び歩き出した。

「そう言えば、お銀ちゃん。今日の朝に帰ったって言ってたよね」

「ああ。今け朝さ早くに銀ぎん三ざぶ郎ろうおじさんが迎えに来たよ。学校に間に合わせるって」

「また会えるかな」

「僕が引っ越さなきゃ。ただもう少し修業してからでないと困るけど」

「お銀ちゃんが来た時には教えてよ。また一いつ緒しよに遊びたいから」

「分かった」

「お願いだよ。それじゃね」

「ああ。また明日あした」

　唐子は大きく手を振ると七しち味みうどん亭ていの中に姿を消した。

「また一緒に遊びたい…………か」

　銀之介はフンって鼻を鳴らした。

「僕は少なくとも二、三年は顔を合わせたくない気分だ。街では絶対に」

　銀之介は家に向けて歩き出した。十五分程度でたどり着く。

　何気なくドアノブに手をかけたその時、背中をイモムシが這はった。背筋がゾクっとしたのだ。

　なんかよくないことが起こる時の前触れだ。出ないこともあるけど出た時の的てき中ちゆう率りつはけっこう高い。

「おいおい」

　銀之介は前後左右上下方向を確認した。

　恐きよう怖ふの大王も道に迷ってる外人さんも不思議研の三みつ石いしちゃんも倉くら地ち先生ファンクラブも体育の森もり本もと先生も大嫌いな○○○も幸いなことに見当たらなかった。

「気のせいだよな。掃除で疲れてるだけだ」

　銀之介はフッって笑ってから扉とびらを開けた。

「ただいまっとな」

「おかえりっとな」

　自分を出迎えててくれたちっこい奴やつの存在に、銀之介はドアに張り付けになって驚いた。

「お、お、お、お、お銀！　お前帰ったんじゃ！」

「へへ～～ん。銀ぎん花かね。今日からここの子になるんだよ」

　ポニーテールを揺らしながら嬉うれしそうに言う。

「あ？」

「遺跡が出たんだって。やまたいこくのひほ～に間違いないんだって。でパパもママも本格的な穴掘りのために山奥に泊まり込むようになっちゃったの。最低でも三カ月くらいかかるんだって。で、銀花の面倒見てられないからってここで預かってもらうことになったの」

「ぬわんだってぇぇぇぇ！」

「よろしくね。銀兄ぃ」

　飛びついてくる銀花。もはや逃げる気力すら銀ぎん之の介すけには残ってなかった。

　背中のイモムシは噓うそつかない！

　銀之介は、今作ったばかりの名言をしみじみと嚙かみ締めた。

「なんか、二十四回目の引っ越しがすぐそこまでやって来てるような気がする」




　　　　　　　　　　　　　　第四話　おわり
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　飯いい波なみ高校二階に位置する女子更こう衣い室。太陽が沈み始めた五時半頃。

　そこではまさしく、世の中の男が屍しかばねを乗り越えてでも見たい光景が繰り広げられていた。

　そう、もうお分かりでしょう。

　ザ！生着替えである。

「ふ～～～～、熱あつい熱い」

　女子バレー部のユニフォームを脱ぬぎ捨て、体からホカホカ湯気をたてながら乙おと部べ椎しい子こが息を吐はき出した。

「稽けい古こつけてくれるのはいいけど、千本レシーブだもんね。何考えてんのよ。森もり本もとの奴やつ！」

　外見、言動からも想像出来る活発そうなお元気娘むすめだ。

　ポジションはアタッカー。

　ネット越しの敵の鼻はな面づらにボールを叩たたき込む流血のピンポイントアタックを必殺技とするえげつない少女でもある。

　でもプロポーションはいい。かなりいい。それがけっこう自じ慢まんだったりする。

「ふふふ。少し古いタイプの熱血先生ですから。森もり本もと先生って」

　ってのったりまったり答えるのは国くに渡わたり桃もも子こ。仲間打ちではモコリンと呼ばれている。

　ポジションは、セッターだ。

　その持って生まれたおっとりした外見、性格、口調で相手チームのリズムを完かん膚ぷなきまでに破壊する静かなる秘密兵器だ。

　椎しい子こには劣るけど、まぁ一般的女子高生のプロポーションはしてる。

　それはさておき、熱血体育教師、森本に時代錯さく誤ごな千本レシーブ特訓をされ遅くなってしまった二人は、今、帰宅のため制服に着替えている最中だった。

「でも知ってる？」

　ブルマーとブラジャーっていう黄金のブルブラファッションの椎子が、超高校生級な胸を揺らしながら桃子に話しかける。

「体育の森本って、美術の倉くら地ち先生にすっごいワンウェイラブしてるんだって」

「知ってます。有名ですものね。でも、倉地先生って本当に奇き麗れいな方で羨うらやましいですわ」

「そーね。さすがのアタシもあれには負けるわ」

　椎子は自分の体を見つめて、はぁってため息を吐はき出した。

　超高校生級のプロポーションを持つ彼女も、超大人の女級のプロポーションを持つ倉地先生に比べればまだまだお子様なのだ。

「何食べればあんな立派な体になるのかな？　今度聞いてみよっと」

「私、この間聞いてみましたわ」

「え？　なんて言ってたの？」

　ぐんぐんと食らいついてくる椎子に、桃子は微ほほ笑えみを浮かべながら言った。

「好き嫌きらいなくなんでも食べれば大きくなるそうです」

　これっぽっちの疑いもなくそう言う桃子。椎子はがっくり肩かたを落とした。

「そんなこと言われたってこっちはお子様じゃないんだからね」

　椎子は灰色っぽい息を吐き出した。桃子の親友やってるのはこれでけっこう体力を使うのだ。

「地道にやってくわ。お風呂上がりのバストアップ運動。せめてもう少し盛り上がってくれないと」

「椎子ちゃんはもう十分あると思いますが」

　超高校生級の椎子のブルブラ姿をじっくり見つめて、桃子はしみじみと呟つぶやいた。

　それから中断していた自分の着替えを再開する。

　下を脱ぬいでブルマーになる。続いて上のユニフォームに手をかける。

　さぁ、いらっしゃいブルブラファッション！と思いきや日本全国の男性諸君の手に握にぎられた汗は無む駄だに終わった。

　桃もも子こはユニフォームを脱ぬごうとかけた手を、唐とう突とつに止めた。

「ん？」

　小首を傾かしげておでこに「？」マークを浮かべてから辺あたりをきょろきょろと見渡す。

「ど～～したの？　モコリン」

「いえ、誰だれかに見られてるような気がしまして」

「まさか」

　椎しい子こはいっつもそ～～だって鼻で笑った。

　桃子の誰かに見られてる宣言は何も今始まったことじゃない。よくあることなのだ。

　人のいるはずもない山やま路みちで不意にそんなことを呟つぶやいたり、近道しようと入り込んだ林で立ち止まったりするが、いつだって自分達の他ほかには人がいないのだ。

　でも椎子は知らない。

　その山路で十年前にバス横転事故があったとか、かつてその林の木でぶら下がってた人がいたとかそ～～ゆ～～ことを。

　もし知ってたら少なからずもう少し辺りに注意をはらってブラのホックを外はずしたはずだ。

　超高校生級のプロポーションを持つ椎子は練習時には絞めのキツイ特性スポーツブラをつけてるのだ。

「またモコリンのいつもの気のせいよ」

　外しにくい止め金に手をかけながら椎子は言った。

「そうですわね」

　納得した桃子は何気なく窓の外へと目を向けた。

　そして、そこにいる妙みような奴やつに気がついた。

　妙な奴は全身を灰色の毛で覆おおっていた。

　瞳ひとみは大きかった。耳はピンと突っ立ってた。口は普通じゃないくらい大きくて、その中にズラリと並んだ歯はツンとしただけで指の腹が痛くなりそうなくらい鋭くとんがってた。

　そんな普通じゃない奴がじっと生着替えを見つめていた。

　桃子の背中を毛虫が這はった。

「ど～～したのモコリン？」

　ちょっと普通じゃない桃子の様よう子すに、不思議に思った椎子が声をかける。

　桃子は震ふるえる指を窓へと向けた。

　ブレンビーを搭とう載さいしないとどっち指してるんだかわかんないくらい指は震えてたけど、付き合い長い椎子は奇き跡せき的に窓へと目を向けた。

　んでもって桃子と同じ物を目の中に入れた。

「い！」

　空気が思い切り吸われた。後は思い切り圧力をかけて吐はき出すだけだ。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　超高校生級のプロポーションを持つ椎しい子この悲鳴は、やっぱり超高校生級だった。
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「ふわぁぁぁっとな」

　翌日の朝。銀ぎん之の介すけは盛大な欠伸あくびをかましながら、脱ぬいだ外ばきを下駄箱に突っ込んだ。

「あれ、ど～～したの銀之介君。寝不足？」

　隣となりで上うわ履ばきのつまさきをトントンしながらそう尋たずねるじょしこ～せ。彼女が誰だれだか説明する必要はないだろう。

　うどん屋の娘むすめ、そしてこの学校で唯一銀之介の困った体質を知る少女。七しち味み唐とう子こその人である。

　申し合わせてる訳じゃないけど、なんだかんだで一いつ緒しよに登下校してる仲良しコンビだ。

「分かった！　またお銀ぎんちゃんにババ抜きに付き合わされたんでしょ」

「いや、昨日きのうの晩は百人一首だった」

　銀之介はげっそりとして答えた。

「二人で………百人一首？」

「ああ、なんでも学校で大会があるからその練習をしたいとか言って、夜中の二時過ぎまで」

「やっぱり一人が読んで一人が取るんだよね」

「ああ」

「この間の二人でババ抜きよりも、なんて言うかつらそうだね」

「つらかったよ」

　銀之介は墓はかから出てきたばっかみたいなゾンビの足取りで上うわ履ばきを履はいた。

「次の日休みの時だったらアタシに声をかけてよ。助けに行くから」

「サンキュー。唐子」

　なんていつものようによもやま話しながら玄げん関かんを後にする。

　階段を上ろうとしたとこで銀之介は足を止めた。

「お？」

「ど～したの？　頭の中で蟬せみ丸まるが暴れ出した？」

「いや、そ～じゃなくてな。あれは何だろうなって思って」

　銀之介はあれを指さした。

　唐子は銀之介の指さすあれに目を向けた。

「あれが何か分からないの？」

「ああ」

「分かんないのか」

　唐とう子こは、気の毒そうに息を吐はき出すと、幼児にあいうえおを教えるような口調で言った。

「あれはね。人だかりって言うの」

「そんなこと分かってるよ。僕が知りたいのはど～して人だかりが出来てるかってこと！」

「ははは、そ～だよね。いや～、銀ぎん之の介すけ君頭の中が平安時代で現代語忘れちゃったんじゃないかって思って心配しちゃった」

　唐子はへらへらと笑った。唐子にしか出来ない高レベルな大ボケだった。もちろん天然。

　そこらへんのボケについてはきっぱり無視して、銀之介は尋たずねた。

「で、あの人だかりの向こうに何があるのか分かるのか？」

「うん。分かるよ。あそこの壁にはね、新聞部の掲示板があるんだ」

「新聞部の掲示板？」

「うん。新聞部がたまに作った新聞を張り出してるの。銀之介君だってこれまで何回も横通ってるはずだよ。読んだことないの？」

「ない！」

「そ～だよね。アタシだってそんなに読まないし。でもいやに人が多く集まってるね。きっとすっごい面おも白しろい記事が載のってるんだよ」

「すっごい面白い記事か」

　銀之介の頭に、不意に飯いい波なみ高校校長の顔が思い浮かんだ。転校初日に挨あい拶さつに行ったけど、わりかしダンディーな感じの校長だった。髪型だってお洒しや落れだし。

「校長先生の頭が実はカツラだったとかな」

　銀之介は冗じよう談だんでそう言うとかはははと笑った。

　その口は血相を変えた唐子によってがっちりと塞ふさがれた。

「ダメだよ銀之介君。そんなこと言ってるのが校長先生に聞こえたら退学になっちゃうよ」

　ムガムガ。

「生徒会が先頭に立って、皆で気がついてないフリをしてるんだから。いい。この学校に通い続けたいんなら二度とそのこと口にしちゃ駄だ目めだよ」

　唐子に念入りにそう言われて、銀之介は深く頷うなずいた。

　そして思った。

　これが冗じよう談だんから出たマコト君って奴やつなんだろうな、って。





　駒こま犬いぬ銀之介の諺ことわざ辞典

　冗談から出たマコト君

　冗談で口にしたことが実は本当だったっていう怪かい奇き現象。たまにある。






　と、銀ぎん之の介すけの頭に学食の厨ちゆう房ぼうを牛ぎゆう耳じるおばちゃんの顔が浮かび上がった。

　パワフルにご飯にカレーをかける姿が印象的なおばちゃんだ。

　今回も銀之介はおちゃらけだけで口を開いた。

「それじゃ、こんな記事かな。学食のおばちゃんは実はニューハーフ」

　唐とう子こにまた口を塞ふさがれた。

「駄だ目めだよ。そんなこと言ってるのがばれたら、下剤入りのラーメンとか食べさせられちゃうよ」

　ムガムガ。

「生徒会と教師陣が一丸となって気がついてないフリをしてるんだから。一晩中学校のトイレにいたくないんなら二度とそのこと口にしちゃ駄目だよ！」

　銀之介はこくこくと頷うなずいた。

　そして思った。

　これが冗談から出たマコト君が二人ってことなんだろうな、って。

　さすがに三人目は出ないだろう。性しよう懲こりもなく銀之介は口を開いた。

「用務員室のよぼよぼのじいさんは実は昔ヤクザの大親分で…」

　それ以上はもはや喋しやべらせてもらえなかった。

　本当に真まっ青さおになった唐子が銀之介の口にスリッパを突っ込んだのだ。

「駄目だって！　それだけは言っちゃ！　皆気がついてるけど命がおしくて口にしないんだから！」

　たっぷりと注意を受けてから口のスリッパが抜かれた。

　銀之介は静かにスリッパの味のする唇くちびるを嘗なめた。

　まだいろいろとおちゃらけたかったけど止めておいた。

　数学の越こす藻も先生って実は宇宙人だとかなんて言って肯こう定ていされた日にゃぁ、なんて言うか精神の調整に日数がかかりそうだからだ。

「あれこれ考えるより、見に行った方が早いんじゃないか？」

「それもそ～だね」

　唐子も同意した。二人とも全国平均くらいの好こう奇き心しんは持ち合わせている。

「ちょっとごめんなさい」

「すいません目がよくないんで」

　なんて呪じゆ文もんを駆く使しして、二人は掲示板のまん前までやって来た。

「ほら、やっぱり壁新聞だったよ」

「そ～だな。記事はなんだろ」

　それはこんな感じの新聞だった。
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「へ～～、物ぶつ騒そうなこともあるもんだ」

　ぼんやりと呟つぶやく銀ぎん之の介すけの隣となりで、唐とう子こはかなり固い表情になっていた。

「ちょっと。銀之介君」

「ん？」

「ちょっと来て」

「え？　どこ行くんだよ。そっちは外だろ。上うわ履ばきで外出たら後で洗わなくちゃならないだろ。おい」

「いいから！」

　いつにない迫力だった。

　蛇へびに睨にらまれたカエルのように大人おとなしくなった銀之介は、そのままドナドナの子牛の気分で唐子に引っ張られて行った。

　たどり着いたとこは校舎の裏うら。いわゆる人が来なくて密談やいけないことするにはもってこいって場所だ。

　こいつ、いきなりこんなとこへ連れて来て一体なんだって言うんだ？

　もちろん銀之介の胸にある青少年袋は一つの答えをはじき出す。

　ザ！　愛の告白だ！

　マジかよ！　いや、そんな。でもなしかし。いや、なんだってこんな。いやいや、唐子だって女の子だ。告白だってするだろう。やっぱり男としてはちゃんとした態度で。

　こ～ゆ～ことには全く慣れてない銀ぎん之の介すけはこれでもかってくらい動揺した。

「銀之介君！」

「おう！」

　銀之介は、へっぴり腰ごしながら大地に足を踏ふん張って愛の告白に備えた。

　でも、唐とう子この口から発せられたのは愛の告白とは似ても似つかない全くの別物だった。

「見み損そこなったよ！」

「あ？」

　銀之介は口から魂たましいでも抜かれたような表情を見せた。そりゃそうだ。想像してた言葉とは恐おそろしいくらいにかけ離れてる。猫ねこのしっぽとアンドロメダ星雲くらいの度合いで全くの別の物だ。

「そりゃちょっと変わった体質はしてるけど、中身は今時珍めずらしいくらいに心が優しくて純じゆん朴ぼくな男の子だと思ってたんだよ。それなのに、それなのに！　女子更衣室を覗のぞいて、さらに下着泥棒なんて」

「ちょい待ちちょい待ちちょい待ち」

　銀之介は唐子の一方的な怒りになんとか割り込んだ。

「唐子。まさか僕があの覗きの犯人だと思ってるのか？」

「銀之介君でしょ」

「違うよ！　僕には覗きや下着泥棒なんて趣味はない！」

「噓うそ！　この間駅前のコンビニで覗きの大王とかいう雑誌読んでたじゃない！」

「………………なんでそれを？」

「見てたんだよ。後ろから声をかけようと思ったけど、恥はずかしくて声かけれなかったんだから」

　痛いとこをつかれてしまって、銀之介はかなり脇わき腹はらが痛かった。

　でも実質問題として銀之介は覗きなんてやってないのだ。無実なのだ。コンビニでだって、ちょっとハードすぎた本だから購入にまでいたらなかったのだ。オロナミンＣとベビースターラーメン買って帰っただけなのだ。

　銀之介はコホンと咳せきをすると、とつとつと語った。

「そりゃ、僕だって男だから、見れるもんなら見てみたいとは思う。だけど、それがいけないことだってことはよく分かってるし。それに下着についてはハッキリ言える。僕にはそんな趣味はない！」

　銀之介は叩たたき付けるようにばっちり決めた。

「僕は無実だ。信じてくれ。唐子」

　曇りない瞳ひとみで唐子を見つめる。

　唐とう子こは銀ぎん之の介すけの瞳ひとみをじっくりと観察してから大きく息を吐はき出した。

「噓うそついてる目じゃないよね。ごめん。疑っちゃって。よく考えたら銀之介君覗のぞきなんてする人じゃないもんね」

　唐子はしおれた。自己嫌けん悪おでしなしなになった。大切な数少ない友達を疑ってしまった自分を激しく侮ぶ蔑べつしてるようだ。

「分かってくれればいいよ」

　今にも枯かれそうな唐子に銀之介は優しく声をかけた。

「あの目撃証しよう言げんじゃ、僕の体質を知ってる人なら誰だれだって疑いたくなるだろうし」

「絶交とか言わない？」

「言わないって。うんうん」

「本当！」

　枯れそうな唐子はすぐに持ち直った。それは嬉うれしいのだが、質たちの悪いことにそのまま盛り上がってくれちゃったりする。

「よし！　それじゃ真犯人を捕まえて、銀之介君の汚お名めいを挽ばん回かいしようよ！」

「いいよ別に」

　そっけない銀之介の一言に、唐子は思い切り興きようざめな顔で唸うなった。

「ど～して～～？」

「ど～してもこ～～してもないさ。別に僕、駒こま犬いぬ銀之介が汚お名めいを着せられてる訳でもないし、それに覗きなんて手合いはほっといたって自然に消しよう滅めつするもんなんだ」

「でも……」

「それに敏びん腕わん刑事を呼ぶって新聞にも書いてあったろ。素人しろうとの僕らが何かしなくたって敏腕刑事さんが捕まえてくれるよ」

「う～～」

「さ、早く上うわ履ばき洗って教室行こ。授業に遅れちまう」

　さっさと歩き出す銀之介の背中を見つめながら、唐子は唸うなった。

「う～～～～」

　最高に納得出来ないわって唸りだった。
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　そして何事もなく時が流れて放課後。

「一体何なのよ。全く」

　飯いい波なみ高校最強と呼ばれる美術教師、倉くら地ちは不ふ機き嫌げんそうにハイヒールを鳴らして廊ろう下かを歩いていた。

　言うまでもなく彼女は不機嫌だった。理由はいくつかある。

　まず今日は化け粧しようのノリがよくなかった。

　それから昼に学食で食べた天てん津しん飯はんの盛りが少なかった。

　最後に、いざ帰ろうと思った矢先、全教師は会議室に集合しろって放送が入ったことだ。

　さっさと家に帰って学生時代から愛用してる巨きよ大だいベッドにへばりつきたいって思ってた矢先のアナウンスだ。毎朝牛乳飲んでる倉地だって頭に血が上るってものなのだ。

「失礼します」

　倉地はぶっきらぼうにそう言うと会議室の扉とびらを開けた。

　ずらっと教師陣が座っていた。顔が数学っぽい奴やつから顔が国語っぽい奴までよりどりみどりだ。

「あ、倉地先生。ここ空あいてますよ」

　熱血ジャージの体育教師、森もり本もとが下心の塊かたまりで隣となりの席を指さした。

　そこにだけは絶対に座らないと倉地は天地神しん明めいに誓ちかった。

　他ほかにどっかないかと見回す倉地。と自分を呼ぶ声が飛び込んでくる。

「倉地お姉様。ここ空けておきました！」

　前の方の席から若い女性教師が手て招まねきしてた。

　彼女の名前は、竹たけ内うち英ひで子こ。

　倉地と同じく、今年来たばっかの英語教師。ちょっとセクラハされてたのを倉地が見つけて過激に助けてから（四月二十六日の玉たま砕くだき事件として有名）倉地様々状態に突入している。

　姉のように慕したわれるのに辟へき易えきすることもあるけど、それでも筋肉の隣となりよりはいい。息が詰つまらなくてすむ。

　倉地はハイヒールのかかとをこつこつ鳴らしながら竹たけ内うちの隣に腰こしを下ろした。

　座ったらすぐに足を組む。禁断のトライアングルゾーンが出現するけど、さすがにこの状況の中、地面に這はいつくばろうとする輩やからはいなかった。

　でも大たい抵ていの男性教師は這いつくばりそうな顔をしてた。

「何なのよ。いきなり呼び出して。竹内ちゃん何だか知ってる？」

「えっと、私も詳くわしくは知らないんですけど、刑けい事じさんの紹しよう介かいだとか」

「刑事の紹介？」

「ほら、この間職員会で言ってたじゃないですか。相次ぐ下着ドロボウと覗のぞき事件解決のために敏びん腕わん刑事さんを呼ぶって」

「へ～、あんなの校長のハッタリだとばかし思ってたけど。本当に来るんだ」

「駄だ目めですよ。そんなこと言ってたら。あ、来ましたよ」

　飯いい波なみ高校校長、津つ木き美み正まさ晴はるが入って来た。カツラだってことは皆知ってるけど、本人は知られてないつもりでいるおじさんだ。

「え～～。と言うわけで」

　何が、と言うわけでなんだか分かんないけど、津つ木き美み校長は咳せき払ばらい後にそう切り出した。

「皆様も御ご存ぞん知じの通り、近ちか頃ごろ悪質な覗き、下着泥どろ棒ぼうが出しゆつ没ぼつしています。このままでは変質者を恐おそれた女子生徒が、用心のためブルマーの変わりにスパッツを着用するなんて最悪の事態になってしまう可能性もあります」

　それは大変だ。

　なんとかしなくては。

　そんなことになっては我々教師もやってられない。

　なんて意見が男性教師の間でひそひそと囁ささやかれた。

「そこで、一刻も早い事件解決のため、長なが野の県警から特別捜そう査さ官かんとして敏びん腕わん刑事を招まねくことにしました」

　津木美校長は脇わきに置いてあったテープレコーダーのスイッチを入れた。

　荘そう厳ごんでダイナミックにベートーベンの運命が流れ出す。

「ねぇ、何なのこの音楽？」

「なんでも刑事さんが登場の時かけろと指定したらしいですよ」

「へ～～、自己顕けん示じ欲の強い奴やつなのね」

　しかし自分の登場の時にわざわざ音楽をかけさせるとは。

　自己顕示欲もさることながらそ～と～破は天てん荒こうな奴だなと倉くら地ちは思った。

「それでは登場してもらいましょう」

　津つ木き美み校長は演出っぽい声を張り上げ叫んだ。

「長野県警の敏腕刑で事か！　漆うるし野の刑事！」

「漆野？」

　倉くら地ちはものすごくいやな予感がした。

　倉地の記憶の中に、漆野という刑事がいた。

　そいつは確かに自己顕示欲が強かった。

　そしてかなり破天荒だった。

「まさかあの人じゃないわよね」

　神様にど～かそ～じゃありませんようにって祈いのった倉くら地ちだったけど、入って来たスーツは見覚えがあった。

　斜ななめにかぶった帽ぼう子しにも見覚えがあった。

　蚊かを見つけるのが大得意な瞳ひとみにも見覚えがあった。

「どうも。長野県警で一番懲ちよう戒かい免めん職しよくと棺かん桶おけに近ちかいと噂うわさされてる刑事、漆野百ひやく太た郎ろうです」

　刑事、漆野はキザっぽくお辞じ儀ぎした。

「今回、この事件のことを知り、解決出来るのは私しかいないと思い志願しました。この私に任せていただければもう安心です。一週間以内に犯人を捕まえることをお約束いたします」

　お～～。

　拍手の渦うずが巻き上がった。貫かん禄ろく的にはなかなかだから皆信用しちゃったのだ。

「それでは早速捜そう査さに移りたいので。失礼」

　ちょいと会え釈しやくして、漆うるし野の刑事は退場体制に入った。

　倉くら地ちは必死に机と同化してやりすごそうとした。でも忍者じゃないからなりきれなかった。

「あれ、何やってるんですか？　倉地お姉様」

　竹たけ内うちがタイミング悪く声をかける。

「馬鹿。声かけないで！」

　小声で注意したけど、すでに命取りだ。

「倉地？」

　漆野刑事が目を細めた。ゆっくりと体を動かす。

　慌あわててまた机になった倉地だけど、忍しのびの教育を受けていない彼女に完全な同化の術はやっぱり不可能だった。

「はは、やはり倉地君じゃないか」

　漆野刑事は、白い歯を見せてにこやかに微ほほ笑えんだ。

「そうか。美術の先生になったとは聞いていたが、この学校にいたとはな」

「………どうも。お久しぶり」

「まぁ、堅かた苦ぐるしい挨あい拶さつは抜きだ。知らない仲じゃないんだから。今晩あたり食事でも一いつ緒しよにどうだい。昔の話などしようじゃないか」

「えっと、今晩はちょっと都つ合ごうが…」

「それじゃ後で迎えに来るから。待っていてくれたまえ」

　人の話は一切聞かず言いたいことだけ目一杯言って漆野刑事は帰っていった。

「変わってないわね。あの人も」

　思い切り疲れた息を吐はき出す倉くら地ちに、ぐわっと血けつ相そう変えて詰つめ寄ってくる人物が二人いた。

　遠くに座ってた森もり本もとと、隣となりに座ってた竹内だ。

「倉地先生！　あの男と一体何があったんですか！」

「倉地お姉様！　答えて下さい！」

　倉地はまた頭を抑えた。脳のう味み噌その奥でミクロマンが暴れたような痛みだ。

「いろいろよ」

「いろいろってどんなことなんですか！」

「いろいろって言ったらいろいろよ」

「分かりました。こんな公共の場では語れないことなんですね」

　森本と竹内は二人で、勝手に納得して勝手に青ざめた。

　倉地は顔をしかめた。

　語れないことなのではない。

　語りたくないことなのだ。

　ど～して語りたくないかって言えばあまりに馬鹿馬鹿しすぎて人間性を疑われる可能性があるからだ。

　でもそこんとこの微び妙みようなとこが二人に伝わるはずがない。

「分かりました。過去の精算。不ふ肖しよう、この森もり本もと秀ひで人とにお任せ下さい！」

　森本は二、三人教師をぶっとばして職員室を飛び出して行った。

「森本先生！　今回だけは私も協力します！」

　分厚い英語辞書片手に竹たけ内うちも飛び出して行った。

「あ～あ、災さい難なんだな。あの刑事さん」

　倉地の後ろで銀ぎん之の介すけのクラス担任、柏かしわ持もち先生が息を吐はき出した。

「森本先生の餌え食じきになっちゃうだろうね。かわいそうにな」

「かわいそう？　むしろかわいそうなのは森本先生の方じゃないかしら」

「え？　森本先生は格闘技の段で三階建てのビルが立つって人だぞ。あの漆うるし野のって刑事さんそんなに強いのかい？」

「う～～ん。腕うで相撲ずもうしたら森本先生の方が強いと思うけど」

　倉地は言葉を濁にごした。

　漆野には拳けん銃じゆうがある。おそらく日本中の警察の中では一番トリガーが軽い奴やつだ。

　それにそれ以上に強い武器を彼は持ち合わせている。

「悪知恵が働くから………ね」

　倉地はあんまし思い出したくない過去を思い出しつつボソっと言った。




「や、お待ちしてましたよ」

　漆野が戻もどって来る前にさっさと帰ってしまおうと荷物持って美術研究室から出た矢先。

　倉地はさっそく捕まった。

　逃げられないなと倉地はため息を吐はき出した。

「森本先生と竹内先生は？」

「森本と竹内？　ああ、あの筋肉の方と英和辞書のお嬢じようさん」

　漆野はフンと鼻で笑った。

「季節外はずれにもやぶ蚊かが辺あたりを飛んでたからね。拳銃で落としてあげたら何な故ぜか恐こわがって逃げ出してしまって」

（注：漆野刑事はいもしないやぶ蚊をダシにして拳銃をぶっぱなすのが大好きです）

「そこから先はどうなったか分からないなぁ。もしかして二人仲良く演劇部の大道具倉庫で親しん睦ぼくを深めているのかもね」

（注：漆うるし野の刑事は破は天てん荒こうだから一般人を監かん禁きんすることだってへとも思いません）

「あっそ」

　倉くら地ちはとりあえず二人に同情した。でもいつもうっとおしいからいい薬だと心のすみっこの方で思った。

「ところで、漆野さん。一つ聞きたいと思ってたんだけど」

「何かな？」

「校長に聞いたんだけどさ。この仕事、学校から別に報ほう酬しゆうとか出ないらしいじゃない」

「当然さ。それが警察官としての義務だからね」

　倉地は漆野の耳もとに顔を近づかせると、ちょっと悪代官ぽい声で言った。

「一体裏に何があるの？」

「何？」

「あなたが無む償しようでこんなとこまでやって来て仕事するってことはないでしょ、あなたが。一体何にからんでるの？」

「心しん外がいだな。別に何もないさ。ただ謎なぞの怪かい物ぶつに恐きよう怖ふしていると聞いてね。私の正義感がここへの道を切り開いたのだ！」

　芝居がかって宣言する漆野。

　ヒラリ。

　その胸ポケットからタイミングよく何か落ちた。

　倉地は黙ってそれを拾い上げて目を這はわせた。新聞の切り抜きだった。





『募集！　あなたの街のオカルト写真！』

　眉まゆ唾つば社しやでは、弊へい社しや発行の月刊押お華か瑠る戸とに載のせるオカルト写真を大募集。

　最優秀オカルト写真にはなんと賞金１００万円。

　その他ほかにも豪ごう華か商品が勢せい揃ぞろい。

　君もオカルト写真を取って１００万円をゲットしよう。

　詳くわしい内容は今月発売の月刊押華瑠戸にて。


眉唾社








「なるほど。そ～～ゆ～～ことだったのね」

　倉地は呆あきれたように息を吐はき出した。

「１００万か。あなたが動くにしては安い金額かもしれないけど、それだけ生活に困ってるってことかしら」

「こら！」

　漆野は倉地から切れ端はしを奪うばうと慌あわてて横ポケットに突っ込んだ。

「これは副産物的なものであってだな。なんて言うか。グリコのおまけのようなものだ。本質的には覗のぞきという最低な犯罪から女子高生を守りたいと思っただけさ。さ、行こう。駅前の和食屋でいいね」

　さっそうと歩き出す漆うるし野のだったけど、彼は気がついてなかった。

　横ポケットから手を引っ張り出す時、別の紙切れが道づれになったってことに。

　倉くら地ちは紙切れを拾ってそれに目を這わせた。





『募集！　女子高生の生なま着替え写真』

　下した心こころ社しやでは、弊社発行の月刊破は廉れん恥ちに載のせる女子高生の生着替え写真を大募集。

　最優秀生着替え写真にはなんと賞金１００万円。

　その他にも豪ごう華か商品が勢せい揃ぞろい。

　君も生着替え写真を取って１００万円をゲットしよう。

　詳くわしい内容は今月発売の月刊破廉恥にて。


下心社








「警察に捕まらないことを祈るわ」

　倉地はものすごく真ま顔がおで呟つぶやいた。
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「ただいまっと」

　唐とう子この居残り掃除を手伝った銀ぎん之の介すけが、遅く帰宅して玄げん関かんの扉とびらを開いた途と端たん。

「銀之介！　お前という奴やつは！」

「母さんは情なさけけないわ！」

　両親が血けつ相そう変えてすっとんで来た。

　その迫力に負け、扉とびらにへばりつきながら銀之介は口を開いた。

「ど～～したの二人とも」

「ど～～したもこ～～したもあるか！　あんなことをやらかして」

「頼りないけど悪いことだけはしない子だと思ってたのに」

「人としてやっちゃいけないことはちゃんと教えて来たはずだぞ！」

「ここまで育ててきた自信がなくなるわ！」

　二人は勝手に盛り上がって勝手に怒ってそして勝手に泣き崩くずれた。

　さっぱり分からんちんの銀之介だ。まったく解げせない。

「あの～～、一体何をそのように熱あつくなっておられますのでございます？」

　玄げん関かん先で繰り広げられる涙なみだの劇場に、銀之介はおずおずと声をかけた。

「何をじゃないだろ！」

　父、銀ぎん一いち郎ろうは手の中でクシャクシャにしていた紙をずいっと突き出して見せた。

　一いち瞥べつして全すべてを理解した。何のことはない。学校で見たあの新聞をそっくりそのまま地方紙に置き換えただけのものだ。

　最近、飯いい波なみ高校周辺で下着ドロが多発してて。

　それで目撃者の証しよう言げんによると犯人は毛むくじゃらの怪かい物ぶつで。

　婦ふ女じよ子しの皆さんが恐こわがって風呂に入れないからばっちくなってる。

　だから男にとって深しん刻こくな問題だ。

　誰だれかなんとかしてくれよ。

　とまぁ、簡単に説明するとそんな感じの記事だった。

　そして、まぁ言うまでもなく目の前の二人は昼間の唐とう子こ状態に突入してるってわけだ。

　それでもまぁ、一応念のため聞いておくことにした。

「あのさぁ、聞くまでもないんだけど。この犯人を僕だと思ってる訳？」

「父さんは悲しいぞ！」

「母さんは情けないわ！」

　本当に聞くまでもなかった。

　銀ぎん之の介すけは、エクトプラズムでも出ちゃうようなため息を吐はき出した。

　このまま無視したところで、汚お名めいだけが取り残される。下着ドロで覗のぞきなんて最高にかぶりたくない汚名だ。これに比べればまだウサギちゃんの着ぐるみの方がなんぼかましだ。

　かと言って、これから犯人は自分じゃないってえんえんと釈しやく明めいを続けるのもなんだか馬鹿らしく思えた。

　てっとり早く無実を証しよう明めいする方法は………。

　考える銀之介の脳のう味み噌そで豆電球が五つばかしピカっと光った。

　一いつ瞬しゆんで無実を証明する方法があったのだ。唐子もこれで信用してくれた。血のつながってる両親ならもっと簡単だろう。

「父さん母さん。僕は無実だ！」

　銀之介は、一生懸けん命めいワイパーをかけてクモリを消した瞳ひとみをくわっと二人に向けた。

「この目を見てよ！　噓うそついてる目に見えるか？」

「目じゃわからん」

　父、銀一郎はきっぱり言った。母、典のり代よも深く頷うなずく。しかも刹せつ那なの間もなく。

　血も涙なみだもない態度だ。

　なもんだから銀之介はその場にひっくり返った。

「父さんは悲しいぞ！」

「母さんは情けないわ！」

「あのな～～」

　銀ぎん之の介すけは漬つけ物もの石いしを載のっけられたように重くなった頭を持ち上げた。

　この分からず屋共の追求から逃のがれるにはもはや逃亡しかないんだろうか？

　少なくとも二人の脳味噌の温度がもう二、三度低くなってくれないと話し合いにもなんにもなりゃしない。

　銀之介が唐とう子こんとこにでも逃げ込もうと決めかけた時だった。

「おじちゃんもおばちゃんも何言ってるの？」

　駒こま犬いぬ家のやかましい居い候そうろう、銀ぎん花かちゃんの登場だ。

「銀兄ぃがそんなことするわけないじゃん！」

　銀之介は、生まれて初めて階段から下りて来たこのこまっしゃくれたガキを愛いとしいと思った。

「銀兄ぃはそりゃあ頼たよりなくて情なさけなくて運動ウンチで勉強駄だ目めで本当に人間的長所が見当たらないけど」

　銀之介は、やっぱりこのこまっしゃくれたガキは好かんと思った。

　でも次の銀花の台詞せりふで、その考えも木こつ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだかれた。

「でも、覗のぞきとか下着ドロなんてする人じゃないよ！　うん。銀花が保ほ証しようするもん」

　銀花は思い切り胸を張った。最近ちょっと膨ふくらみ始めた胸だけどまだまだ未発達だ。

「おじちゃんもおばちゃんもひどいよ。銀兄ぃのこと信じてあげないなんて！」

　銀花の瞳ひとみにこんもり涙なみだが盛り上がった。小学四年生の懇こん願がんの瞳プラス涙は大陸弾ミサイル並みの威い力りよくを持つのだ。

「銀花ちゃん。泣かないで。私が間違ってたわ」

　まず母親が折れた。

「そうだよな。銀花ちゃんの言う通りだよ」

　父親も折れた。げに恐おそろしきは小学生の涙である。

「銀之介。悪かったな。疑ったりして」

「母さんは信じてるから」

　深く謝しや罪ざいされる銀之介だけど、冷めた目で両親の瞳の奥を見つめた。

　まだほんの少し曇ってた。まだまだ自分を疑ってるってことなのだ。

　それでも、とりあえず、いわれのない誹ひ謗ぼう中傷からは逃れられたって訳だ。

　ありがとうお銀。お前だけだよ。僕を信じてくれるのは。

　銀之介は涙を拭ふくおちびちゃんにそっと手を合わせた。




　夕食が終わった。まだ両親は疑ってるからなんとも息苦しい食卓だった。

「しっかし、父さんも母さんも信じてくれないなんてな」

　銀之介は自室のベッドに仰あお向むけになりながら、ため息を吐はき出した。

「ま、そのうち犯人が捕まれば無実が証しよう明めいされるんだろうけど。なんか悲しいもんがあるよな。これでもしお銀ぎんにまで疑われてたら電柱の天てん辺べんで吠ほえたくなっちゃうよ」

　返事をしてくれない天てん井じように散さん々ざん愚ぐ痴ちっている時だった。

　コンコン。

　ドアをノックする音だ。

「やだな。父さん母さんがさっきの続きって言うんじゃないだろうな」

　顔をしかめたけど、居い留る守すを決め込むわけにもいかず。

「ど～～ぞ！」

　ガッチャリ。

　入って来たのは幸いなことに銀ぎん一いち郎ろうでも典のり代よでもなかった。

　銀ぎん之の介すけの恩おん人じんと言ったって言いすぎじゃない、ちびっこいお嬢じようさんだ。

「お銀」

　銀之介は慌あわててふかふかの座ざ蒲ぶ団とんを用意した。なんてったって恩人だ。三日間ぐらいはあがめ奉たてまつらなくちゃならない。

「いや～～。さっきはありがとな。本当お銀に救われたよ。さ、とりあえず座ってくれよ。今下からスプライトとジャガリコ持って来るから」

　座蒲団を押し出すけど、銀花は突っ立ったままだった。

　なんか茶色の紙かみ袋ぶくろを胸に抱かかえてモジモジしてるだけだ。

「ど～～したんだ？」

　銀之介のその一言が導火線に火をつけたのか、銀花は一気に顔を赤くすると紙かみ袋ぶくろを突き出した。

「はい！　これ」

「あ？」

　なんだか知らないけど反射的に受け取る。

「それじゃね」

　銀花はリンゴみたいなほっぺのまま部屋を飛び出して行った。

「何なんだあいつ」

　しばし、サハラ砂漠で跳はねるイルカの兄弟を目撃したような顔つきで、ポカンとしてから銀之介の興味は紙袋に移った。

「何くれたんだろ？」

　紙袋に手を突っ込んで引っ張り出す。

　それは柔らかい物だった。

　それはすべすべとした手触りだった。

　そしてそれはイチゴ柄だった。

「あいつ。なんでお子様パンツなんか」

　と、紙かみ袋ぶくろの中のノートの破ったページに気がつく。

　銀ぎん之の介すけはそれを引っ張り出した。

　そこに芸術的に描かれるガキンチョ文字に目を這はわせた。




　銀花のあげるから人のパンツ盗ぬすむなんてことしないでね。




　十五分後、街外はずれの古ぼけた電柱の上に獣けものの影があった。

　獣は夜の街に向けて吠ほえ続けた。

「僕は無実だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　獣の遠とお吠ほえはいつまでもいつまでも続いた。
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「で、あるからにしてしかりで、ここの３がこっちに来るとあら不思議に８になって」

　黒板の前にて、数学教師が宇宙人にしかわからないことをくっちゃべっている。

　それを地球人の生徒達が一生懸けん命めいノートにとっている。そんなどこにでもあるような授業の風景。

「ふぅ～～」

　唐とう子こは一番後ろの席で大きく息を吐はき出した。

　宿題やらずにいっつも掃除やらされてる唐子だけど、学校の成績はそんなに悪くない。っていうか半分より上にいる。

　それも、全すべて授業中の集中力のせいだ。

　家ではうどんこねて、学校では脳のう味み噌そこねる。

　だけど、今日はちょっとイマイチ集中して脳味噌をこねられないようだ。

　唐子は、チラッと視線を隣となりの席へと目を向けた。

　隣の席は空からっぽだった。机が日向ひなたぼっこしながらしおらしく主あるじがやって来るのを待っている。

「銀之介君。ど～～しちゃったんだろ」

　唐子が小声でぼそって呟つぶやいた時。

　教室の扉とびらがガラガラって開いて、墓場から出たてホヤホヤみたいな銀之介がのっそり入って来た。

「すいません……遅くなりました」

「なんだ。寝坊か？」

「はぁ」

　きんこんかんこんって終業ベルが鳴った。

「それじゃ今日はこれまで。教科書35ページと36ページの問題をやっておくように」

　数学教師が教室からおサラバした頃ころ、ゾンビ君は自分の席に到着した。

「おはよ。唐とう子こ」

「おはよ。うわ～～～。目の下にすっこいクマさん出来てるよ。またお銀ぎんちゃんと百人一首でもやってたの？」

「いや」

「それじゃまたババ抜き？」

「そ～じゃない」

「分かった。それじゃドンジヤラだね」

「いや」

「じゃぁもしかしていせせ？　それとも指隠し５ゲーム？　あ、牛タンゲームかも」

　全部答えはＮＯだった。

「それじゃ何？」

　銀ぎん之の介すけは窓から外を見つめながらちょっとばかし黄昏たそがれ気ぎ味みに呟つぶやいた。

「ちょっと電柱の上で青年の主張してて」

「え？」

「まぁ、そんなことはどうでもいいんだ。唐子！」

　銀之介は首を百八十度ぐいって動かした。

　そして、えぐり込むような熱あつい瞳ひとみで言った。

「前言撤てつ回かいだ。やろう！」

「え？」

「昨日きのう言ってたろ。真犯人を捕まえるって」

「え～～と」

　唐子は三秒程で記憶の塊かたまりを脳のう味み噌そから掘り出した。

「言った言った。それじゃ銀之介君。その気になってくれたんだね！」

　唐子は銀之介の手をがっしり握にぎって喜びを嚙かみ締めた。

　それからふと真ま顔がおになった。

「でもど～～ゆ～～心境の変化？　昨日はのり気じゃなかったのに」

「息苦しい食卓じゃ食べた気がしなくてな」

「は？」

「それにイチゴパンツなんぞもらったってど～～しよ～～もないし」

「へ？」

「捕まえる捕まえないはともかく、謎なぞの痴ち漢かん怪かい物ぶつの正体だけは明らかにしなくちゃならんのだ。寝不足にならないためにも」

「ほ？」

「唐とう子こだけだよ。信じてくれたのは」

　唐子はう～～むってこめかみに指を当てて考え込んだ。どうにも銀ぎん之の介すけの言ってることが理解出来ない。

　でもまぁ、そんなことは大した問題じゃない。

「ま、動機はいいよ。とにかくがんばって犯人を捕まえよう」

「おう。がんばって無実を証明しよう」

　銀之介と唐子はがっちりと手を組んで盛り上がった。

「とりあえず情報を集めようよ。情報を！」

「よし、情報だな！」

「こ～～ゆ～～系統の情報って言ったらあの娘こに聞くのが一番だよ！」

「あの娘……」

「そう。あの娘」

　それまで盛り上がるだけ盛り上がってた二人の志気は一いつ瞬しゆんでギュイィィィンって下がった。ニュートン先生もびっくりの速度だ。

　どんよりした蛇へびのよ～～な空気が二人をぐるぐる締め付けた。

「あんまり気が進まない気持ちは分かるけど。お昼休みに行ってみようよ。情報収集に」
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　そして昼休み。

「よくぞ私のとこに来てくれました！」

　飯いい波なみ高校一番悪趣味な部屋、不思議研究部部室。

　なんか入るだけで呪のろいがかかりそうなその部屋にて、不思議研の三みつ石いしちゃんこと三石小こ夏なつは思い切りテンション高めに声を張り上げた。

　一いつ瞬しゆんで酔いの覚めそうな小夏のテンションに、やっぱ止めといた方が良かったんじゃないかと思う二人だった。

「私も独自に調査していろいろと情報を集めてたんです。新聞部部長、新あら井い史ふみ江えのよ～～な独断と偏へん見けんと推測まみれの垢あかまみれ、おまけに眉まゆ毛げは唾つばだらけっていう情報じゃなくてしっかりとした事実に裏づけされた…」

　拡声器を使って耳元でがなられてるようだった。

　耳に指を突っ込んでちょうどいいレベル。でもいつまでもそうしてるわけにもいかない。手が疲れるし抜けなくなったら大変だ。

　さすがに堪たまり兼ねた唐とう子こが口を開いた。

「あの、三石ちゃん。そんなに大きな声出さなくても分かるからさ。少し落ち着いて」

「これが落ち着いてられますか！」

　小こ夏なつはソロモン文もん様ようが書かれてる悪趣味な机を思い切りぶったたいた。

[image: ]

「ワイルドウルフ様に疑いがかかってるんですよ。こんなことが許されていいはずがありません！」

「え？」

　耳に人差し指突っ込んで耐えていた銀ぎん之の介すけが瞳ひとみをしばたたかせた。

「つまり、不思議研の三みつ石いしちゃんは今回の犯人は別にいると思ってる訳なのかい？」

「そうです」

「その根こん拠きよは？」

「根拠も何もありません！　ワイルドウルフ様がそんなことするはずないからです！」

　小夏は言い切った。きっぱりと言い切った。たとえネクタイ鉢巻したマンボウが新宿二丁目をぺったりぺったり歩いたって、私の意見は変わりませんって態度だ。

　自分の無実を信じてくれる人物パート２の登場に、銀之介の目の奥の温度が二、三十度跳はね上がった。

「ありがとう。不思議研の三石ちゃん」

「三石ちゃんでいいですってば。でもどうして駒こま犬いぬ先せん輩ぱいがそんなに喜んでるんです？」

「誰だれも信じてくれないんだ。僕が無実だってこ……」

　とっても華か麗れいに素す敵てきに秘密を口走るアホの後頭部を、唐とう子こはたまたま近くにあったハリセンで思い切りぶったたいた。

「銀ぎん之の介すけ君の言ってることは気にしないでね。なんか寝不足で頭がゆっくり回ってるの」

　おほほほほとインチキっぽく笑ってから唐子は続けた。

「で、三みつ石いしちゃんが集めた情報ってのを教えてくれない？」

「はい。それじゃ言いますね。あ、駒こま犬いぬ先輩。お早ようございます」

　ハリセンの威力で飛ばされあっちの世界から戻もどって来た銀之介に律りち儀ぎに挨あい拶さつしてから、小こ夏なつは語り出した。

「私は昨日きのうの覗のぞき事件、それから最近この辺あたりで多発してる下着泥どろ棒ぼう事件を統計的にまとめてみました」

「ふむふむ」

「今月の五日。六月五日月曜日。この日は、三丁目の井いの上うえさんとこで夜中ブラジャー三枚とパンティー一枚が盗ぬすまれました。六月九日金曜日夜、四丁目の深ふか川がわさんとこでブラジャー二枚が盗とう難なん。さらに六月十二日月曜日、十四日水曜日、十九日金曜日にも同じような下着ドロが発生してます。目撃証言から一いつ昨さく日じつの覗きの犯人と同じだと思われます」

「ふむふむふむ」

「どうです？　何か気がつきませんか？」

「さっぱり分かりません」

　寝不足で脳のう味み噌その回転がカタツムリの速度になってる銀之介はあっさりと敗北宣言した。

「も～～。分かりませんかね。七しち味み先せん輩ぱいはど～～ですか？」

「え？」

　唐子は、イボイノシシとのお見合いの時に浮かべそうな微び妙みような笑みを浮かべた。

　実は唐子にもさっぱり分からないのだ。

　でもここで分からないなんて言ったら、今後一生目の前の少女に馬鹿だと思われる気がマジでした。

　それだけはごめんだった。

　だから唐子は脳味噌こねて必死に考えてから、ボソって言った。

「ゴミの日？」

　言った後で後こう悔かいした。これじゃ余計馬鹿じゃないって。

　でも、飛んで来たのはこっちの脳味噌貫いてくるような小夏のパワフル声と大量の唾つばだ。

「そ～～～です！」

　小夏はどっかからカレンダーを引っ張って来るとそこにきゅっきゅとマジックを叩たたき付けた。

　カレンダーに、赤丸君達が並んだ。

「これを見ていただければ分かるように、犯行日は月曜日か水曜日か金曜日って限られてるんです。そう。燃えるゴミの日です」

「そうか。そう言われれば。でも月水金なのに犯行がおこってない日があるじゃないか。七日と十六日と二十一日。あ、二十一日は覗のぞき騒さわぎがあったか」

「そこです！」

　小こ夏なつがのしかかるように二人に顔を近づけた。ぐるぐるメガネをこう向けられてるとなんか催さい眠みん術じゆつかけられてるみたいでやな気分だった。

「月水金なのに下着ドロが起こらなかった七日と十六日と二十一日、これらの日には共通点があったんです」

「更衣室の着替え？」

「その通りです！　七しち味み先せん輩ぱい！」

　また大量の唾つばが唐とう子この顔にかかった。

　唐子はハンカチで拭ふきながら今度何か思いついても絶対に口には出さないそって心に誓ちかった。

「この三日間は、更衣室でなまめかしい生なま着替えシーンやってた人がいるんです。七日は剣道部の後ご藤とう智とも子こさんがコンビニで買った農協牛乳を服にこぼして匂におうから着替えに。十六日はレスリング同好会の橋はし沢ざわ美み香かさんと宮みや野の加か奈なさんらが泥どろレスでぐつちょりしたリングスーツを着替えに。二十一日は言うまでもありませんね。あ、新聞では伏せ字になってましたけど、あれは三年の乙おと部べ椎しい子こさんと国くに渡わたり桃もも子こさんです。森もり本もと先生の熱血千本レシーブで汗ぐっちょりになってあそこで着替えてたんです」

　にしてもよくそこまで調べたもんだね。

　銀ぎん之の介すけと唐子は純粋に感心した。

　と、同時に末すえ恐おそろしくも思った。

「もちろん更衣室なんだから着替えなんていっつもやってます。でもこの三つの共通点は皆がもう帰った夕方の終わり、夜の始まりって微び妙みような時間に着替えをしてたってことなんです！」

　小夏はノリノリに続けた。もちろん銀之介と唐子は仲良く傘かさをさした。唾がすんごいことになってるからだ。

「ここからは私の推理なんですけど、犯人は月水金のこの微妙な時間に更衣室を覗のぞいて、収穫がない時はうっぷんはらしに街で下着ドロをしていたんじゃないかと」

　小夏が二十五パーセントシャーロックホームズ、二十五パーセント明あけ智ち小こ五ご郎ろう、残りの五十パーセント三みつ石いし小夏でそう言った時だった。

「素す晴ばらしいよ」

　ぱちぱちぱちという拍手と一いつ緒しよにそんな声が室内に響ひびいた。

「高校生でありながらその結論に達するとは。いやはや。大したものだ」

　三人が声の響いて来た方向へと首を動かした。

　いつの間に入って来てたのか、見知らぬ男がニヒルに扉とびらに背中を一時間１００円でレンタルしていた。

　高級そうなグレーのスーツにズボン。

　かっこうつけるのにしか使えないような帽ぼう子しだってグレーだ。

「そう。三みつ石いし君２号の言う通りさ。言い換えるなら、金曜日である今日、六月二十三日。夕方の終わり夜の始まりって微び妙みような時間。再び犯人が訪れる可能性は高いということだ」

「あのぉ、どなたですかぁ？」

　小こ夏なつが眼鏡めがねを押し上げていぶかしげに言った。そりゃそうだ。思い切り学まなび舎やにはそぐわない塊かたまりだ。

「おっと、自己紹しよう介かいが遅れてしまったね」

　そのキザな男は名めい刺し入れから取り出した名刺を三人に手渡した。




　長なが野の県警刑事課

　　刑事　漆うるし野の百ひやく太た郎ろう

　　漆野刑事と敬愛と親愛を込めて呼んで下さい。




「刑事って、それじゃもしかして！」

「そう。私がこの学校の危機を救うために高速バスに乗ってやって来た正義の刑事だ」

　漆野は帽子のツバを親指で跳はね上げてニヒルにポーズを決めた。

　何百回も練習してそうだった。

「漆野？」

　小こ夏なつが目の上のしゃくとり虫をぎゅっと縮ませた。

「どっかで聞いたよ～～なないよ～～な」

　小夏はしばし自分の脳のう味み噌そと格闘した。何な故ぜにこの男は自分のことを三石君２号と呼ぶのだろうか？　大きな謎なぞ解明のために戦い続けた。

「それにしても三石君２号。大した推理力だ。君は普通じゃないね」

「そ～～ですかぁ」

　小夏は戦いをさっさと止めて喜んだ。けっこう単純な性格なのだ。

「ああ、君のように頭の回転が早い娘こが捜そう査さに協力してくれれば、この事件もすぐに解決するんだが」

「任せて下さい。私で良かったらいくらでもお手伝いします！」

「そうか。やってくれるか」

「はい！」

　がっしりと手を握にぎり合う二人。

　漆野は満面の笑みを浮かべたままこう続けた。

「それじゃ囮おとりになってくれ」

「え？」

　さすがの小こ夏なつも止まった。きっとそのぐるぐる眼鏡めがねの中じゃ目がパッチンパッチン音をたててたことだと思う。

「その微び妙みような時間に誰だれかが生なま着替えをする。するとのこのこやって来た犯人がその生着替えの生なま唾つばをゴクリと飲み干す。その隙すきにこの私が二、三発撃って事件を解決する。ど～～だい。完かん璧ぺきな作戦だろう」

「あの、好奇心から質問なんですけど」

　ただ傍ぼう観かんする人になってた唐とう子こがおずおず口を挟はさんだ。

「なんだい？」

「囮捜査って禁止されてるんじゃないですか？」

「本部にばれなきゃなんでもありだ。以上。あ、ちょうどいい。え～～と君は」

「七しち味みです。二年の七味唐子」

「七味君か。君もやってくれないか？」

「え？　何をですか」

「お・と・り」

　漆野は妙みように嬉うれしそうに言った。

　もちろん、彼の瞳ひとみはまじりっけのないマジ色だった。

「もちろん、イヤとは言わないね」

　犯罪的な強ごう引いんさだ。っていうか犯罪だ。

　女の子二人が困っている。

　ここで黙ってたら男じゃない。地じ獄ごくで大事なとこを切り落とされてしまう!!

　銀ぎん之の介すけは男としての使命感っぽいもんを覚えた。

　勇気を出せ!!　二人をたすけるんだ!!

　銀ぎん之の介すけゴックリ鉛なまりの唾つばを飲み込んでから漆うるし野のの後ろから声をかけた。

「あの。漆野刑事さん。ちょっと強引なんじゃ」

「何だい？」

　振り返った漆野の手には、しっかりと拳けん銃じゆうが握られていた。

「あ、最初に言っておくけど私は蚊かを見るとトリガーを引かずにはいられない質たちでね。これまで何度か間違いをおかしてしまったこともある。君の体に蚊がくっついてるのを見つけなければいいのだが。で、私に何か意見があるのかい？」

「なんでもありません」

　銀之介はすごすごと引き下がった。この状況下で止めろなんて言える訳がないってものなのだ。

「それじゃ、三みつ石いし君２号に七味君。いいね？」

「え？」

　静かなる強引って奴やつだ。小こ夏なつも唐とう子こも徐じよ々じよに崖がけっぷちに追いつめられている。

　この崖っぷちから落ちた時、彼女達は囮おとりとして生なま着替えをしなくてはならないのだ。

　不ふ憫びんだ。不憫だけど、蚊かを見つけられちゃ困るから銀ぎん之の介すけとしては動けない。

　出来ることはただ一つ。

　神よ！

　銀之介はひざまづくと天てん井じよう越しに神に向かって助けを求めた。

　いっつも裏切ってる神様だけど、今回は何の気き紛まぐれか聞いてくれたようだ。

　助けは訪れた。それもかなり強引に。

「ちょっと待ちなさいぃぃぃぃぃぃ！」

　ドアを蹴け破やぶって飛び込んで来るってパワフルなことやってくれたのは、我らが倉くら地ち先生だった。

「その仕事！　この私が引き受けるわ！」

「倉地君！」

「生徒に危険なことをさせる訳にはいかないわ！　いいでしょ。漆うるし野のさん」

「しかしな。女子こ～～せ～～の写真じゃないと」

「い・い・わ・ね！」

　牙きばを剝むき出したジョーズも尻尾しつぽ巻いて逃げ出しそうな表情をぐいっと漆野に突きつける。

「うむ」

　さすがの漆野も頷うなずくしかなかった。

「それじゃ放課後ね。以上」

　倉地は蹴破った扉とびらから退場していった。

「倉地君。立派な教師になったな。囮おとり捜そう査さで痴ち漢かん犯人と出くわす危険を考えて。くぅぅ」

　しみじみと漆野が頷いてると出て行ったはずの倉地がぐいっと首だけ突き出し言った。

「あんたが一番危あぶないのよ」

　もちろん漆野は聞こえないフリをした。

　いろんな意味でクセモノキャラなのだ。彼は。
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　部活の生徒達も帰り始める夕方の終わり夜の始まりの微び妙みような時刻。

「本当にここで着替えるのですか？」

　桃もも子こが更衣室を前に逡しゆん巡じゆんした。

「当たり前でしょ。ほかにないんだから」

　椎しい子こが桃子の手を引っ張った。

「でも…………覗のぞきが」

「大だい丈じよう夫ぶだって。刑事が来てる中、のこのこまたやって来る犯人はいないわよ」

　椎しい子こが安心させるように言う。でも桃もも子この顔にはまだおびえ虫が張り付いてた。

　覚えておいででしょうか。乙おと部べ椎子と国くに渡わたり桃子のＳＭコンビを（サド・マゾとは関係ございません）。

　一いつ昨さく日じつ、この更衣室で被害にあってしまった二人だけど、部室の壁に穴が開いてるって理由でまた着替えに来なくちゃならなくなったのだ。

「それとも何、モコリンだけ部室で着替える？　あそこなんか穴だらけだからさながら生なま着替え劇場になっちゃうわね」

　椎子のおどろおどろしい言い方に、桃子はしばらく考えてからコックリ頷うなずいた。

「ここで着替えますわ」

「じゃ、決まりだね」

　椎子は勢い良く更衣室の扉とびらを開いた。

　体操服にブルマーって格好した娘むすめが先客としていた。

「ど～～も、お邪じや魔まします」

　素通りして奥で着替えようとした椎子だけどその足を止めざるをえなかった。

　先客の娘の胸が椎子の目に食いついて来たのだ。

　ちょっと待ってよ………何なの。この人類の英知を超えたようなバストは………。

　椎子の背中で、崖がけがガラガラと音をたてて崩くずれ落ちた。

　それにキュッとくびれた腰こしに、適度にしまったおしり。こんな完かん璧ぺきなプロポーションなんてこれまでグラビアでだってお目にかかったことはないわ。ある意味地球遺産よ！

　椎子はゆっくりと自分のプロポーションを確認した。

　重高校生級のプロポーションを持つ彼女だけど、残念なことにまだ地球遺産には認定されていない。いいとこ長なが野の県の名所の一つだ。

「負けたわ。同じ高校生で地球遺産がいたなんて」

　椎子はがっくりと膝ひざを落とすと床ゆかに手形を押した。

　真っ白になって燃えつきてる椎子の後ろで、桃子は大声を張り上げた。

「あれ～～、倉くら地ち先生じゃないですか？」

「え？」

　椎子はかろうじて燃え残ってた顔を上げて、これまで目を向けなかった顔へと目を向けた。

　間違いない。男性教師キラー男子生徒キラーとして恐おそれられる、美術教師、倉地香かおりその人だった。

　相手が大人おとなだって分かればもう恐こわくない。椎子だっていずれは地球遺産になるつもりでいるから。

　椎子は一いつ瞬しゆんで立ち直るといつもの脳のう味み噌そのテンションに戻もどった。

「も～～倉くら地ち先生だったんですか。驚かさないで下さいよ」

「別に驚かしたつもりはないけどね」

「でも倉地先生。どうしてそんな格好してるんです？」

「その………もろもろの事情って奴やつよ」

　倉地はそっぽ向いてぼそっと呟つぶやいた。

　さすがに堂々と囮おとり捜そう査さのエサになってますとは言いづらそうだった。

「そうですか。きっと言いたくない事情なんですね。なら聞きません。じゃモコリン。着替えすまして行こ」

「うん」

　シャツに手をかけて脱ぬぎ始める二人に、倉地は声をかけた。

「ここで着替えはしない方がいいわよ」

「え？」

「そこのロッカーにはある意味痴ち漢かんよりも問題ありな蚊か取り職人が詰つまってるから」

「はぁ？」

「とにかく！　ここで着替えはしないでって忠告してるの！」

　迫力だった。

　飢うえた鮫さめだって逃げてく迫力だ。飢えてない女子高生に勝つ術はない。

「ど～～も失礼しました」

　ＳＭコンビはすたこらさっさと逃げて行った。

「痴漢よりも問題ありというのは言い草だね。倉地君」

　ロッカーの一つが喋しやべり出すとぱっくり口を開いた。

　口からひょっこり首を突き出したのは、さすらいの蚊取り職人、漆うるし野の刑事だ。

「私はいつ犯人が訪れてもいいようにこうしてスタンバッているのに」

「問題がないと言い切れるの？」

　倉地がポケットに突っ込まれた漆野の右手を引っ張り出した。

　ポラロイドカメラが握にぎられてた。

「はっはっはっは」

　漆野は白い歯見せてからいけしゃあしゃあと言った。

「これ、新種の手て錠じようなんだ」




「ふ～～。今日もしっかり走ったな」

　青春色に染まった男子生徒達がどやどやとやって来る。見るからにサッカー部だ。

「しかし、練習終わってここまで来るのも面倒くさいな」

「まぁ、そう言うなよ。部室改築が終わるまでの辛しん抱ぼうさ」

「だな」

　なんて会話しながら、さわやか集団は男子更衣室の扉とびらを開け中へと足を踏ふみ入れた。

　そして先客と遭そう遇ぐうした。

　二人の先客は今まさに服を脱ぬごうとしてるとこだった。

　更衣室だから服を脱ぐのはおかしくない。スッポンポンになって逆立ちしたってお巡まわりさんには怒られない。ごく普通の光景だ。

　でもさわやか集団は思わずゴクって生なま唾つばを飲んだ。

　先客の性別が、ど～～見てもついてない方だったからだ。

「変態ぃぃぃぃぃぃぃ！」

　先客の片割れの叫びで、やっとさわやか集団は我に返った。

　すんませんって頭下げて出て行こうとしたけど、何かおかしいぞって足を止めた。

　ここは男子更衣室のはずだ！

　男子更衣室ってのは男子が着替えたり、モノを比べあったりする部屋だ。

　ここを使用するのは俺達の方だ！

　確固たる事実のもとに、男子達は口をとがらした。

「何だよ！　ここは男子更衣室だろ。ど～～して女子がいるんだよ！」

「外に張紙してあったでしょ！　十五分だけ女子更衣室にしますって！」

「そんなの見てね～～よ。女子更衣室使えよ」

「使えりゃ使うわよ。でも地球遺産が駄だ目めって言うからしょうがないじゃない！」

　先客１、椎しい子こは思い切り自分の正当性を主張した。

「地球遺産？」

　通じる訳がなかった。

「あのですね。更衣室には倉くら地ち先生がいまして。覗のぞき犯人を見つけるための調査中だと」

　先客２、桃もも子こが日本海のかけ橋になった。

「ですから。女子更衣室は使えなかったんです」

「なるほど。理解したよ」

　男子達はなっとくした。

「少し外で待ってればいいんだな」

「申し訳ございません。よろしくお願いします。それじゃ椎しい子こちゃん。早く終わらせましょう」

　って桃子は隣となりに語りかけたけど、何な故ぜか椎子は自分のブルマー姿見てぽつねんとスポット浴びてた。

「はぁ」

　おまけのため息付きだ。

「どうしたんですか？　椎子ちゃん」

「地球遺産って言ったら。さっきの倉くら地ち先生の姿を思い浮かべちゃって」

「ああ、ブルマー体操着姿の？」

「あれは反則よね。ただでさえ窒ちつ息そく死しさせれるような胸してるのに、ぴちぴちの体操着でそれがさらにパワーアップ強調されてるんだから」

「きっと誰だれかのを借りたんですね。サイズがぜんぜんあってませんでした」

「く～～。いつかアタシだって地球遺産。いいえ、宇宙遺産って呼ばれるまでに成長して見せるわ！」

「がんばって下さい。椎しい子こちゃん」

　桃もも子こはぱちぱちと純じゆん粋すいな拍手を送った。

「さ、馬鹿なことやってないで着替えましょ」

　しきり直して服に手をかけた椎子はきっとまだそこにいる男達を睨にらみ付けた。

「ちょっとあんたら。さっさと出て行きなさいよ」

「あ、うん」

　男子達は先を争うようにして出て行った。

「不思議ですねぇ」

　桃子が一人、小首を傾かしげた。

「ど～～したの？」

「いえ、皆さん。なんだか目の中に真赤まつかなクモを突っ込んで出ていったから」

　椎子には桃子が何言ってんのかさっぱり分からなかったけど、桃子が分かんないことを言うのはいつものことだし、イチイチ気にしてたら脳細胞がいくつあっても足りないから無視して着替え始めた。

「へんですねえ」

　桃子は真剣に悩み続けた。




「倉くら地ち先生には帰れって言われたけど」

「やっぱり気になりますよね。七しち味み先せん輩ぱい」

　唐とう子こと小こ夏なつはそんな会話しながら女子更衣室へ向けて廊ろう下かと上うわ履ばきをぶつけていた。

　一度は倉地に首根を摑つかまれて玄げん関かんから放り出された二人だったけど、またひょこひょこと帰って来たのだ。

　そりゃあもう二人の動機は好こう奇き心しんという言葉以外の何物でもない。

「まだアタシの体操着着てスタンバってるのかなぁ」

「あ、あの体操着って七味先輩のだったんですか？」

「そうだよ」

「ピッチピチだったからもっと小さい人のだと思ってたんです」

「…………悪かったわね。サイズが小さくて」

　唐とう子こはチラっと自分の胸元を見下ろし、ため息を吐はき出した。

　長なが野の県の名所って言うか………飯いい波なみ市のだんご屋って感じの胸元だ。発展途上国もいいとこ。倉くら地ち先生のプロポーションを大都会とするなら、唐子のは最近やっと駅前にスーパーが出来ましたってとこだ。

「そんな気にしないで下さいよ。倉くら地ち先生が着たからそうなっちゃっただけなんですから。それに私の体操着なんか着れもしなかったんです。最初貸してくれって頼まれたんですけど首しか通りませんでした」

　唐子はチラっと小こ夏なつの胸元を見た。

　最近稲作を覚えましたって感じだった（ちなみに銀ぎん花かは最近二本足で歩けるようになりましたって胸元ね）。

　唐子は大いに自信を取り戻もどすと背筋を伸ばした。

「なんか手伝わせて下さいって頼もうっと」

「そ～～ですね」

　二人で頷うなずき合って、更衣室前までやって来たその時。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　鼓こ膜まくもつんざけとばかしの悲鳴がぶっ飛んで来た。

「悲鳴だわ！」

　二人は顔を見合わせた。

「覗のぞき犯人が出たのか！」

「はたまた刑事さんに襲おそいかかられたのか！」

　ドアを開け唐子と小夏は女子更衣室に飛び込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか！　倉地先生！」

　そこで二人が見た光景は想像をはるかに超ちよう絶ぜつするもんだった。

　最も寄よりのロッカーを持ち上げた倉地の姿がそこにはあった。

　ぶんって風を切る音をたててロッカーが投げられる。
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　ロッカーは窓ガラスを突き破り、そこにいた衆へとのしかかった。

　ぐわっしゃ。

　それで終わりだった。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「う～～ん。私の出る幕はなかったね」

　今頃ごろになって漆うるし野のがひょっこり顔を出した。

　出てきた漆野は割れた窓から首を伸ばして向こう側の光景を覗のぞき込んだ。

「ふむふむ。青春色の集団が見事に潰つぶされているな」

　残りの面々も覗のぞき込んだ。

「あ、これサッカー部の人達ですよ！」

　小こ夏なつが叫んだ。

「う～～む。この中にこれまでの覗きの犯人がいるんだろうか？」

　漆うるし野のはあごを手でしゃくってそう呟つぶやいてから、ニヤっと笑みを浮かべた。

「ま、片かたっ端ばしから尋たずねればいいか。じっくりとね」

　悪魔ってこんなふうに笑うんだろうなって唐とう子こは何気なく思った。




　大会議室にての取り調べが終わるのを、唐子と小夏は廊ろう下かに腰こしを下ろして待っていた。

　倉くら地ち先生は小さいサイズの体操着で胸を締め付けられて気持ちが悪くなったとおっしゃってお帰りになられた。

　だからこうして二人で待っている。漆野刑事の愛のこもった取り調べが終わるのを。

　かれこれ三十分の間に、すでに二十五発も銃じゆう声せいがして来たのが恐こわくてしょうがなかった。

「止めて下さい！　刑事さん！」

「僕が悪かったです！」

「うぎゃぁぁぁぁ！」

「殺さないでぇぇぇ！」

　とかいう悲鳴が聞こえて来るのは、もっともっと恐かった。

「いやはや、この学校には季節外はずれの蚊かが多いね」

　なんてのたまいながら漆うるし野のが出て来たのは、取り調べが始まってから四十と二分ばかしたった後のことだった。

「ど～～でした？」

「う～～ん。私が優しく取り調べた結論としては、追い求める犯人とは違うな」

「そ～ですか」

「ああ。なんでも男子更衣室を占せん拠きよした女子二人から、倉地君のブルマー姿のことを聞きど～～～～しても見たくなってしまって犯行におよんだそ～～だ」

　漆野は若いってしょ～～がね～～な～～ってヘラ笑った。

「とりあえずおしおきってことで全員頭をカミソリでツルッツルにしたあと脱毛剤をたっぷりと塗り込んでやった。ま、これで少しは反省するだろう」

　その言葉を合図としたように、会議室からサッカー部員達が出て来た。

　頭で蛍けい光こう灯とうの光を反射させながら、彼らはしくしく泣きながら帰って行った。

　そこに青春色はなかった。

　あるのはどこからか木もく魚ぎよと鐘の音が聞こえてきそうな無気味な色。

　半年放置した納なつ豆とう色いろだ。

「なんか、お坊ぼうさんの行列みたいだね」

「あ、私も先せん輩ぱいと同じこと思いました」

　唐とう子こと小こ夏なつは静かに合がつ掌しようしてあわれなサッカー部員達の冥めい福ふくを祈った。

「ところで、倉くら地ち君が見当たらないようだが」

「倉地先生は帰りました。胸んとこが小さい体操着を着て気持ち悪くなったからって」

　小さいってとこを強調して言った小夏は唐子にギロって睨にらみ付けられた。

　でも小夏は気がついてなかった。面つらの皮は五ご寸すん釘くぎにでも耐えられるくらい厚いのだ。

「そうか、倉地君はいないのか。そりゃありがたい。倉地君は勘かんが働くからなぁ」

「は？」

「いいや、何でもない何でも。それじゃ君達。僕はこれからちょっと軽い仕事があるんでね。失礼させてもらうよ。アデュー」

　漆野は足早に立ち去ろうとしたけど、ふと足を止め振り返った。

「あ、更衣室の窓は用務員さんに頼んで直してもらってたから。すぐにでも使えるよ。じゃ、今度こそ本当のお別れだ。アデュー。また明日あした」

　漆野はさっさとその場を後にした。

　新婚三日目の家に帰る旦だん那なさんみたいな足取りだ。

「漆野刑事。何急いでるんですかね」

「さ～～、これから撃うち合いでもあるんじゃないの」

　半なかば本気でそう呟つぶやいてから、唐とう子こは大きく伸びをした。

「それじゃ帰ろ。もう学校に残ってるの用務員さんとアタシ達だけだよ」

「そ～～ですね」

　てっくてくと玄げん関かんへと向かう途中、思い出したように小こ夏なつが小さな口を開けた。

「あ、そ～～言えば駒こま犬いぬ先せん輩ぱいってどうしたんです？　放課後、七しち味み先輩と一いつ緒しよだったじゃないですか」

「う～～～ん。それがね。知らない間にいなくなっちゃってて」

「へ～～。帰っちゃったんですかね」

「も～～。帰るんなら帰るって一言言ってくれればいいのに」

　ほっぺた膨ふくらめたまま唐子は下駄箱から外履ばきを引っ張り出した。

　もう時間が遅くて玄げん関かん閉まってるから、脇の職員出口へと向かう。

「明日あした怒っとこ」

　唐子は職員出口の小さな扉とびらを開けた。

　途と端たん。

　どしゃぶりの雨が振って来た。

　バケツをひっくり返した雨っていうのはまさにこ～～ゆ～～のだろう。

　唐子はゆっくりと頭上を見上げた。

　バケツがひっくり返っていた。って言うか逆さになったバケツが吊つるされていた。

　扉を開けるとバケツが逆さになるしかけ。いわゆる水系トラップって奴やつだ。

「うわ～～。七味先輩！　びしょ濡ぬれですよ！　うわ～～」

　小夏が唐子の後ろでやかましく騒さわいだ。

　一人だけちゃっかり危険回かい避ひして水一滴かかってないってのがちょっとむかついた。

「誰だれですかね。今時こんなイタズラするのって」

「イタズラにしては度が過ぎる」

　唐子は潰つぶれたあん饅まんみたいな顔でブスって言ってから自分の体を見た。

　見事に水がしたってた。このまま帰ったら河かつ童ぱの親しん戚せきと思われるかもしれないからやだった。

「しょうがない。ジャージに着替えて帰るよ。でも更衣室使いたくないな」

「あ、不思議研の鍵かぎ貸しますよ。あそこで着替えれば。私いつもそうですし」

　小夏がにこやか～～な顔してガイコツ印の鍵を突き出した。

　唐子はゴクリって唾つばを飲み干して考えた。

　不思議研究室。

　古こ今こん東とう西ざいの不思議な物が集まるお部屋。

　本物っぽい骸がい骨こつとか、本物っぽい猿さるの手とか本物っぽい干した首とかなどなど……。

　それら実は本物って噂うわさもあるくらいだ。

　あそこで服脱ぬぐってのは…………なんか命めい日にちを宣告されそうでとってもいやだ。

「更衣室で着替えるよ。窓直ってるって言うし。もう微び妙みような時間は過ぎたから安全だろうし。あ、先に帰ってていいよ」

「い～～ですって。夜道一人はお互いに危あぶないですし。私、学校前のコンビニで立ち読みしてますね」

「そう。ありがとね。それじゃなるべく早く行くよ」

　唐とう子こは後こう輩はいに礼を言うと、体のあちこちをとりあえずしぼってから学校へと入って行った。

「それにしてもおかしいの。どうして不思議研で着替えないんだろう」

　小こ夏なつは心底不思議そうに小首を傾かしげた。

　あの部屋で服が脱ぬげる奴やつ。あの部屋でくつろげる奴。あの部屋で飲むお茶をうまいと思える奴。

　それが世界中で自分だけだってことを三みつ石いし小夏はまだ分かっていない。

「あ、確か今日は月刊不思議通信の発売日ですね。急がなくちゃ」

　小夏はとこととこ駆かけ出した。二十三歩程駆けたとこで、小夏は足を止めて顔をほころばせた。

「あ、用務員のおじ～さん」

「お、不思議の国のお嬢じようちゃん」

「も～～、いつも言ってるじゃないですか。不思議研究部部長、一年５組の三みつ石いし小夏だって」

「すまんすまん。年取ると物忘れが激しくてな」

　見るからに用務員っぽい老人は歯のない口を開けて笑った。

　小夏はこの用務員の林はやしさんのキャラがミョーに気に入っていた。

　言動も行動もくたびれた地味系老人だけど、内面に隠かくされたファンキーな趣味が小夏のツボをついてるのだ。

　一度、用務員室の前を通りかかった時、着替えしてる林さんの後ろ姿を見たことがあるのだ。

　ものすごく派は手でなシャツを着ていた。

　観かん音のん様さまとか竜りゆうとか描かれてて最高にパンチがきいてた。

　なんか妙みように肌はだに密着してたシャツだったけど、そんなことはど～～でもよかった。

　それから、小夏は林さんとこうして会話する仲になった。

「そうそう。不思議の国のお嬢ちゃん。刑事さんを見なかったかの？」

　林さんは目をしょぼしょぼしながらそう聞いて来た。

「漆うるし野の刑事？　もう帰っちゃったと思いますけど。どうかしたんですか？」

「いや、バケツとロープを借りてったままでの」

「バケツとロープ？」

「まぁ明日あした返してもらえばいいんじゃがな。それじゃの」

　林はやしさんはひょっこりひょっこり去って行った。

「バケツとロープねえ」

　小こ夏なつは顎あごに手を当ててポーズを決めるとしばし考え込んだ。

「バケツにロープを縛しばり付けて振り回しても水はこぼれませんって実験でもするのかな」

　もし近くをシャーロックホームズが歩いていたら、小夏のマイナス行っちゃってる推理力に悶もん絶ぜつしただろう。それどころか飛び蹴げりをくり出しちゃうかもしれない。

　おそらく。
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　目が覚めたら……………。

　暗かった。

　目をごしごし擦こすっても………。

　やっぱり暗かった。

　しかも身動き出来ないくらい狭せまい空間。

「はて？　ここはどこなんだろうか？」

　脳のう味み噌そが半回転中の銀ぎん之の介すけが最初に覚えた疑問がそれだった。

　銀之介は暗闇の中でぱっちんぱっちん瞬またたきした。

　もしや、僕は人身売買組織に捕まって箱詰づめにされてしまったのだろうか。商品名、狼おおかみ人間ってタイトル入りで。

　ド阿あ呆ほなことを考えて銀之介は青くなった。頭の片かた隅すみでいくらぐらいの値段つけられてんだろって興味も覚えた。

　それでも、脳のう味み噌そが一回転、二回転と回転していくうちに、そんなド馬鹿な想像も千ち切ぎれて消えていく。

「そ～～言えば………」

　銀之介の頭に記憶って名前のブロックがぽっこりぽっこり浮かんで来た。

「そ～～だ、僕が放課後、不思議研へ向かおうと唐とう子こと一いつ緒しよに廊ろう下かを歩いてたら……」





　回想劇場

「何も倉くら地ち先生の囮おとりなんか見物しに行かなくてもい～～のに」

「何言ってるの銀之介君。犯人見たくないの？」

「そりゃ見たくないって訳じゃないさ。そいつのせいで僕はおいしくない夕食を食べてイチゴパンツを押しつけられたんだから」

「？？？」

「でもわざわざ行かなくたって、犯人が捕まったら新聞に載のったりするだろ。それを見れば」

「も～～。リアルタイムの捕とり物ものが見れるチャンスなんだよ。新聞なんかとじゃ迫力が違うよ迫力が。舞台だってビデオにとっちゃうとその面おも白しろ味みが半分も出ないって言うし」

「それとこれとは違うような気もするけど」

「とにかくアタシは行くからね」

　ずんずんと歩いていく唐とう子こ。その背中から漂ただようのは好こう奇き心しんのオ～ラだ。

　１００万人が行くなって言ったって彼女は歩みを止めないだろう。

　１００万と１人が行くなって言ったら少し考えるかもしんないけど、この街の住人全部集めたって１００万と１人になんない。

「しょうがない。お供ともするよ」

　銀ぎん之の介すけが唐子に追いつこうと走り出した直後のことだ。

　いきなり何物かによって後ろから首をがっちりはがい締じめにされた。

「倉くら地ち君から名前を教えてもらったよ。駒こま犬いぬ銀之介君」

　耳もとで囁ささやかれたその声には聞き覚えがあった。

「漆うるし野の刑事！」

「覚えていてくれてありがとう。そんな君にプレゼントだ。なんと私と一いつ緒しよに捜そう査さに参加出来る権利を与えようじゃないか」

「遠えん慮りよします[image: 三点リーダ][image: 三点リーダ]」

　それ以上は言葉が出なかった。

　コメカミに冷たい筒つつ状じようの物体を押しつけられたからだ。

「気のせいかな。今、遠慮するとかしないとか聞こえたような」

　銀之介はぷるぷると首を振った。

　延命のためには振るしかなかった。

「そうか。快く協力してくれるか。ありがとうありがとう。それじゃ早速向かおうじゃないか。犯人が待ってるぞ」

　銀之介はそのままズルズルと引き摺ずられた。拉ら致ちだ誘ゆう拐かいだ人さらいだ！

　でも助けれてくれる勇気ある人は近くにいなかった。

「何、別に難しいことをさせようと思ってる訳じゃない。もしもの時には私が押しつけるカメラを持っていてくれるだけでいいんだ。悪いことにはしないよ」

　思いきり裏のありそうな言葉だった。

　銀之介はズルズル引き摺られながら、災さい難なんという言葉の意味についてじっくり考えた。


回想終わり








「そ～～だ。あのまま漆野刑事に引っ張られてここに連れてこられて問答無用にロッカーに押し込まれたんだ。それからブルマー体操着っていうちょっと危あぶない格好した倉くら地ち先生がやって来て。漆うるし野の刑事と倉地先生がなんか昔のことを語り合ってるのを耳にしてるうちに意識が底無し沼にめりこんでって。眠ねむっちゃったんだ」

　全すべてを思い出した銀之介は、暗闇の中苦笑した。

「よく立ったまま眠れたもんだ。昨日きのうの寝不足がたたったんだな。恐おそるべし、二人百人一首」

　二人百人一首の驚異的威力に銀ぎん之の介すけは素直に感心した。

「で、囮おとり作戦は………終わってるなこりゃ。こう暗くなってるとこを見るともう遅いんじゃないか。そ～～と～～眠ってたんだな。僕。早く帰んないと」

　銀之介がロッカーの扉とびらを開けようと内側から手を当てた時だった。

　ロッカーにくっついてるサメのえらみたいな隙すき間まから強きよう烈れつな明かりが差し込んで来た。

　誰だれかが更衣室の明かりをつけたのだ。

　久しぶりの光に、アナモグラは目を閉じた。

　漆野刑事かな？

　ってサメのえらから外の世界を見る。

　濡ぬれたセーラー服が見えた。

　ちちちって視線を上げると、見慣れた顔がくっついてた。

　唐とう子こじゃないか。まだ学校にいたのか。ちょうどいい。一いつ緒しよに帰ろう。




　ロッカーを開けて外に出る。

　囮おとり作戦はどうなったかを聞く。

　それから唐子と一緒に家路につく。

　途中のコンビニで肉まん買って食べる。

　唐子とバイバイする。

　家に着く。




　これが一いつ瞬しゆんで組み立てられた銀之助の計画だった。

　でもその計画は一番最初の段階で頓とん挫ざした。

　ロッカーを開けられなくなってしまったのだ。

　理由は簡単だ。

　唐子が制服を脱ぬぎ出したのだ。

　首んとこのスカーフをすっと引き抜いた唐子はそのまま上着を脱ぐ。真っ白いシャツが現れる。さらに手は下へと伸ばされる。

　おいおいおいおいおいおいおい。

　　　　　（銀ぎん之の介すけの心の声）

　プチっとスカートの止め具を外す。そのままパサッと落ちるとそこにはぶるまぁが残ってるって寸法だ。

　……………これは……ヤバイっすよ。

　　　　　（続、銀之介の心の声）

　さらに唐とう子こはシャツのボタンに手をかけた。一つ一つ、ボタンが外はずされていく。

　銀之介は息も出来なかった。

　見ちゃ駄だ目め見ちゃ駄目と脳のう味み噌その中で誰だれかが必死にわめいてるけど体が動いてくれない。

　目を閉じるんだ。いいな。１・２・３でだぞ！

　銀之介は１・２・３とゆっくり数えて両眼に思いきり力を込めた。

　ゴクリ。

　喉のどが鳴った。喉は鳴ったんだけど……。

　ご主人様の意志に反して眼は思いきり見開かれたままだった。

　あぁ、この馬鹿！　変態！　スケベ！　トーヘンボク！

　思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言げんを目ま蓋ぶたにぶつけたけど、目蓋は言うこと聞いてくれなかった。

　唐子が最後のボタンを外した。シャツに手をかけてそれを脱ぬぐ。

　唐子はブルブラになった。

　出るとこは出て引っ込むとこは引っ込んで。お世せ辞じにもダイナマイツとは言えないけどバランスの取れた良質だ。

　………………………………。

　　　　　（続々、銀之介の心の声）

　銀之介の思考が停止した。

　心電図で言えばさながらピ～～～って状態だ。

　ついでにつ～～～って鼻から赤い物が流れ出したけど、それに気がつく精神状態じゃなかった。もう終ってた。

　唐子は体操着袋からジャージを引っ張り出した。

　なまめかしいブルブラ姿の寿じゆ命みようもあとわずかって時だ。

　唐子が何か物音に気がついたのか、眉まゆを顰ひそめた。

　そのままゆっくりと首を動かし視線を窓の方向へと向けて行く。

　そして………何かを見た。

「いや～～～～！」

　唐子はジャージを胸元に押しつけて超特大の悲鳴を上げた。

　その悲鳴で、停止していた思考が復活した。ピ～～～ってなってた線にジグザグに波が走ったのだ。

　唐とう子こが危あぶない！

　男の使命がキラリと燃えた。ガチガチになってた筋肉がビクリと動いた。

「痴ち漢かん犯人かぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　銀ぎん之の介すけは飛び出した。

　飛び出してから銀之介は気がついた。

　自分が招まねかれざる客、って言うかここにいちゃいけない客だってことに。

「失礼。今日は巨人阪神戦があるから」

　訳わかんないこと言ってロッカーに帰ろうとする銀之介だったけど、首筋をギュッて摑つかまれた。思いきりだ。

　振り返りたくないけどとりあえず振り返った。

　で、振り返らなきゃ良かったって心の底から後悔した。

「ぎ～～～ん～～～の～～～す～～～け～～～」

　唐子は怒っていた。傍はた目めから見たって怒りの炎ほのおがボーボー燃えさかっていた。イフリートだ。

　銀之介は、これまで生きて来た生しよう涯がいで何度目かに本気で殺されると思った。

　なんとしてでもこの怒りの魔神から逃のがれなくちゃと思った。

　そして、最高のカモを思い出した。

「唐子！　詳くわしい話は後だ。今は痴ち漢かん犯人を追いかけることが先だ！　追いかけないと」

「そうだ！　痴漢犯人！」

　唐子は唐子らしく、速効カモに食らいついた。

「いたんだよ。毛むくじゃらで牙きばがにゅっと出てた。早く追いかけないと！」

　唐子が素早くジャージの上を着ると窓から飛び出した。

　銀之介も窓んとこまで行って目をこらした。

　高いフェンスをよじ上る毛むくじゃらな影が見えた。唐子とのすったもんだでしっかり逃亡時間を与えてしまったよ～～だ。銀之介の見てる間にフェンスの向こう側へと乗り越えそのままぴょんと飛び降りる。

　闇の中に消えて行く犯人を見ながら銀之介は他ひ人と事ごとのように呟つぶやいた。

「ありゃ～～追いつけないね～～～」

　その直後だった。

「はいど～～～ぞ」

　窓の外から唐子がどんぶりを突き出した。

「これ見て早く追いかけて！」

　唐子がつき出したどんぶりの中身が何ナノカ……だいたい想像がつく。

「………唐子。これどこで？」

「そこのフェンスの向こうに屋や台たいのうどん屋さんが来ててさ。後で必ずお金払いますって言って作ってもらったの。フェンスにちょうどどんぶり一つ分の穴が開いてて良かったな」

　銀ぎん之の介すけは唐とう子この指さす方へ目を凝こらした。

　屋や台たいのうどん屋が見えた。見覚えのあるうどん屋だった。

　そう、この間の銀ぎん花か救出の時、真っ昼間から妙みようちくりんなとこで開業してたあのうどん屋だ。

「あのじいさん。どこにでも出てくるんだな」

「早く！」

「ああ。分かった分かった」

　銀之介は窓の外から突き出されたどんぶりを受け取り中を覗のぞき込んだ。

　もちろん中身は月見うどんだった。

　衝しよう撃げきと快感がマーブルで体をかけ巡めぐった。

　全身を覆おおう獣けものの毛。にょきっと突き出る耳。ダイヤモンドを嚙かみ砕くだく顎あごと牙きば。鉄をもなます切りに出来る爪つめ。

「あおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　すっかり狼おおかみ男になった銀之介は更衣室の天てん井じようを見上げて一声吠ほえた。

　どーも変身すると血が騒さわいで一発吠ほえずにはいられないのだ。

「頼んだよ。銀之介君」

「まかせなさい！」

　どんぶりを唐子に手渡し、銀之介は窓から飛び出した。一気にフェンスを駆かけ登り、向こう側へと飛び降りる。所要時間わずか三秒。狼おおかみ男か８エイトマンじゃなきゃ出せないタイムだ。

　それから地べたに這はいつくばるとクンクンと鼻を鳴らした。

　一般ピープルの数万倍の嗅きゆう覚かくが新しい足跡の匂においを嗅かぎ取る。

「こっちか」

　銀之介は四本足で駆かけ出した。銀色の毛並みが風圧でぴったりと体に張り付いた。走る姿はまるで銀色の弾丸だ。

　本人には悪いけど、人間時とは比べものにならないくらい格好よかった。




「がんばってねぇ！」

　すっ飛んで行く銀之介を、唐子はフェンス越しに応援した。

「さってと、アタシも大回りして追いかけないと」

　動き出そうとするけど、右手の重みを思い出し見下ろす。

　月見うどんが湯気を立てていた。

　これを冷めるがままにしておくのはうどん屋の娘むすめとしては許されない行為だった。

「もったいなから。食べてっちゃお」

　唐とう子こはその場にしゃがみこむとお行ぎよう儀ぎよく両手を合わせた。

「いっただっきま～～す」

　割わり箸ばしパキッてして速そくどんぶりにつっこむ。

　うどんをずるずるって音をたててすすった唐子の目が大きく見開かれた。

「これは！」

　何かに取り付かれたようにどんぶりと格闘した唐子は最後の一筋をすすり叫んだ。

「おいしぃぃぃぃ!!！」

　立ち上がると命かかってるような瞳ひとみで屋や台たいの方を見た。

「ねぇ、これどうやってダシ取ってるの？　どうやってこのコシを出してるの？　どこの農家から仕入れてる卵なの？　教えて!!」

　屋台は忽こつ然ぜんと消えていた。

　一いつ匹ぴきの野の良ら猫ねこがニャーと鳴いて後ろ足で顎あごを搔かいてるだけだった。

「もしかして、うどんの神様？」

　唐子は神しん妙みような顔つきで最高にくだらね～～ことをのたまった。




「くんくんくんくん」

　曲がり角にて鼻をならして、銀ぎん之の介すけは犯人の匂においを嗅かぎ取った。

　どんどん匂いは新しくなっている。もうすぐそこにいてもおかしくないはずだ。

「こっちかぁ！」

　角を右に曲がった銀之介は見た。

　前方の街灯の下、ゴミ収集車の運転席に乗り込もうとしてる毛むくじゃらの奴やつの姿を。

　車のエンジンがかけられた。恨うらみでもあるような勢いでアクセルが踏ふみつけられたのだろう。排気ガスぶっぱなして車はスタートした。

「逃がしてたまるか！」

　銀之介は走った。人間時には人の皮をかぶったカタツムリだの一生懸けん命めいなカメだの言われてる銀之介だけど変身時の脚力は鬼おにだ。

　新幹線の隣となりを走りつつ乗客とにらめっこが出来るくらいなのだ。

「お前のせいで！」

　車に追いついた銀之介はぐわっしと後部バンパー辺あたりに爪つめを食い込ませた。

「僕は！」

　そのまま足をふんばる。足の爪がアスファルトをがりがり削けずり、やがてがっちりと制止する。

「謂いわれのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを受けて！」

　両りよう腕うでに力を込めた。人間時には人の皮をかぶった小ウサギだの小学生並みの腕わん力りよくだの言われてる銀ぎん之の介すけだけど変身時の腕わん力りよくは鬼おにだ。

　校庭のローラーを持ち上げて片足飛びが出来るくらいなのだ。

「イチゴパンツを押しつけられたんだぁぁ！」

　銀之介は車を横転させた。もはやいくらタイヤががんばろうが車が動く訳がない。

「ひいひいひい」

　火のついたダイナマイトを尻しりの穴に突っ込まれたように運転席から毛むくじゃらな奴やつが這はい出てくる。

　銀之介は犯人の前に仁に王おう立だちになった。

　犯人はゆっくりと銀之介を見上げて、その人間離れした姿に両目を見開いた。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　犯人は気絶した。

「僕ってそんなに恐こわいかな」

　銀之介は怒りも忘れてちょっぴり落ち込んだ。




「銀之介く～～～ん！」

　ちゃんとズボンを履はいて追っ付けかけつけて来た唐とう子こが遭そう遇ぐうした光景とは。

　横転するゴミ収集車と。

　窓から半身乗り出してぐったりしてる犯人らしき毛むくじゃらと。

　その隣となりで落ち込んでる見慣れた毛むくじゃらだった。

「銀之介君………何してるの？」

「いや………何でもないよ。それよりほら。そいつが犯人だぞ」

「え!!　犯人!!」

　目を輝かせて唐子は犯人を覗のぞき込んだ。

「もしかしてこの人も狼おおかみ男？」

「違うよ。ぬいぐるみだよ。匂においだってぬいぐるみのゴムっぽい匂いがぷんぷんしてる。まあ唐子には分かんないか」

「そ～～か。そ～～～だよね。どう見たってぬいぐるみだよね。これに比べたら銀之介君の方がはるかに…」

「はるかに何だ？」

　一いち抹まつの希望を胸に銀之介は顔を突き出した。

　もし、ここで唐子がはるかに格かつ好こういいなんて言ってくれた日にゃぁ落ち込み解消でハッピーでラッピーになるだろう。

　逆にはるかに恐いなんて言われた日にゃぁ落ち込み度数倍増で立ち上がれなくなる。

「はるかにね」

　銀ぎん之の介すけの不安なんぞ全く知らず、唐とう子こはにこやかにぶっぱなした。

「かわいいよ」

　落ち込み度倍増で立ち上がれなくなるってことはなかった。

　でもハッピーでラッピーにもなれなかった。

「喜ぶべきだろうか？　落ち込むべきだろうか？」

　銀之介が神しん妙みような顔つきで考え始めた時だ。

　ぴくり！

　銀之介の耳が二、三度ぎょいぎょい動いた。

「不思議研の三みつ石いしちゃんの声だ」

「え？　アタシには聞こえないけど」

「間違いない。なんなんですかね～。今の音。なんか事件の香りがしますって呟つぶやきながらこっちに向かってるぞ」

「そ～～なんだ。じゃ待ってて言おうよ。アタシ達が捕まえましたって。そのうちお巡まわりさんも来て。もしかしたら表彰状くれるかもしれないよ。そしたら店に飾るんだ」

　瞳ひとみの中に夢って書く唐子に、銀之介は冷ややかに言った。

「表彰状もらう前に、僕が撃たれてるよ」

「……そっか。その姿ヤバイもんね」

「ああ」

　その頃ころになると、唐子の耳にもなんなんですかね～～って好こう奇き心しんの詰つまった声が聞こえて来た。間違いない。歩く傍はた迷めい惑わくの声だ。

　もうすぐ到着なのだろう。ぼやぼやしてる時間はない。

「三十六計逃げるがなんとかって奴やつだ。逃げよう」

　銀之介は唐子をひょいって抱だきかかえると両足に力を込めて跳ちよう躍やくした。

　数刻後、小こ夏なつが到着した。

　目の前に転がってる最高に面白そうなモンに、小夏の眼鏡めがねがキラリンと輝いた。




　シュタ！

　唐子をかかえたまま銀之介は校庭の片隅に降り立った。

　人目のないとこをぴょんぴょん飛び回ってやって来たのだ。

「ま、明日あしたの新聞には今回の事件の犯人のことが載のるだろう。それで家族の誤解も解けて、夕飯もおいしくなって。イチゴパンツも持ち主んとこに戻もどるだろ。いや、良かった良かった」

「うん。これで皆が安心して更衣室を使えるようになったし、お風呂だってゆっくり入れるだろうし。ご苦労様だよ。銀之介君」

「な～～に、軽い軽い」

　二人はあははははと笑った。

　たっぷりほのぼの空気まき散らしてから、片方が表情を一変させた。

「さてと、それじゃ中断してた話に戻もどすよ」

「え？」

「銀ぎん之の介すけ君！　ど～～してあんなとこにいたの！」

　怒りの魔ま神しんの復活だった。どうやら箱かなんかに詰つめて怒りのオ～ラを大事にとってたらしい。フタを開けた今、そのテンションは危険数値だ。

「あれはな、仕方のない理由があるんだ。決して覗のぞきしようと思ってた訳じゃないんだ。つまりな。そのだな。あのだな……」

　かくかくしかじか。

「って訳なんだよ」

　銀之介は一部始終を説明し訴えた。悪いのは僕じゃありません。漆うるし野の刑事と夜遅くまで百人一首をさせた銀ぎん花かですと。

「それに大だい丈じよう夫ぶだぞ！　唐とう子こ。ハッキリ言って僕は何も見てない。本当だぞ！」

「本当に見てないの？」

　唐子の目から一いつ瞬しゆんだけ怒りの色が消えた。

　行けるぜって確信した銀之介は何度も何度も頭を縦たてに動かした。

「見てない。何も見てない！」

「それじゃ問題です。アタシの下着の色は何色でしょう」

　ここで正直に白なんて言ったら見ていた証しよう拠こになってしまう。それぐらい脳のう味み噌そ回転のよろしくない銀之介だって分かる。

　言い換えれば白以外の色を言えば自分は助かるのだ。

　ちょろいぜ。

　銀之介は内心で舌を出しながら口を開いた。

「え～～っと………紫……かな？」

「ピンポーン。正解です」

　予期しない唐子の答えに銀之介はおおいに慌あわてた。

「ちょっと待て。あの色はどー見たって白じゃないか……。自分で確かめて見ろよ…………」

　銀之介は気がついた。

　脳味噌の足りない小羊がしっかりと罠わなにかかってしまったってことに。

「見たんだ」

　唐子が、うつむきながらものすごく険けん悪あくな声をひねり出した。

「全部見たんだ」

　さらに野球部の忘れ物だろう。その手には金属バットが握にぎられている。

「いや、あれはその。つまり事故って言うかなんて言うか」

「南国！」

「え？」

「南国！」

　唐とう子こが何を言いたいか、こ～～ゆ～～パタ──ンを何度か味わってる銀ぎん之の介すけには一いつ瞬しゆんにして理解出来た。

　銀之介は自らの頭ず蓋がい骨こつを守るため、思いきり魂たましい込めて叫んだ。

「分かった。明日あしたの放課後必ず！」




　　　　　９




　翌日の放課後。

　どど～～～んとどでかいパフェが銀之介の前にそびえ立っていた。

　でももうすぐこの山も消え去るだろう。

「うん。おいしいおいしい。やっぱ違うね。本場物は」

　唐子がスプーン片手に満面の笑みで標高を下げてるからだ。

「悪いね。この南国パイナップルパフェ前から食べたいと思ってたんだ。でもこれ最高級パイナップル使ってるとかで一つ二千五百円もするから」

「ど～～ぞ、気になさらないで。しっかりずずいっと食べてくださいまし。お気のすむまま気の向くまま」

「本当にありがとね。あ、銀之介君も食べなよ。はい」

　唐子は銀之介の手に無理矢理長いスプーンを握らせるとまた戦いに戻もどった。

　銀之介はそっと脇わきで財さい布ふを開いた。

　パフェは南国だけど財布の中は北国だった。

　唐子にぶっとばされるくらいなら、今月赤せき貧ひんで過ごす方がなんぼかマシだと心の中で呪じゆ文もんのように繰り返した。

「そうそう。新聞部の新聞読んだ？」

　唐子の生クリーム飛ばしまくりの質問に、銀之介はこくこく頷うなずいた。

「ああ。しっかり読んだよ。って言うか読まされた。三みつ石いしちゃんに」

「コピーしてあっちこっちに配ってるみたいだったよ」

「だろうな」

　銀之介は鞄かばんから電話帳みたいなもんを引っ張り出した。

「それ、電話帳じゃないよね」

「ああ。学校新聞だよ。うっかり家族に見せたいって言っちゃったんだ。そしたらドサっと」

　銀之介は電話帳の表紙にいやいや目を落とした。
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「今度、塵ちり紙がみ交換にでも引き取ってもらうよ」

「そ～～しなよ。パルプの無む駄だしちゃいけないからね」

　アイスクリームを口に突っ込んだ唐とう子こがブルルって震ふるえた。

　唐子は照れくさそうに口を開いた。

「冷たい物食べてたらトイレ行きたくなっちゃった。行って来る。あ、パフェー食べてていいけど一番上に載のってる特大パインは残しておいてよね。食べたら七代先までたたるから」

　唐子はきっちりそう言い残してトイレへとすっ飛んで行った。

「女の子は冷たい物を食べると膀ぼう胱こうのじゃぐちが緩ゆるくなるって母さん言ってたけど、本当だったんだ」

　女の子の体の神秘についてしみじみと感心する銀之介。

　その肩かたが後ろからポンと叩たたかれた。

「ん？」

　何気なく振り返った銀之介の瞳ひとみに、キザったらしいスーツ男が飛び込んで来た。

「漆うるし野の刑事！」

「やあ、駒こま犬いぬ銀之介君。三みつ石いし君２号に聞いたらここじゃなかと言うんでね」

　漆野はどうぞとも言われてないのに唐子が座ってたとこへどっかと腰こしを下ろした。

「知っての通り、事件は解決した」

　漆うるし野のはいけしゃあしゃあとこう続けた。

「ま、全すべて私の働きだがな」

　本当に事件を解決したのは僕なのに！

　銀ぎん之の介すけは喉のどの奥の方でそっと呟つぶやいた。もちろん口には出さない。別にここで自己顕けん示じするつもりもないし、秘密を抱かかえてる以上それをしたらすごいことになってしまう。

「ご苦労様でした」

「そして私はこれからバスで長なが野のに帰らなくちゃならない」

「お気をつけて」

　銀之介はおざなりな口調でそう言った。

「さてと、それはさておき」

　漆野は何を思ったのか身を乗り出すと銀之介に顔を近づけた。

　そして、異様な含み笑いを浮かべながらこう囁ささやいた。

「いやいや、なかなか変わった体質だね。駒こま犬いぬ銀之介君」

「え？」

　銀之介は体を硬こう直ちよくさせた。

「私もこれまでいろんな人間を見て来たが、月見うどんで変身する体質の持ち主は君が初めてだよ」

　銀之介の頭の天てつ辺ぺんから全ての血液が落っこちた。

　脳のう味み噌そが真っ白になった。喉がカラカラでのどチンコがミイラになりそうだった。

　漆野はパフェーの頂点に君臨するパインを指で摘つかむと口に放り込み、カミカミしながら言った。

「そうそう。唐子君はなかなかけっこうバランスの取れたプロポーションをしてるじゃないか。小さい隙すき間まからだったがしっかり見えたよ」

　その一言で銀之介は全てを理解した。

　銀之介と同じように、あの時漆野はロッカーの中にいたのだ（目的は不明だけど）。

　そして銀之介の変身シ～～ンをしっかりと脳味噌に刻んだ目撃者になったのだ。

　もう………おしまいだ……。

　銀之介は、真っ白な灰の塊かたまりになった。

　風が吹けば日本海まで飛ばされそうだ。

「そんなに奇き麗れいに燃えつきる必要はないさ。安心したまえ。私は他ほかの人間とは違う。秘密は守る。ただ君の写真をちょっと使わせてはもらうがな」

　終始笑みを浮かべながら、漆野は立ち上がった。

「それじゃ。バスの時間があるから私は行くよ」

　去ろうとする漆野だったけど、ふと思い出したように足を止めた。

「あ、こっちの写真は返しておくよ。雑誌に載のせるにはもったいない写真だったからね」

　漆うるし野のは胸ポケットから取り出した写真を、まだ灰の塊かたまりやってる銀之介の手に握らせた。

「それじゃ。駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ君。また近いうちに」

　キザっぽくポーズ決めて左前歯をキラリンさせてから、漆野は退場した。

　灰の塊はまだ灰の塊だった。

　喫茶店内に風が吹かないことを祈るまでだった。

「ただいま～～っと。前の人待ってて遅くなっちゃった。あ～～、パイン食べちゃってる。七代先まで呪のろってやるぅ！」

　ぴょこぴょこ帰って来た唐とう子こは寂しくなったパフェを前に大おお騒さわぎした。

「も～～、食べないでって言っといたのに。………ん？　銀之介君。何の写真持ってるの？　見せて見せて」

　唐子は銀之介の手から写真を引き抜いて瞳ひとみに写した。

　ピシリ。

　唐子の右みぎ頰ほお辺あたりにヒビが入った。

「ぎ～～～～ん～～～の～～～す～～け～～～」

　唐子の大地の底から響ひびいてくるような声で銀之介は灰の塊を卒業した。

「ん？」

　唐子の手の中の写真を覗のぞき込む。

　銀之介の目がまん丸に見開かれた。

　写真は、いわゆる生なま着替え写真って奴やつだった。

　紺こん色いろブルマーと白ブラジャーっていう最強のブルブラファッションだった。

　そして、そんな鼻血ボンバーな姿を披ひ露ろうしてくれてるモデルは、七しち味み唐子その人だ。

「ぎ～～ん～～の～～す～～け～～」

　怒りの大だい魔ま神じん復活だった。

「違う！　これは漆野刑事が僕の手に！」

　弁解の時間すらくれなかった。

「この変態男ぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　怒りの大魔神による超特大の一撃！

　しかもパーじゃなくてグーでた。

　人間時は弱っちいコンテストで優勝が狙ねらえる銀之介。

　こしのあるうどんと戦い鍛きたえられた唐子の一撃に耐えられるはずもなく…………景気よくぶっ飛ばされた。

　カウンターの向こうまですっ飛んでコーヒー豆ボックスをぶち壊こわす。

　ドッカァァァァァン！

　大量のコーヒー豆に埋もれながら銀ぎん之の介すけは死にそうな声で呟つぶやいた。

「僕は…………無実だ……」




　　　　　　　　　　　　　　第五話　おわり













　　　第六話　狩谷先生の秘密










　　　　　１




　少年はスクールバスを降りた。

　バス車内のスクールメイトに手を振ってから家めがけて走った。

　緑の小こ路みちを走るとアルファベットで書かれた通り名の看板がある。

　少年はその小さな通りに入った。

　少し行った先に小さな一戸建ての家があった。こぢんまりとした清潔感溢あふれるたたずまいだ。

　少年は、扉とびらを開けた。

「ただいま」

　最初の違和感は、鉄の香りだった。

　そして、いつもなら聞こえるはずの母親が自分を出迎える声もない。

　それに今日は、年の離れた妹のキンダーガートゥンの終了日だ。もう父親と一いつ緒しよに家に帰っているはずだ。

　二人の声が聞こえてこないのも不自然だ。

　少年は、ゆっくりと家の中へと足を踏ふみ入れた。

「父さん。母さん？」

　かすかな物音がリビングから聞こえた。

　皆で、パーティーの準備でもしているのかと、少年は顔を綻ほころばせて居間への扉とびらを開けた。

　少年から笑みが消えた。

　白かったはずの壁が真ま赤つかに染まっていた。

　そしてぐったりと横たわる動かない塊かたまりが二つあった。

「お兄ちゃん……」

　表情を無くした妹が、おぼつかない足取りで歩いてくる。

　少年は手を伸ばすが、妹の体を摑つかむことは出来なかった。

　少年の目の前で、幼い妹は真赤な血を背中から吹き出し倒れた。

　妹の後ろに獣けものがいた。

　血に染まった牙きばと、血の染まった爪つめを持った獣だ。

　銀色の毛並みのその獣は、少年を見下ろしニヤリと笑った。

　少年はがっくり膝ひざを落とした。全身に力が入らない。

　恐おそれ！　恐きよう怖ふ！　絶望！　悲しみ！

　全すべてのマイナスの感情が抵抗となった。

　振り上げられる爪つめを、少年は閉じることの出来ない瞳ひとみで見つめていた。




　男は目覚めた。

　体中にいやな汗をかいていた。

　ナメクジの泳ぐ風呂桶おけに三時間つかった後のような気分だった。

　男は細い眼鏡めがねを取ると軽くハンカチで擦こすりかけ直した。

「またあの夢か」

　男はいまいましげに呟つぶやくとソファーの上に座り直した。

　男の脇わきに、金髪の秘書っぽいおね～さんがやって来るとなんかわけのわからん言葉で二、三語話した。

　いわゆるえ～ごって奴やつだ。

　でもって日本語訳を入れると、

『ゴードン様が部屋にお通しするようにと』

　なんてことをのたまっていた。

　男もえ～～ごで何か言った。こっちも日本語訳にすると、

『分かった。ありがとう』

　そんな感じだ。

　男はソファーから立ち上がった。

　足がめりこんで抜けなくなるような敷物の上を歩いた。

　やがて現れる見るからに体当たりじゃ壊こわせそうにない扉とびらをノックする。

「どうぞ」

「失礼します」

　男は扉を開けると部屋へと足を踏ふみ入れた。

　どえらい豪ごう華かな部屋だった。

　そんなどえらい豪華な部屋の突き当たり、ガラス張りの壁の前に主あるじはいた。

　恰かつ幅ぷくのいい銀髪の老人。ステッキが妙みように似合う気品溢あふれる紳しん士しって感じだ。

「こちらから呼び寄せたのに、待たせてしまって悪かったな」

　老人は流りゆう暢ちような日本語でそう切り出した。

「急な客があってな。つい断わり切れずに」

「かまいませんよ。待合室のソファーで休ませてもらいましたから」

「そうか。それは良かった。まぁ、立ち話もなんだ。かけたまえ」

　老人、ゴードンは男にソファーを促うながした。

　秘書っぽい金髪ね～ちゃんがやって来て、二人分の紅茶セットを置いていく。

　ゴードンは紅茶をすすりながらにこやかに話しかけた。

「どうだ？　仕事の方は。日本人学校の教師だったな。まあお前は優秀だから問題はないだろう。私としてはこの会社に勤めゆくゆくは継ついで欲しいと思っていたのだがな」

「気持ちだけで十分です。ゴードンおじさん。それに、夢だったんです。教師っていうのが僕の。父親も海外派は遣けん教員でしたし」

「そうか。そうだったな」

　ゴードンは少しだけ沈んだ声を吐はき出した。

「あれから……何年たった？」

「十年です」

「もう、大だい丈じよう夫ぶか？」

「おじさんのおかげで僕は。ただあいつは……」

「……そうだな」

　またしんみりとした空気が流れた。

　雨ばっかのイギリス気候に二人のしんみりの相そう乗じよう効果。除じよ湿しつ機きはフル活動させてるけど追いつかない。

「ところで、おじさん。何の用事ですか？　至急ってことでしたけど」

　ゴードンは何も言わず立ち上がりガラス張りの一面へと歩み寄った。

　眼下に広がるロンドンの街並みを見つめながら、ゆっくりと口を開いた。

「確か君は言っていたね。銀色の狼おおかみは自分で仕し留とめたいと」

　男の顔色が変わった。

「おじさん！　見つかったんですか？」

「質問に答えてくれたまえ。君の家族を奪うばった銀色の狼を自分で仕留める。その考えは今も同じなのか？」

「同じです」

「狼の血族と言えども表向きは普通の人間だ。社会では殺人として認識される。それは君の心の中でも同じかもしれない。それでもやるのかい」

「はい」

　男はきっぱりと答えた。その瞳ひとみをいくら顕けん微び鏡きようで覗のぞいても、迷いって言葉は見つからなかった。まじりっけのない意志。

「そうか………」

　ゴードンはあきらめたようにため息を吐はき出すと、ポケットから一枚の写真を取り出した。

「これは」

「今け朝さ、送られて来た。日本の三流眉まゆ唾つばオカルト雑誌に載のせられていた写真だそうだ。見ての通りピントもずれているし解像度も良くない。信しん憑ぴよう性せいは薄いよ。だがインチキの一言でしまいにするには少々引っかかるものがある」

「そうですね」

「とりあえずこちらから調査員を送る予定だ。もし、この写真の正体が判明しそしてそれが君の追い求めてるものであった場合は……」

「僕が行きます！」

「何？」

「僕が調査に行きます。もし、この写真の正体が僕の追い求める奴やつだった場合は」

　男は、ぞっとするくらい冷たい声で言った。

「その場で僕が撃ち殺します」

　どれくらい時間がたったろうか。

　少なくともラーメン硬めが茹ゆで上がるくらいの時間だった。

「そうか」

　ゴードンはため息にも似た言葉を吐き出した。

「手配はこちらでしよう。準備をしておきなさい」

「はい」

　男は立ち上がった。

　その男にゴードンは追いかけるように声をかえた。

「待ちなさい」

「何ですか？」

　男は振り返った。

　瞳ひとみが、本気色だった。

　腹の中に、決して消えることのない炎ほのおを孕はらんだ表情。

　捜さがし求めていたものの片へん鱗りんをかいま見、静かに神経線を震ふるわせている。

　間違っても目の前でがちょ～～んなんて言えない雰ふん囲い気きだ。

「……いや、何でもない」

　男は一礼すると部屋を出て行った。

　誰だれもいなくなった部屋で、ゴードンはごにょごにょと英語で呟つぶやいた。

「言えないな」

　そびえるオモチャのようなビル街を見下ろしながら、しみじみと呟いた。

「ズボンのチャックが開いてるなんて」
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「う～～～む」

　とある月曜日の朝。

　銀ぎん之の介すけと唐とう子こは教室の一番後ろで一冊の本とにらめっこしていた。

　あんまりいい表情じゃない。どっちかって言えばまいったぜって顔色だ。

「まいったな」

　自分の顔色に正直に、銀之介がぼやいた。

「こんなのに載のっちゃったよ」

「本当。しっかり載ってるよね」

　唐子もそう呟つぶやいて、目の前の本を持ち上げた。
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「なんてことしてくれたんだよ。こんなに堂々と」

「でもさ。銀ぎん之の介すけ君。そんなに心配しなくてもいいと思うよ。ほら、これって見るからにインチキの匂におい漂ただよってる雑誌でしょ」

　銀之介は雑誌をクンクンと嗅かいだ。

　変身してない銀之介にもハッキリ分かるくらい、ものすごく匂った。

「確かに臭くさい」

「でしょ。だいたい、クリントン大統領は宇宙人と文通してるとか、森もり総理大臣の趣味は五百円玉に煙草たばこを通すことだとか真ま面じ目めに書いてる雑誌なんだよ。そんな雑誌の写真なんて皆信じないよ。きっと」

「本当にそうだろうか？」

「大だい丈じよう夫ぶだって、なんなら街頭調査してみようよ」

　二人は密談を中断するとモニターを求めて教室を歩き回った。

　クラス十人に聞きました。この写真、あなたは本物だと思いますか？




　クラスメイト１　東ひがし山やま大だい輔すけ。

『こんなのぬいぐるみに決まってるだろ。馬鹿馬鹿しい』




　クラスメイト２　新あら川かわ絵え里り奈な

『え～～、噓うそっしょ。信じられな～い』




　クラスメイト３　下しも田だ嶺れい

『パンは耳んとこが好き』


以下略






　クラス内街頭調査から帰って来た二人はまた密談を始めた。

「どうやら大丈夫みたいだな」

「うん。若じやつ干かん一名、廊ろう下かで転んで頭打った直後で変なこと言ってた人がいたけど、後は全員信じてなかった」

「いや～～。今け朝さ雑誌が郵便受けに入ってた時には正直旅に出ようと思ったけど。助かった助かった」

　たっぷり安あん堵どの呼吸をしてから、銀之介は今度は不満の息を漏もらした。

「しかし、優勝賞金１００万円もらってるはずなのに、どうしてモデルの僕には図書券二千円分なんだ？」

「無理だよ。あの人にそれ以上期待したって。図書券が入ってただけいいと思わないと」

　七しち味み唐とう子こ十七歳さい。早くも漆うるし野の百ひやく太た郎ろうという男の本質を見極めつつあった。

「ほ～～い。ホームルーム始めるぞ～～」

　担任の柏かしわ持もち先生が入って来て、密談の時間は終了した。二人は善良な顔つきで黒板方向に顔を向けた。

　そしておやっと眉まゆを顰ひそめた。

　二人だけじゃない。クラスの皆がおやっていう顔つきだ。

　柏持先生の後ろに着いてやって来る、長身の若い男がいたからだ。

　落ちついたスーツ姿。スラリとした長身。知的な眼鏡めがね。けっこういかしてたりする。

「え～～と、この素す敵てきなお兄さんは誰だれか？　皆疑問に思ってることだろう」

　柏持先生はにんまりと笑った。秘密話をするのは大好きな先生なのだ。

「説明しよう。彼は…」

　のりのりの柏持先生が長い長い説明を始める前に、その男が口を開いた。

　０・１秒お先のスタートだ。

「今こん日にちは。僕は狩かり谷や森もり彦ひこと言います。文部省から少人数学級の検討員としてやって来ました。これから一週間。データを集めさせていただきたいと思います。皆さんにもいくつかアンケートをお願いすると思いますがご協力お願いします」

　男、狩谷は深々とお辞じ儀ぎをした。

「という訳で、狩谷先生は実際に英語の授業をしながらデータを集められるそうだ。皆、協力するように」

　柏持先生が魂たましいでも抜かれた様よう子すでそう言った。

　おいしいとこを持ってかれたのがそうとうこたえたのだろう。

　生徒達はって言うと反応は二つに分かれる。

　目をキラキラ輝かせてる女子生徒達。

　きっと頭の中には素す敵てきな狩谷先生との甘あまいラブストーリーが繰り広げられているのだろう。

　そして、地球に接近する隕いん石せきを目撃したような男子生徒達。

　きっと頭の中には、彼女が素敵な狩谷先生になびいちゃってみじめになってる自分が浮かんでるのだろう。

　唐とう子この表情は、そのどちらでもなかった。

　人間は神様が作るってどっかの宗教勧かん誘ゆうの人が言ってたことが正しければ、この先生作った神様ってきっと天の国のミケランジェロよね。天の国のピカソに作られたらどんな顔になるのかな？　きっと鼻がよこっちょに張り付いて前向いてるんだか横向いてるんだか分からない顔になるに違いないわ。

　そんな下くだらないことを考えていた。

　銀ぎん之の介すけ君を作ったのは天の国の誰だろ？

　そんな下らない疑問を覚えて唐とう子こは銀ぎん之の介すけを見た。

　そしてすぐに結論を出した。

　ムンクだ。

　銀之介は青ざめていた。なんか瞳どう孔こうも開いてそうだ。両手を頰ほおに当てれば間違いなくムンクの叫びになってしまふ。

「ど～～したの？　銀之介君。ははぁ、分かった。美形出現に危機感を抱いだいてるんでしょ」

　唐子はけらりんけらりん笑った。

「心配しなくたってアタシはあ～～ゆ～～タイプはね」

「ん？　何か言った？」

「…………なんでもない。それよりど～～したの。顔がとってもマリンブルーだけど」

「いや、なんて言うかな。あの先生を見たら」

　銀之介は苦笑してから、声をひそめると、囁ささやくようにボソリ呟つぶやいた。

「背中をイモムシが這はったんだ」
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「もう………駄だ目めだ」

　銀之介は死ぬまで五秒な息を吐はき出した。

「毎回こんななら、僕は一週間で死ぬ」

「何大げさなこと言ってんだよ」

　銀之介に肩かたを貸しながら、クラスメイトの河かわ村むらは鼻をフンと鳴らした。

「ちょっと体育で１５００を走ったからってこんなにヘバル奴やつはいないぞ」

「あんまり……長距離は得意じゃないんだ」

「駒こま犬いぬは短距離だって得意じゃないだろ」

「………ああ」

「森もり本もとが記録見てわめいてたぞ。小学生だってもっとちゃんとした記録だすって」

「変身すれば世界新記録がいくらでも出せるんだけどね」

「ん？」

「いいや。何でもない」

　銀之介はぷるぷると首を振った。

「とにかくだ。少しは体鍛きたえといた方がいいぞ」

　河村は銀之介を更衣室へ押し込むと、んじゃっと片手を上げた。

「それじゃ。俺おれ、部活あっから」

「ああ。ありがとな。ここまで運んでくれて」

「気にすんなって。今度購買のパンおごってもらうから」

　河かわ村むらはへらへら笑いながら扉とびらを閉めた。

　１５００走った後でしばらく校庭で潰つぶれてたからもう更衣室には誰だれもいない。

「変身前の僕なんて、ミラクルうんち君だもんなぁ」

　なんてぼやきながら、銀ぎん之の介すけは制服に着替えた。

　ジャージもそろそろ柑かん橘きつ系けいの香かおりをたて始めてるから鞄かばんに詰つめた。家でジャブジャブだ。

　カップラーメン一杯くらいの時間をかけて銀之介はどこにでも転がってそうな男子高校生になった。

　実際、銀之介はどこにでも転がってそうな男子高校生だ。体質を抜かせばの話だけど。

「お家帰ってゆっくり寝たいけど…あいつ絶対邪じや魔まして来るんだろうな」

　銀之介の脳のう味み噌そのスクリーンにガキンチョの顔が浮かんだ。居い候そうろうしてる親しん戚せきのお嬢じよう様だ。

「いや、今日こそは理り不ふ尽じんなトランプや百人一首やプレステを全すべて断ことわってやる！　なんてったって僕の方が年上なんだからな！　ビシって言えばいくらお銀ぎんだって………」

　沈黙の時がしばししばししばし。

「『りぼん』買ってこ」

　自分の情けなさにエクトプラズム吐はき出しながら銀之介は男子更衣室を出た。

　そこで歩くダンボール箱と出くわした。

　もとい、ダンボール箱を抱かかえて歩く女子高生と出くわした。

「あ、すみませ～～ん。階段ってどっちですか。前が見えなくて」

「階段はあっちだけど……もしかして唐とう子こか？」

「え？　その声は銀之介君？」

　ダンボールを床ゆかに下ろし、見慣れた顔が表れた。

「あ～～、やっぱり銀之介君だ。男子の体育今終わったの？」

「え、まぁな。それより何やってるんだ？」

「へへ～～ん。柏かしわ持もち先生に仕事おおせつかっちゃってさ。これ運ばなくちゃいけないんだ」

「現国の宿題やってなかったからか？」

「ピンポ───ン！」

　唐子は元気いっぱい答えた。

　これでどうして僕より成績がいいんだよ！

　銀之介は、不ふ条じよう理りな現実に文もん句くを言った。でもそれが脳のう味み噌その質ですってことで諦あきらめた。

「手伝うよ」

「ありがとう。銀之介君は神様です。天使です。お釈しや迦か様です」

「いいよ。そんなに持ち上げなくたって。で、どこに行けばいいんだ」

「英研だよ」

「なら階段降りてすぐだな」

　よいこらしょとダンボール箱持ち上げて、銀ぎん之の介すけは階段を下りた。

　英語研究室って書かれた扉とびらがどで～～んと待ち構えている。

「英研のどこに置けばいいんだ？」

「えっとね。狩かり谷や先生に渡せだって」

　その言葉で、銀之介はお地じ蔵ぞう様になった。

「ど～したの。急に立ち止まって」

「あのさ、悪いけど狩谷先生んとこは唐とう子こ一人で行ってくれないかな？」

「ど～して」

「ど～～もあの先生は苦にが手てで」

「んも～～何言ってんの。好き嫌きらい言ってたら将来人間関係で苦労するよ。行こ行こ行こ」

「わ～～こら」

　銀之介の抵抗も空むなしく、うどんこねこねで鍛きたえられた唐子に押されて英研の中へと。

　そして端はしっこで本を読む狩谷のとこへとずんずんずん進む。

「こんにちは。狩谷先生」

　唐子の声で、狩谷は頭を持ち上げた。

「どうも。え～～と、二年三組の」

「七しち味み唐子です。それから……」

「………駒こま犬いぬ……銀之介です」

　銀之介は少々うわずった声をひねり出した。

「これ柏かしわ持もち先生に頼まれて」

「あ、アンケートですね。ありがとう。そこに置いてくれませんか？」

「は～～い」

　二人はダンボール箱を狩谷の机の隣となりに置いた。

　頭を持ち上げた二人はそこで狩谷の机の上に広げられた本に気がついた。

　二人で仲良く目を大きくした。

　だってそうだ。そこにあった本は『月刊押お華か瑠る戸と』。そしてページは謎なぞの狼おおかみ男の写真が載のってるとこだったからだ。

「ん、どうかしましたか？」

「いえ、その雑誌」

「ああ、これだね」

　狩谷はふっと唇くちびるの端はしっこだけで笑った。なかなか素人しろうとには出来ない笑い方だ。

「滑こつ稽けいかな？　いい大人おとながこんな本を読むのは」

「いえ、オカルト好きな人ってどこにでも転がってますから。ね。銀之介君」

「ああ」

　そう返事しながら銀ぎん之の介すけは学校一のオカルト好きが現れないことを祈った。

　現れたらなんか話が盛り上がって帰れない予感がするからだ。

　一年に一回あるかないかで神様が微ほほ笑えんだ。小こ夏なつはやって来なかった。

「そうだ。一つ質問してもいいかな？　高校生の純じゆん粋すいな意見というのを聞きたいんだ」

「なんですか？」

　狩かり谷やは雑誌を持ち上げると狼おおかみの写真を指差し言った。

「この写真。本物だと思いますか？」

「……………あははは」

　今モデルが隣となりにいるとは言えない唐とう子こは、微び妙みような笑みで笑った。

　もちろん僕ですとも言えない銀之介は、かなり追いつめられた表情で笑った。

「そうだね。返事に困るね。こんな写真つきつけられてそんなこと聞かれても」

「はははは。困るね。銀之介君」

「本当本当。困り困りだよ」

　二人はぶっ壊こわれたゼンマイ人形みたくかくかく笑った。

「本物と言われれば本物に見えるし、インチキと言われればインチキに見える。どっちなんだろうね。これは」

　狩谷は目を細めて雑誌の写真を見入った。

「なんだ、狩谷先生だってどっちだか分かってないんじゃないですか」

「はは。確かにね。でももしこの写真が本物でこんな怪かい物ぶつが実在するとしたら」

　狩谷の細めた目がキラリンと光った。

「早く駆く除じよしなくてはなりませんね」

　エスキモーでもぞっとする冷たい一言。

　銀之介はぶるるるるって体を震ふるわせた。

「すみませんでした。つまらない話に付き合わせてしまって」

「いえいえ、それじゃ。さようなら」

　二人は英研を出た。

「狩谷先生があ～～ゆ～～のに興味があるなんてね」

　ひとしきり感心してから唐子は銀之介に顔を向けた。

「驚きだね。銀之介君」

　ブルーだった。

「ど～～したの？　またブルーになってるけど」

「………あの先生見てると。なんか……震ふるえが止まらなくてさ」

「も～～。ど～～して狩谷先生をそんなに恐こわがるのかなぁ。分かんないよ。ビジュアル的に見れば森もり本もと先生とかの方が恐いじゃん」

　呆あきれる唐とう子こに目を細め、銀ぎん之の介すけはボソっと言った。

「目だよ」

「目？」

　唐子は自分の目を指でつり上げてニャンコの目を作って首をかしげた。

「狩かり谷や先生の目は………獲え物ものを追いかける猟りよう師しの目にそっくりなんだ」

「そんな。見たこともないのに」

「いや。見たことはある。何度か追いかけられたことがあるんだ」

　世の中にはいろんな経験を持った人達がいる。

　唐子はその言葉をしみじみと嚙かみしめた。

　続いて、唐子の頭にかる～～いイタズラ心が浮かんだ。

　しょ～もないことに彼女は思いついたらすぐ口にする質たちだった。

「もしかして狩谷先生。保健所の害がい獣じゆう駆く除じよの人とかだったりして」

「保健所の害獣駆除……」

「そ～～。それで狼おおかみ男を探して退たい治じするためにここにやって来たの」

　たっぷりともったいをつけること五秒。

「あはは、冗じよう談だん！」

　かる～～～～く笑い飛ばした唐子だけど……。

　かる～～～～く笑い飛ばせない人がお隣となりにいた。

「狼男を探して退治…………」

　相変わらずのリゾート地色した顔で銀之介はブルブル震ふるえた。
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　今こん日にちは。七しち味み唐子です。

　アタシがかる～～ぃ気持ちで言った冗談のせいで、銀之介君は毎日リゾート色してます。

　ど～～も極度の神経質になっちゃったみたいです。

　そうさせちゃったのはアタシなんでちょっと責任感じてます。

　でも、毎日毎日アタシんとこに目の玉ひんむいて飛びかかってくるのには……正直閉口しちゃってます。




　狩谷先生が来て二日目（火曜日）

　アタシが二時間目の準備をしてると銀之介君がすっ飛んで来ました。

「唐子ぉぉぉぉ」

「ど～～したの。校庭に宇宙人でも下りて来たような顔して」

「聞いてくれ。唐子。今宿題を出しに英研に行って狩谷先生の机の横を通ったんだ。そしたら狩かり谷や先生の机の上に！」

「狩谷先生の机の上に？」

「この街の動物病院の一覧表が置いてあったんだ」

「そ～～なんだ」

「きっと狂犬病の予防接種を打ちに来た人を探してそこから狼おおかみ男を見つける気に違いない！」

「考えすぎだってば」

「い～～や。絶対にそ～～だ」

　銀ぎん之の介すけ君はずっと震ふるえてました。

　アタシはずっと呆あきれてました。

　でもぶるぶる震える銀之介君ってのもけっこう見てて飽あきないもんです。




　狩谷先生が来て三日目（水曜日）

　夕方、アタシが家でうどん屋の手伝いをしてるとまた銀之介君がすっ飛んで来ました。

「唐とう子こぉぉぉぉ！」

「ど～～したの？」

「聞いてくれよ。今家へ帰ろうとてくてく歩いてたら」

「歩いてたら？」

「警察に入っていく狩谷先生を見つけたんだ」

「へ～～～」

「きっと警察で狼に嚙かまれた事件があったかど～～か尋たずねてそっから狼男を探すつもりに違いない」

「はー考えすぎ考えすぎ」

「い～～や、絶対そ～～だ」

　銀之介君はずっと震えてました。

　でもアタシがサービスで出した肉うどんはちゃんと食べて行きました。

　狼男の血筋なのか肉の食べっぷりはいいので見ていて楽しいです。




　狩谷先生が来て四日目（木曜日）

　アタシがお昼を食べようとしてたらパンを買いに行ったはずの銀之介君がすっ飛んで来ました。

「唐子ぉぉぉぉ！」

「はいはいはい。今度はど～したの？」

「狩谷先生が！　狩谷先生が！　学食のおばちゃんと話してたんだ」

「へ～～そ～～」

「きっと肉好きの人間を探してそこから狼おおかみ男を見つけるに違いない。ど～～しよ～～。先週特盛牛ぎゆう丼どんを食べちゃったんだ！」

　真剣な顔つきで震ふるえる銀ぎん之の介すけ君を前にアタシはもう何も言えませんでした。

　でも一言だけ言いました。

「バカ」

　被害妄もう想そうもここまでくれば立りつ派ぱです。

　やっぱり見てて飽あきないなとある意味感心しました。

　明日あしたはどんな被害妄想が出てくるか、少し楽しみです。




　そして狩かり谷や先生が来て五日目（金曜日）。

　唐とう子こは空っぽの隣となりを見つめてため息混じりに呟つぶやいた。

「とうとう登校拒否にまで陥おちいったか」

　このまんまじゃ銀之介君がダメになっちゃうな、と唐子は思った。

「仕方ない。明日あしたの朝、首に縄なわでもつけて引っ張ってくるしかないか」

「それじゃ、アンケート集めるぞ」

　柏かしわ持もち先生の合図でクラスが動き出した。

「あ、いけない」

　唐子は慌あわてて机の上の紙切れに目を落とした。アンケートの質問はこんなだ。

『もし、少人数クラスになるとしたらどう思いますか？』

　唐子は女の子にしてはかなり個性的な字でこう書いた。

『居い眠ねむりがばれやすくなります。早弁も出来ません。あんまりいいことじゃないと思います』

　てきと～～に書いたアンケートをてきと～～に流す。

　柏持先生の手に重そうな紙の束たばがドカンと集まった。

「さってと、それじゃ誰だれかにこのアンケート用紙を持ってってもらうか。そうだな。今日現国の宿題やってない奴やつ」

「は～～ぃ」

　唐子が悪びれもせず手を上げた。

「やっぱり七しち味みだけか」

　柏持先生は呆あきれまくりな息を漏もらした。

「まぁいい。それじゃ七味。このアンケート用紙持って英研の狩谷先生んとこへ行ってくれ」

「は～～ぃ」

　唐子はアンケートの束を手にするとひょこひょこと教室を出た。

「これぐらいの仕事でおとがめがチャラになれば軽いもんよ」

　なんて言いながら英語研究室へと向かう。

　と、道半なかばにして狩かり谷やとばったり出くわした。

「あ、狩谷先生」

「お早よう。えっと七しち味みさんだったね」

「そ～です」

「今日は……彼は一いつ緒しよじゃないのかい？」

「彼？」

「七味さんの席の隣となりの……駒こま犬いぬ、そうだ駒犬君だ。いつも一緒にいるみたいだからね。見てていい凸でこ凹ぼこコンビだと思ってたんです」

「や～だ」

　笑ってから唐とう子こは思った。

　どっちが凹なんだろ？

　でもまあたいして重要なことじゃないからさっさとその疑問はゴミ箱にぶち込んだ。

「アンケート持って来ました」

「あ、それじゃここで受け取ります。ご苦労様」

　狩谷は持っていた簡単な収納ケースを脇わきに挟はさんでアンケートを受け取ろうとした。

　事故はその時に起きた。

　狩谷のわきから収納ケースが滑すべり落ちたのだ。

　ボールペンやら消しゴムやら教科書やらが散らばった。

「おっといけない」

「あの先生。研究室まで持ってきましょうか？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶですよ。ちょっとうっかりしてただけ」

　狩谷は散らばった小物を搔かき集めてケースに入れると今度は脇にがっちりとはさみ込んだ。

「さ、いいよ」

　唐子からアンケートを預かり、狩谷は階段を下りて行った。

「さってと。もうすぐ一時間目の授業始まるし。さっさと教室戻もどって宿題やって来なかった言い訳でも考えるかな」

　来た道を引き返そうとした唐子だけど、ぐにっていう上うわ履ばきの下の感触で足を止める。

「ん？」

　眉まゆ毛げと眉毛の間に三匹びきのミミズを這はわせてから、唐子は自分が踏ふみつけた物を拾い上げた。

「きっと狩谷先生の落としものね。届けないと。でも何だろこれ」

　人差指のさきっぽくらいの銀色の塊かたまり。

　形は紡ぼう錘すい形けい。

「新発売の座薬かな？」

　庶しよ民みんの知識で唐子がそう呟つぶやいた時だ。

「あ～～、遅刻しちゃった遅刻しちゃった」

　慌あわただしく飛んで来る甲かん高だかい声があった。

　グルグル眼鏡めがねでオカルトマニアを連想させる声だ。そしてその連想は的中した。

「あ～～、七しち味み先せん輩ぱいじゃないですか。おはよ～～ございます。何やってるんですか？」

「お早よう。三みつ石いしちゃん。これ何かな～～って思って見てて」

「これですね。あぁ、これライフルの弾丸ですよ」

　庶しよ民みんじゃない知識で小こ夏なつが声を張り上げた。

「ライフル？」

「そ～～です。アタシこの前消える弾丸っていうオカルト事件の本読んだんです。そこに写真が載のってたから間違いありません。ちょっと色が白っぽいけど」

　この娘むすめは一風どころか台風が来るくらい妙みような感性してるけど、頭は悪くない。かなりいい方だ。その小夏がここまで断言するんだ。間違いないだろう。

「でもどうして狩かり谷や先生がこんなもの」

「趣味なんじゃないですか？」

　ここで趣味の一言でお片づけしちゃうとこが小夏のすごいとこなのだろう。

「趣味か………」

　普通の唐とう子こなら同じようにお片づけしてたろう。変わり者度数的に言えば小夏にだって負けてない。

　でも、何かひっかかるものがあった。

　恐こわがってた銀ぎん之の介すけ。

　保健所の害がい獣じゆう駆く除じよ。

　動物病院。

　警察。

　食堂のおばちゃん。

　そんなファクターが脳のう味み噌その中をめまぐるしくかけ巡る。

「七味先輩。脳味噌がぐるぐるしてますね」

　脳味噌を透とう視ししたのか、小夏がびしりって言った。

「え？」

「いいんです。隠かくさなくたって。疑問を覚えることは悪いことじゃありません。むしろ人類が新しい世界につき進んで行くにあたっては必要なことなんです」

　思い切り力説してから、小夏は唐子の手をぎゅぅぅぅぅぅって握にぎり締めた。

「分かりました。いつもお世話になってる先輩の頼みです。私、調べます」

「調べるって……」

「大だい丈じよう夫ぶです。全すべて私に任せて下さい。今週中には先輩の脳味噌のぐるぐるを止めるストッパーを見つけて来てあげますから。それじゃ。私遅刻しちゃうんで」

　一方的にそれだけ言って小こ夏なつはすっとんで行った。

「別に頼んでないんだけどな」

　そうぼやいてから、唐とう子こは手の中の弾丸に目を落とした。

「………まさかね」

　でも顔色がちょっとだけリゾート地色になってた。
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「え～～と。ここだよね」

　唐子は、ごくごく普通の一戸建て家の前で頷つなずいた。

「ぴんぽ～～～ん」

　妙みような節ふしをつけてドアチャイムを押した。

　ピンポ～～ンって鼓こ膜まくに心地よい音がする。

「そう言えば、この間お銀ぎんちゃん送って家の前まで来たけど、入るのは初めてだな」

　唐子が一応、身だしなみってことで手ぐしで頭をかいかいし始めた時だ。

「は～～い。どなた？」

　扉とびらが開かれ、優しそうなおばさんが顔を出した。

　すぐに銀ぎん之の介すけの母親だって分かった。だって似てるんだもん。

　唐子は何な故ぜか緊張すると背筋を伸ばして折り目正しく言った。

「すいません。七しち味み唐子って言います。銀之介君のおみまいに来たんですけど」

「あ、うどん屋の娘むすめさんね」

「はぁ、そうです」

　うどんって枕まくら詞ことばが少々ひっかかったけど、まあ分かってくれたからいい。

「あ、これつまらないものですけど。みんなで」

　唐子は途中で買って来たケーキ箱を突き出した。

「わざわざありがとね。ど～～～ぞど～～ぞ。散らかってるとこだけど上がって」

「はい。お邪じや魔まします」

　唐子は銀之介宅に記念すべき第一歩を踏ふみ入れた。

「ふわ～～、締め切りが終わった直後の爆ばく睡すい程気持ちのいいもんはないな」

　奥の部屋からパジャマ姿の貧ひん弱じやくおじさんが這はい出して来た。

　銀之介の父親。面識はある。人間状態の時も変身後にもだ。

「どうも。おじさん。お邪魔してます」

「お、うどん屋のお嬢じようさん」

　ここでもやっぱりうどんって枕詞が気になったけどイチイチ気にしてたらやってられない。

　唐とう子こは笑顔で応じた。

　もちろんその笑顔の隙すき間まには爪つま楊よう枝じくらいの憤いきどおりもあるけど、そんな小さなもんに気がつく父、銀ぎん一いち郎ろうと母、典のり代よじゃなかった。

「銀ぎん之の介すけのお見舞いに来てくれたのよ」

「そうなのか。そりゃありがたい。きっと銀之介も喜ぶぞ。よしよし、部屋はこっちだ。ついて来なさい」

「はい」

　唐子は銀一郎の後ろをついて二階へと上がった。

「おい、銀之介。うどん屋のお嬢じようさんがお見舞いに来てくれたぞ」

「またうどん……」

「ん～どうかしたかい？」

「いいえなんでもありません」

「そうか。銀之介。開けるぞ」

　銀一郎の手で部屋の扉とびらが開けられた。

　唐子の思い切りセオリーから違反しまくってる部屋と違い、ちゃんと男子高生って感じの部屋だ。

　しいて言えばちょっと簡素過ぎるくらいだろうか。引っ越しばっかしてて余分な物を持たないクセがついてるのかもしれない。

　そんな部屋のベッドの上に銀之介はいた。

　思い切りお子様禁止な本を読んでて、慌あわててそいつをベッドの下に突っ込んだ。

「い……いらっしゃい唐子」

　ま、この年頃ごろの男の子ならあ～～ゆ～～の読んでても仕方ないっか。

　唐子は心の中で、仏ほとけの顔でそう呟つぶやいてから促うながされるまま部屋に入った。

「それじゃうどん屋のお嬢じようさん。もし良かったら夕飯食べて行かないかい？」

「あ、店の手伝いがあるので」

「そうか。大変だな。うどん屋さんも。ま、ゆっくりして行きなさい」

　銀一郎は恵え比び須す顔がおでそう言うと出て行った。

「ま、そこらに座ってよ。そこの箱の中…………………にちょっと失礼」

　銀之介はティッシュを引っこ抜くと勢い良く鼻をかんだ。

「いや～～、熱も下がったし喉のども痛くないけどど～～も鼻水だけがね」

　脳のう味み噌そ出ちゃうんじゃないかってくらいに連続で鼻をかむ銀之介に、唐子は意外そうに言った。

「なんだ。本当に風邪ひいてたんだ」

「本当にって………もしかしてズル休みだと思ってたのか？」

「アタシはてっきり学校へ来るのが恐こわくなったんじゃないかって」

「ま、正直言えば学校行くのが恐いってのもあった。でもな。こう一日ゆっくり横になってていろいろ考えたら、なんだか馬鹿らしくなって来てな」

　脳のう味み噌そ出しきってすっきりしたのか、銀ぎん之の介すけははれやかな顔で続けた。

「狩かり谷や先生が動物病院のリストを持ってたっておかしくないじゃないか。ペットの具合が悪くなったのかもしれないし、予防注射の問い合わせをしただけかもしんない。警察へ行ったっておかしくないじゃないか。罰金払いに行ったのかもしれないしもしかしたら家に泥棒が入ったのかもしんない。学食のおばちゃんと話してたっておかしくないじゃないか。学食メニューについて要望を言ってたのかもしんないしもしかしたら口く説どいてたかもしんない。とにかくだ。ネズミを見かけてもしかしたらあのネズミを追いかけてトラが飛び込んで来るんじゃないか的な無意味な妄もう想そうで僕は恐がってたんだ。馬鹿丸出しの被害妄想って奴やつさ」

　銀之介は肩かたをすくめて見せた。

「でも、もうそんな被害妄想も熱と一いつ緒しよにすっかりひいた。明日あしたは晴れ晴れとした気分で学校に行けるよ」

「その、晴れ晴れに水をさすようで申し訳ないんだけど……」

　唐とう子こが非常に申し訳なさそうにおずおずと話し始めた時だ。

「たっだいま～～」

　爆ばく裂れつ元気な声が下の方から聞こえて来た。

「お、お銀ぎんが帰って来たな」

　爆裂元気な声はまだ続いた。

「え～～、うどんのお姉ちゃんが来てるの!!」

　またうどんうどんうどん。

「アタシ、七しち味みうどん子に改名しようかな」

　だっだっだっだっだっだっだっだ。

　今度は階段を全速力で駆かけ上る音だった。

　予想通り、赤いランドセルで武装した銀ぎん花かが部屋に飛び込んで来た。まるで弾丸だ。今は普通の赤いランドセルだけど、横っちょにリコーダーをさして給食袋をぶら下げればこれはそのインパクトは計り知れない。

「今こん日にちは。お銀ちゃん」

　笑顔を送るけど。

「何しに来たの？」

　残念なことに笑顔は帰ってこなかった。

「え～～と、銀之介君のお見舞いに」

「銀花が帰って来たからもういいよ」

　なかなかどうしてハッキリしたお嬢じようさんだ。敵意のイナズマ視線がビリビリ飛んで来る。

　なんかここで負けるのもしゃくだから唐とう子こも笑顔でイナズマを送った。

　二つのイナズマが途中でぶつかりあってバチバチ火花をたてた。

「はいはい。銀ぎん花かちゃん。邪じや魔ましちゃダメでしょ」

　火事になる前に、典のり代よがやって来て銀花の手を引っ張った。

「ここにいる！」

「邪魔しちゃダメでしょ。ほら、銀花ちゃん。おばさんと一いつ緒しよに買い物に行きましょ」

「いや～～、銀花ここにいるの！　一つの部屋に男の人と女の人が一緒にいるってものすんごく危あぶないってテレビで言ってたもん!!」

「はいはい。好きなお菓子一つ買ってあげるから」

　典代はいやがる銀花の手を引っ張って部屋を出て行った。

「大だい丈じよう夫ぶかな。おばさん。お銀ちゃん目め茶ちや苦く茶ちや暴れてたけど」

「大丈夫だよ。母さんああ見えても強いから」

「あ、銀ぎん之の介すけ」

　噂うわさをすればなんとやら、扉とびらが開かれ典代がひょいと顔を出した。

「言うまでもないけど。人ひと様さまの娘さんに妙みようなことはしないように」

「しないよ！」

「そうね。今日は満月じゃないし。それじゃゆっくりね。唐子ちゃん」

　扉が閉められ、わめく銀花の声が遠くなって行く。

「やった。うどんを卒業した」

　唐子ちゃんって言ってもらえた唐子は一人、感激の拳こぶしをきゅって握にぎった。

「で、唐子。さっき何を言いかけたんだ？」

「あ、そうだ」

　唐子は本来の目的を思い出し、表情をきゅって強こわばらせた。

「実は、銀之介君の晴れ晴れとした気分をどんよりさせるようでものすごく申し訳ないんだけど……」

　鞄かばんに突っ込んだ手を引き抜く。そしてその中の物体を銀之介に手渡した。

「ん？」

　銀之介はしげしげとその物体を見つめた。

「あのね、それはね…」

　唐子が答えを言う前に、銀之介が口を開いた。

「ライフルの弾たまじゃん」

「え？　分かるの？」

「何度か撃たれたことがあるから。痛いんだこの先っぽの辺あたりが」

「………撃うたれた……」

　世の中には、様さま々ざまな経験を持った人たちがいっぱいいる。

　唐とう子こは、その言葉を再度頭の中で嚙かみ締めた。

「でも普通の弾たまにしちゃ妙みような色してるよな。特別な動物を仕留めるためのものか？」

「はいはいはい。お二人さん。お茶の時間ですそ」

　エプロンつけた銀ぎん一いち郎ろうがなよなよって入って来た。もともと華きや奢しやでなで肩がたの体型。エプロンがびっくりするくらいよく似合ってる。

「アップルティーに飯いい波なみ堂どうのケーキ。唐子ちゃんがくれた奴やつだぞ。銀之介。ありがたく食べ……お？　変わった物持ってるじゃないか」

　銀一郎は息子むすこの手からひょいと塊かたまりを摘つかみ上げた。

「あ、父さんなら分かるかな？　特別な動物を仕留めるためのものなんだろ」

「そうだな。確かに特別な動物を仕留めるためのものだ」

「へ～～何」

「狼おおかみ男だ」

「え？」

　銀之介は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぼう食らったような顔になった。
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「銀だよ。こいつの素材は。いや～～、昔一度だけ撃たれたことがある。痛いぞ～～。止し血けつして一晩くらい大人おとなしくしてないと傷が直らないし」

　銀ぎん一いち郎ろうは痛みを思い出し顔をしかめながら塊かたまりを息子むすこの手にお返しした。

「そーそー。銀の弾丸って言えば死んだじ～さんに聞いたことがあるな。ヨーロッパには昔狼おおかみ退治する集団がいたとかいないとか。え～～と、その名前が銀の弾丸労働組合とかなんとか………よく覚えてないや」

　年取ると物忘れが激しくなるなあなんてぼやきながら銀一郎は去って行った。

　アスファルトにスイカを叩たたき付けたような沈ちん黙もく。

　アップルティーの香かおり漂ただよう部屋に、恐きよう怖ふの大王が片足を突っ込んでいた。

「唐とう子こ……こいつをどこで」

　答えは、なんとなく予想していた。でも聞かずにはいられなかった。

「……狩かり谷や先生の落とし物」

　言う必要はないと分かってた。でも言うしかなかった。

　恐怖の大王が両足を突っ込んだ。

「じゃな唐子！　短いつきあいだったな」

　銀ぎん之の介すけはいきなりボストンバッグを引っ張り出して来ると荷造りを始めた。

「引っ越し先は後日連絡するから」

「待ってってば待ってってば」

　唐子が銀之介の足にしがみついた。

　まるで貫かん一いちとお宮みやのお話のよ～な位置関係だ。

「アタシに考えがあるの」

「考え？」

「そ～～。ほら、狩谷先生の机の上の雑誌。銀之介君の写真が載のってる奴やつ。覚えてるでしょ」

「ああ」

「きっと狩谷先生はあの写真を見てやって来たんだと思うの。でもあの写真だけじゃ本物かど～か分かんないでしょ。だからいろいろ調べてるんだよ。つまり、あの写真は偽にせ物ものですって証明すればいいの！」

「どうやって？」

「実は用意して来たの」

　唐子は鞄かばんから使い捨てカメラを引っぱり出した。

　そして、銀之介に１００パーセント真剣な瞳ひとみで言った。

「脱ぬいで！　銀之介君！」

「あ？」

　銀之介はまた鳩はとになった。
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　狩かり谷や先生が来て六日目（土曜日）

「じゃぁ、アタシ。行って来るから」

　半チャンの授業が終わった放課後。宿題忘れた罰の掃除を二人で終えた四時頃ごろ。

　校舎裏で気合いを入れる唐とう子この姿があった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　一人じゃ危あぶなくないか？」

「大丈夫だよ。さりげなく行ってこれを見せて来るだけだから。銀ぎん之の介すけ君は先に帰ってアタシの家でくつろいでてよ」

「しかし……」

「い～～から。アタシに任せて！」

　頼れる姉あね御ご肌はだで唐子は言った。

「わん」

　思わず銀之介はそう返事した。

「じゃ、また後でね」

　唐子は動き出した。二分後には目的地である英語研究室の扉とびら前に来てた。

「よし！」

　唐子は大きく深呼吸すると、戦場へと足を踏ふみ入れた。

　敵てきは机に座って何かやってた。

　唐子は右手と右足同時に動かしながら、敵てきの脇わきまで進んだ。

「狩谷せんせ」

　狩谷は顔を上げると、眼鏡めがねをちょいと押し上げた。

「やあ七しち味みさん。遅いですね。部活ですか？」

「ううん。居残り掃除で。それより狩谷先生に見せたい物があるんです」

「僕に？」

「ええ。これは新聞部の友達に借りたんですけど。ほら、先生この間悩んでたじゃないですか。だから」

　唐子は鞄かばんの中に手を突っ込んだ。

　唐子だって少々普通と違う精神持ってても女の子。人並みに緊張だってする。

　極度の緊張の支配下にある人間ってのはつまらないミスをする。それが摂せつ理りだ。

　唐子もばっちりその摂理通り、鞄の中身をその場にぶちまけた。

「あちゃぱ～～～」

　慌あわてて這はいつくばってかき集める唐子に助すけっ人との手がさしのべられた。

「手伝いましょう」

「狩かり谷や先生。いいですアタシ一人で」

「いえいえ。この間のお礼ですよ」

　そこで狩谷の手が止まった。

　狩谷の手元をチラリ見た唐とう子こはそこでメロンかき氷を背中に流し込まれたような戦せん慄りつを覚えた。

　狩谷は、例の銀の弾丸を摘つかみ上げてたからだ。

　こんなことなら、家に置いてくれば良かった！

　怒ど濤とうのように後悔の波が押し寄せてくる。伝説のサーファーだって乗り切るのは無理だ。

　ど～～しよ～～～。秘密を知られたってことでアタシ、消されちゃうかも！

　絶望のあまり二年目のセミの幼虫みたくなっちゃってる唐子。

　しかし、狩谷はにっこり笑ってこう言った。

「七しち味みさんが拾ってくれてたんですね。いや良かった。大切なプレゼントだからなくしたと思って心配してたんです。このアクセサリ」

「……………アクセサリ？」

「えっと。確か鎖くさりがここに」

　狩谷は自分の引き出しから銀色の細い鎖を取り出すとぱちりぱちりと止め具を止めた。

　紛まぎれもないアクセサリだった。

「それ……アクセサリだったんですか？」

「ええ。ライフルの弾たまの形のね。一時期こういうのが流は行やったことがあってね。銀の弾丸とか金の十じゆう字じ架かとか。知り合いがプレゼントしてくれたんですよ」

「はは、そうなんだ。アタシてっきり」

「てっきり？」

「いえ」

「てっきり本物だと思った…かな？　残念だけどこれは型に銀を流し込んだだけ。火薬も入ってなければライフルで撃うち出すことも出来ない。にしても、よくこれが弾丸の形だって分かりましたね」

　知り合いに撃たれたことがある人がいたので、なんてことは言えない。

　唐子はへらへらって笑ってお茶を濁にごしまくった。

　それから、ついでにといくつか質問をぶつけた。

「あの、一つ聞きたいんですけど」

「何ですか？」

「もしかして、ペット飼かってます」

「ああ、シャム猫を一匹びき。最近ちょっと抜け毛が多くて、病気じゃないかって心配してるんですよ」

「あの、最近交通違反しました？」

「よく知ってますね。この間レンタカーを借りた帰り道。うっかり駐車違反で」

「あの、購買のおばちゃんってタイプですか？」

「嫌きらいじゃないですよ。ああいうタイプ」

　全すべての謎なぞが溶けた。サハラ砂漠に落っこちたチョコレート星人のごとくにだ。

「なんだ。あはは。そ～だったんだ。も～～。な～んだ。早く言って下さいよ狩かり谷や先生」

　下町のおばちゃんみたく狩谷の肩かたをばしばし叩たたいてから、唐とう子こは晴れ晴れした顔で言った。

「それじゃど～も。失礼しました～～」

　スキップ踏ふみながら帰って行く。

「何だったんですかね？」

　イマイチ釈しやく然ぜんとしない顔つきで狩谷は呟つぶやいた。
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「つまりそ～～～ゆ～～ことだったのぉぉ！」

　女子高生離れした女子高生の部屋。

　そこで、ちゃぶ台をばしばし叩たたいて唐子は騒さわいだ。

「ペットのシャム猫の具合が悪くて、駐車違反の罰金で、食堂のおばちゃんがわりとタイプで。それであれは単なるアクセサリだったの！」

　これだけ聞いて何言ってるか理解出来るのは超能力者くらいだろう。

　でも銀ぎん之の介すけは理解した。

　超能力者って訳じゃない。

　ただ何回も何回もテープレコーダーが擦すり切れるくらいに説明されてるからなのだ。

「そうだったのか」

　やっとこさ巻き戻もどし状態に入った唐子の隙すきを見て、銀ぎん之の介すけは言葉を食い込ませた。

「そうだよな。もしあれが本物だったら昨日きのう父さんがもっと騒さわいでたもんな」

「でしょ」

「それにいやに重いなあとは思ってたんだよ。型に流し込んで作ったから薬やつ莢きようんとこにもぎっちり詰つまってたんだろ～な」

「そ～だよ。なんてったってアクセサリだもん」

「アクセサリか」

　銀之介は全身を使ってため息を吐はき出した。

「ふ～～～。なんか背中に突きつけられてた拳けん銃じゆうが実は竹ちく輪わだって気がついたような気分だ」

「よく分かんないけど、おめでとう。もうこれで恐こわいものないね」

「ああ。ありがとう唐とう子こ」

「いえいえ」

　二人は瓶びんコーラで元気よく乾かん杯ぱいした。

「コーラだけじゃ味あじ気けないね。お父さんに頼んで何か作ってもらおうか？」

「いいよ。今仕事中なんだし。あ、僕じゃがりこ持ってたんだ」

　銀ぎん之の介すけが鞄かばんからじゃがりこを取り出した。もちろんサラダ味だ。

「あ、そ～だ。アタシも鞄の中に…」

　唐子も脇わきの鞄を引っ張ると中に手を突っ込んだ。

　ごそごそごそ。

　ごそごそごそごそ。

　ごそごそごそ。

　俳句っぽい節で捜そう索さくしてから、唐子はムンクちゃんの叫びで叫んだ。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「ど、ど～したんだよ大声出して」

「忘れて来ちゃった忘れて来ちゃった忘れて来ちゃった！」

　宿題忘れたって動じない唐子だ。この狼ろう狽ばい振りは半はん端ぱじゃない。

　魂たましいでも忘れて来たようなレベルだ。

「一体、何を忘れて来たんだ？」

　シリアス顔で尋たずねる銀之介に、唐子は瞳ひとみに涙なみだをいっぱいに溜めて言った。

「特製エビカツサンドパン！」

　銀之介のシリアスの時間は終わった。

　しょせん僕らに似合うのはこの空気だなとしみじみ息を吐はき出した。

「今日、新あら川かわちゃんにもらったの。購買で伝説のエビカッサンドパン！　家に帰ってゆっくり食べようと思ってたのに、机の中に入れたまま忘れて来るなんて」

　唐子はザブトンに顔を押しつけて泣きわめいた。

「きっと月曜日には賞味期限が切れてるんだ。もしかしたら食べられるかもしんないけどそん時はもうパンもかさかさでエビカツもガビガビでおいしくないんだ。そーに決まってる。アタシってなんて不幸なんだろ」

　これを本気で言ってるんだからやれやれである。

　銀之介は肩かたをすくめてやれやれするとおもむろに立ち上がった。

　それから無言で唐子部屋を後にする。

　帰って来た時、銀之介の手には一杯のどんぶりがあった。

「銀之介君。何それ？」

「今、親父おやじさんに頼んで作ってもらったんだ」

「何を？」

　それには答えず銀ぎん之の介すけはちゃぶ台にどんぶりを置くとその前にどっかと腰こしを下ろした。

　そして、勢いよくどんぶりの中を覗のぞき込んだ。

「月見うどんだったんだ」

　お馴な染じみの狼おおかみ人間を前に唐とう子こはポソっと言った。

「でもどうして？」

「変身後の僕なら学校まで五分で行ける。教室に侵入。エビカツサンドパンを手にして逃亡。ここに帰宅。全部合わせても十五分はかからない」

「銀之介君」

「今回は唐子にたっぷりどっぷり世話になっちまったし。せめてもの恩おん返しさ」

　銀之介は笑いながら窓のへりに足をかけた。

「じゃな」

　軽く手を上げてから銀之介は暗闇の中に飛び出して行った。

「うぅ、銀之介君。ありがとう」

　唐子は窓から身を乗り出し、心優しいお友達を見送った。

　お友達はぴょんぴょんと屋根を飛んで、すぐに暗闇の中に姿を消す。

「やっぱ持つべきものは友達ね」

　ほんわかしながらちゃぶ台に戻もどろうとした唐子は、何かを踏ふんで顔をしかめた。

　ウナギの骨を踏みつけたような感触だ。

　唐子はそいつを摘つまみ上げぷらぷらと揺ゆさぶった。

「これまた縫ぬって着け直さなくちゃいけないな」

　唐子は、ぷらぷら揺れるファスナーチャックを閉じないスポーツバッグの上に投げ出した。

　唐子が何な故ぜにスポーツバッグからファスナーチャックをむしり取ったのか？　それは永遠の謎なぞであった。
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「この街の動物病院に尋たずねたが狂犬病の予防接種が盗ぬすまれたという記録はない」

　薄暗い部屋に一人、男は天てん井じようを見上げつつぼやいた。

「警察にも尋たずねたが、大型の獣けものによる障しよう害がい事件もない。大量の肉を消費する異状人物もいない」

　しゃくとり虫が水溜りを迂う回かいするくらいの間。

「僕が調べられるのは所しよ詮せんこの程度なのか」

　男は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「やはり、おじさんに頼んで本格的な調査員を……」

　男、狩かり谷やはそう言い椅い子すから立ち上がりかけた。

　そんな時だ。彼は机の下に落ちてる一枚の写真を見つけた。

「おや？」

　何気なく拾い上げ、そして表情を思いきり固くする。

「これは！」

　だがその固い表情は徐じよ々じよに緩ゆるんでいった。やがてそれは笑いへとメタモルフォーゼする。

「はははは」

　狩谷は笑いながら写真を置いた。

　それは、肩かた越ごしに振り返ってポーズを決める銀色の狼おおかみの写真。

　でも背中にファスナーがくっついてた。

　これは着ぐるみですっていう証明書みたいなもんだ。

「僕は馬鹿だな。結局は着ぐるみだったということか」

　狩谷は荷物をまとめると立ち上がった。

　そのまま研究室を後にして、職員玄げん関かんから外に出る。

　夜だ。三日月が輝く心地いい夜だ。

　狩谷は駐車場へと足を運ぶと車の後部トランクを開けた。荷物を放り込み、蓋ふたを閉める。

「来週には帰ろう。イギリスに」

　狩谷はそう呟つぶやき、夜の校舎を見上げた。

　結局ここで追い求めるものは見つからなかった。でも、それほど脱力感はなかった。

「きっといつか見つかるさ。本物の銀色の狼おおかみが………」

　狩谷の細ほそ眼鏡めがねの中で切れ目の瞳ひとみが見開かれた。

「いた」

　狩谷は校舎の一点を見つめ小さな声で呟いた。

　車のトランクから長方形のケースを取り出した。

　蓋ふたを開けて、中に収納されていた筒つつ状じようの物を手慣れた様子で組み立てて行く。

「やっと見つけたぞ」

　狩谷は銀色に光る座薬みたいなもんをその筒の中に押し込んだ。

　そして筒先を一点へと向けた。




「え～～と。唐とう子この机の中身はいろいろ」

　銀ぎん之の介すけは唐子の机の中に手を突っ込んでごそごそやった。

　壁をよじ登って窓から入って来たのだ。変身してるからこそ出来る芸当だ。

「お、あったあった」

　抜かれた毛むくじゃら手には、特性エビカツサンドパンが握にぎられていた。

「う～～む。さすが購買の伝説の味。香かおりが違うな」

　銀ぎん之の介すけは鼻をクンクン鳴らすとべろりんと舌なめずりをした。

「いかんいかん。このまま持ってたら食べてしまいそうだ。唐とう子このことだ。きっと半分くれるだろう」

　銀之介は特性でらっくすエビカツサンドパンをポケットに突っ込むと窓に足をかけた。

「さて、帰るとするか……ん？」

　一いつ瞬しゆん皮ひ膚ふが粟あわだった。背筋をイモムシが走った。

　昔猟りよう師しに追いかけられた時、こんな感覚を覚えたことがある。

「まさかな。こんなとこに猟師がいる訳ないし。気のせい気のせい」

　銀之介は自分を笑い飛ばして外へと身を乗り出した。




　ズキューン




　一発の銃声が鳴り響ひびいたのはそれからいくばくもしないうちだった。
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「もうすぐもうすぐ特性でらっくすエビカツサンドパン。もうすぐもうすぐ特性でらっくすエビカツサンドパン」

　唐とう子こはフォークで皿をちんちゃか叩たたきながら幸せ満開の顔で歌った。

　ちゃぶ台の上には二枚の皿とナイフとメジャーが用意されていた。

　もちろんナイフは特性でらっくすエブカツサンドパンをカットするため。メジャーはちゃんと二等分するためのものだ。

　唐子が音楽性の全くないコンサートを開いてる中、窓から銀之介は帰って来た。

「ただいま」

　ちゃぶ台に特性でらっくすエビカツパンが投げ出される。

「わ～、ありがと……」

　銀之介に目を向けて、唐子は息を飲んだ。

　右脇わき腹はらを押さえる獣けものの手の隙すき間まから、真赤まつかな液体が流れ出てたからだ。

「ど……どどどどど～～したの！」

「校舎出たへんで撃うたれた」

「うわ～～、血が出てるよ。痛い？　ねぇ痛い」

「目め茶ちや苦く茶ちや痛い」

「待っててよ。今救急セット持ってくるから」

　唐子がバッと出てバッと帰って来た。

　傷口に消毒液ふきつけ、ガーゼを押し当てて包ほう帯たいをぐるぐる巻く。

　その作業を一段落ついて額ひたいの汗あせをぐいってぬぐったとこで、唐とう子こはちょっと待ってよって眉まゆを顰ひそめた。

「ちょっと待ってよ。変身してる時の銀ぎん之の介すけ君って確か傷なんてすぐに治っちゃうんじゃなかったっけ」

「そ～だよ」

「じゃぁどうして」

　銀之介はだまってポケットからある物を摘つまみ出した。

「これ、来る途中であんまり痛いからえぐり出した」

　多少乾いた血がへばりついて化け粧しようされてるけど、その弾丸は紛まぎれもない白銀色。

「もしかして」

「そう。銀の弾丸」

　部屋の温度が二、三度下がった。

「でも誰だれに？」

「分からん」

　とは言いつつも、二人の頭にはとある人物の顔が浮かんでた。

「もしかして、この間銀之介君のお父さんが言ってた…銀の弾丸労働組合とかなんとかいう奴やつなのかな。狩かり谷や先生って」

「馬鹿言うなって。第一あれはヨーロッパの話じゃないか」

「そーだよね」

「きっと学校の近所にいる猟りよう銃じゆうマニアさ」

「そーそー」

「それでたまたま鉛なまりと間違えて銀で作っちゃったっていう弾丸を持ってた」

「そーそー」

「それでたまたま壁をよじ登ってた僕をクマか何かと勘かん違いして」

「そーそー」

　思い切り説得力がな～い。でも二人ともそんなことは熟知してた。

　こ～でもしなくちゃ精神がやってらんなかったのだ。

　そんな時、階下から唐子の父、辛から雄おのダミ声が飛んで来た。

「唐子！　お客さんだぞ！　そっちに行くからな！」

「七しち味み先せん輩ぱい。おじゃましま～す！」

「三みつ石いしちゃんだぞ！　ありゃ」

「いけない。こんなとこあの娘こに見られたら」

　二人は顔を見合わせ、打ち合わせなしで同じことを呟つぶやいた。

「思い切り喜ばれてしまう！」

　火を見るよりも明らかって奴やつだ。

「銀ぎん之の介すけ君！　早く隠かくれて！」

「隠れってってどこに？」

「押し入れ！」

　唐とう子この指示で押入を開けるけど……そこにシャクトリ虫一匹びき入り込める余地はなかった。

「唐子って収納上じよう手ずだな」

「感心してる場合じゃないって。あ～もう来ちゃう。あ～～。あ～～」

　がらがらがらがらら。

　時代錯さく誤ごな引き戸が、少々やんちゃな声を上げて開かれた。

「今晩は～。お邪じや魔ましま～す」

　遠えん慮りよなしに部屋に入って来る小こ夏なつ。

「今晩は。三みつ石いしちゃん。こんな夜に何の用かな～？」

　唐子は奥歯でマシュマロでもかみ潰つぶしてるように言った。

「何の用かじゃありませんよ。七しち味み先せん輩ぱいに頼まれたこと調べて来たのに」

「アタシに頼まれたこと」

「そーです。狩かり谷や先生のこと疑問だって言ったじゃないですか」

「え、ああ」

「アタシばっちり調べて来ました。ちょっとここ座らせてもらいますね」

　小こ夏なつは座ざ蒲ぶ団とんの上にちょこんと座ると胸ポケットから「三石ちゃんの秘密ノート」って小さな手帳引っ張り出し開いた。

「狩谷先生なんですけど。実はずっとイギリスに暮らしてたんです」

「イギリス？」

「ええ。小さい頃ころ両親が事故で亡くなられたってことで、父親の友人が養父になって育てられたんです。その友人ってのが、イギリスのモデルガン会社の会長さんだそ～で。え～と、その会社の名前はっと」

　小夏はぺらぺらと「三石ちゃんの秘密ノート」をめくった。

「あ、ありました。シルバーブリッツ。日本語にすると銀の弾丸って会社だそ～です」

「……………銀の弾丸……」

「そ～です。以上がアタシの調べた内容です。ソースは聞かないでください。それじゃ失礼します。本当は七味先輩の人生について語り合いたいんですけど、アタシこれからチャネリングしなくちゃいけないんで」

　嵐あらしのように帰ろうとした小夏だけど、何か思い出して振り返った。

「あ、一つ言い忘れてました。狩谷先生って学生ライフルコンテストで一位になったことがあるってことです。あぁぁぁぁぁ！」

　めざとく、机の上の包つつみに気がつき大声を上げた。

「これって特性でらっくすエビカツサンドパンじゃないですか。すごいですね～。アタシまだ一度も食べたことないんです」

「そ、そう。良かったどうぞ」

「もらってもいいんですか？　ありがと～ございま～す」

　小こ夏なつは包みを手にすると、唐とう子この気が変わる前にとすっ飛んで帰って行った。

「銀ぎん之の介すけ君。聞いた？」

　唐子はゆっくりと頭上を見上げた。

「自じ慢まんじゃないけど耳はいいんだ。でっかいから」

　天てん井じようにしがみついてる狼おおかみ人間がこっくり頷うなずいた。

「…………それはないよね」

「そうだよな。それに月曜日でもういなくなる訳だし」

「そーそー。あと一日だよ」

　上と下とで、二人はへらへら笑った。

　面おも白しろくて笑ったんじゃない。

　笑うことしか出来なかったから笑ったのだ。

　夜のふけ行く中、楽しくない笑いが七しち味みうどん亭ていの二階を支配した。
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「という訳で。やはり一週間の調査では十分な結果がえられず。もうしばらくこの学校に滞在させていただくことになりました」

　二年三組にて、狩かり谷やは深々と頭を下げそう言った。

「皆さん。よろしくお願いします」

「やった！」

　二年三組にて、一名を除のぞく女子は喜んだ。

　ビジュアル的にいけてる狩谷の存在はこれからの学校生活における励はげみになるからだ。

「ちっ」

　二年三組にて、一名を除く男子は舌打ちした。

　ビジュアル的にいけてる狩谷の存在はこれからの学校生活における障しよう害がいにしかならない。

　喜ばなかった女子一名は、そっと隣となりを見て呟つぶやいた。

「ぎ、銀之介君」

　舌打ちしなかった男子一名は、そっと隣を見返して呟いた。

「と、唐子」

[image: ]

　二人は仲良くリゾート地色に染まった。

　背中につきつけられていた拳けん銃じゆうが、竹ちく輪わだと分かって安心したけど、実は竹輪型の拳銃だったって知らされたような複雑な表情だった。

　　　　　　　　　　　　　　第六話　完













　　　あとがき







　オオカミ息子むすことうどん娘むすめのお話の二巻目です。今回は新キャラたくさん出しちゃいました。出し過ぎたかな？

　ぷちオオカミ娘と破は天てん荒こう刑事と謎なぞっぽい英語教師。

　ちなみに、この破天荒刑事はもともと千葉県警にいました。

　数年前、誘ゆう拐かい事件の調査のために飯いい波なみ市へやって来た彼は、一人の哀あわれな青年をこき使い事件を解決したって経歴を持ってます。

　でもまぁ、そんなことは知らなくてもいいことです。っていうか知る必要なし。

　でも知ってるって方がいたら、それはそれで嬉うれしいと思います（制作サイドから言わせてもらえば）。

　制作サイドといえば、僕は最近健康にちょっとだけ気を遣つかってます。

　理由は簡単です。夕飯をシラタキだけで済ました翌日の肉体労働で、半分死んだからです。

　やっぱり、健康は食事から。

　その事実を身を持って体験した僕は、今はちょっとだけヘルシーボーイです。

　毎朝きちんとコンビニの野菜ジュース飲んでます。通学途中にちゆーちゅーやってます。

　最近の野菜ジュースは飲みやすく作られてて嬉うれしい限りでございます。

　でもトマトとカボチャが入ってるのは飲みづらいんだよね。だって味が強いから。

　それじゃ、機会があったらまた。





トマトは食べられるけど、トマトジュースは飲めない阿あ智ち太た郎ろう。






　言っておきたい一言




その①　最近実生活で恥はじばかり。このままでは赤せき面めん将しよう軍ぐんになってしまうかも。

その②　やっぱり人間、ご飯はん食べなきゃ駄だ目めだよ。

その③　どっちの料理ショー見た後って同じ物食べたくならない？

その④　春がこん。そろそろこい！
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月、長野県の秘境にて誕生。ちょっとばかし落ちこぼれ学生しつつ育ち、第四回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。本人が一番たまげる。高校卒業後、海外に渡りぶらぶらしてたけど数年後に帰国。ゴミの分別をちゃんとする人が好き。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。現在「電撃ｈｐ」誌上に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』を連載中。ほかに『女神学園』（メディアワークス刊）などがある。
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僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで②




背せ中なかのイモムシ大だい行こう進しん








阿あ智ち太た郎ろう
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